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全日本病院協会会長殿

医政看発 0924第 3号

令和 2年 9月 24日

厚生労働省医政局看護課長

「専任教員養成講習会及び教務主任養成講習会ガイドラインJの

一部改正について

平素より看護行政の推進にご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。

令和元年 10月 15日に公表されました「看護基礎教育検討会報告書」におい

て、専任教員養成講習会、教務主任養成講習会、保健師助産師看護師実習指導

者講習会の内容を精査し、重複部分を削減するなどにより、必要な内容及び時

間数とすること、各講習会の受講内容を積み上げ、分割して受講可能とする仕

組みを構築すること、教務主任養成講習会において、受講者の利便性を考慮し、

eラーニングを活用することが示されたところです。

今般、当該報告書を受けて「専任教員養成講習会及び教務主任養成講習会ガ

イドライン」の内容の一部を改正し、令和 3年度に開催される講習会から適用

することとした旨を都道府県及び看護教員講習会の実施団体に別添の通り通知

いたしました。

つきましては、内容についてご了知いただくとともに、貴団体に所属されて

いる会員の皆様への情報提供にご協力をお願いいたします。
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各都道府県衛生・医務主管部（課）殿

医政看発 0924第 1号

令 和 2年 9月 24 日

厚生労働省医政局看護課長

（公印省略）

「専任教員養成講習会及び教務主任養成講習会ガイドライン」の

一部改正について

令和元年 10月 15日に公表されました「看護基礎教育検討会報告書」におい

て、専任教員養成講習会、教務主任養成講習会、保健師助産師看護師実習指導

者講習会の内容を精査し、重複部分を削減するなどにより、必要な内容及び時

間数とすること、各講習会の受講内容を積み上げ、分割して受講可能とする仕

組みを構築すること、教務主任養成講習会において、受講者の利便性を考慮し、

eラーニYグを活用することが示されたところです。

今般、当該報告書を受けて「専任教員養成講習会及び教務主任養成講習会ガ

イドライン」の内容の一部を別紙のとおり改正し、令和 3年度に開催される講

習会から適用することとしたので通知します。

つきましては、貴管下関係者に対して、貴職からとの旨周知願います。
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匪亙「専任教員養前講習会及てj鞠主任養成縮会ガイドライン」の→~改正に係る新旧対照表

新 ｜日

はじめに はじめに

看護基礎教育の充実に向けエι 教員の質の向上は最も重要な課題の一つである。専任教員養成童 看護基礎教育の充実に向け、重重教員の質の向上は最も重要な課題の一つである。重量教員.rtl•養成

習会及び教務主任養成講習会ガイドライン（以下「ガイドラインJという。）は、都道府県等が実 においては、専任教員や教務主任の要件の1つとなっている看護教員に関する講習会が重要な役割を

施する専任教員養成講習会及び敬務主任養成講習会の質の向上と平準化を目的に、平成 22年 4月 果たしている。本ガイドラインは、都部守県等が実施する専任教員養成講習会及ひ教務主任養局t~習

に作成された。その後、eラーニングの導入により平成25年 4月にガイドラインの一部が改正され、 会の質の平準化と向上を目指して作成されたものである。

今回の改正は3回目となる。今般、平成 30年4月に設置された看護基礎教育櫛拾における、将 ガイドライン検討の経緯としては、 「看護基礎教育のあり方に関する懇談会論点整理E」（平成20年7

来、担金守地域から必要とされる看護職を養成するための教員養E主主習会のあり方の見直しに関す 月）及び「看護の質の向上と確保に関する検討会J中間とりまとめ（平成21年 3月）において示さ

る議論を踏まえ、ガイドラインを改正するに至った。 れた看護教員にかかる課題と方策について具体的に検討するため、平成21年 5月より「今後の看護

看護基礎教育検討会では、教員の負担が増大する要因として、実習施設の確保、カリキュラム外 教員のあり方に関する検討会Jが開催され、平成 22年2月に報告書がとりまとめられたところであ

での補講や演習等の学生の学習指導の増加、成績管理等の事務作業等が指摘されたところである。 る。看護教員養πR講習会については、その質の確保・向上のため、教育目標、教育内容、受講者や講

看護基礎教育の現場においては常に、教員には教育実践カや看護実践カの向上が求められている 習会の評価を含めたガイドラインを早急に作成することが必要であるとされた。

が、こうした実情により、研修への参加が難しいなどとし、った状況が生まれている。これらの課題 そこで、旧看護課看護研修研究センターにおいて、春護教員養成にかかる教育課程と運営の考え方

や献を勘案し、調会の内容を惜し頭部分を削減するなどの教育内容を整理した。主要な改 について検討を重ね、また平成21年度厚生労働科学研究費補助金による分担研究「『看護教員養成講

JE'i';i;は以下のとおりである。 習会』における肴護教員養成の現状と課題Iの成果も踏まえ、専任教員養成講習会及。教務主任養成

講習会ガイドラインを作成した。

－基本方針や到達目標では、将来を見据え、専任教員キ教務主任が獲得し強化すべき能力につい 平成23年度以降、厚生労働省が認定する専任教員養成講習会及ひ教務主任養成講習会は、「看護教

て記載内容を充実させた。 員に関する講習会の実施要領についてJ（平成22年4月5日医政局長通知、平成25年 2月 22日→日

・令和2年度改正カリキュラムの趣旨を踏まえて科目ごとの教育目標と内容を詳細に記載した。 改正）において、本ガイドラインに沿って実施するものとされている。また、専任教員養成講習会に

－現行ガイドラインの「教員の教育実践力と講習会終了時の到達目標Jの表を残し、「教育実践 ついては、受講を促進する観存、から、平成23年度の「eラーニング、を導入した看護師等養成所の専任

カと教育内容の関係J「教育内容一覧」の表など、重複箇所を削除した。 教員養成講習会の実施方法に関する検討会」において、効果的な実施方法や適用科目等の検討が行わ

－現行のガイドラインの指導案例キ教育実習評価表は講習会の運用において、すでに浸透してい れた。この報告書に基づき、専任教員養成講習会の一割F科目にeラーニングPを導入するため、 eラー

ると考えられることから、ガイドラインの記載から削除した。 ニング、のコンテンツが作成されるとともに、本ガイドラインの→日が改正され、平成 25年度主主連

用することとされたところである。

看護教員に関する講習会の教育内容や教育方法の精選を図ることで、これまでよりも運営企画の 今般、保健師助産師看護師実習指導者講習会（以下「実習指導者講習会Jという。）及。幣定分野

柔軟性は高まるものと期待している。特に、「図l 看護教員等に関する講習会の体系Jや「表1 における保健師助酉市看護師実習指導者講習会（以下「特定分野における実習指導者講習会Jcv、う。）

教員の教育実践カと講習会終了時の到達目標Jを、各実施主体で行う講習会の位置づけの整理や目 において、専任教員養府S習会のeラーニング、科目を活用することを可能としたため、本ガイドライ

標設定の参考にしていただきたい。 ンの一部を改正することとする。
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_.) 

図1 看護教員等に関する講習会の体系 （新設）
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第1部専任教員養成講習会 ｜ 第1部専任教員養成講習会

I 基本的な考え方 I I 専任教員養成における基本的な考え方

1.意義 I 1.専任教員養成の意義

グローバル化与量ttる社会におビエ、生活ニーズの多様化、疾病構造及び人口構造の｜ グローノ〈ルイじする社会における生活ニーズの多様化、保健医療福祉システムの複雑化~主斗

変化、保健医療福祉システムの複雑化が留子し、ますます人々の健康への関心は高まっ｜ 人々の健康への要請が高まっている。社会的要請に応える上で、看護職の役割拡大が求められ、

ている。このような背景をふまえ、将来を担う看護職の養成に対する国民の期待は大き｜ 質の高い看護ケアが提供できる看護職の育成に対する国民の甥待は大きい。

｜ 看護職育成の基縁である看護基礎教育課程において、専任教員は、社会的要請と最新の医療・

看護職を目指す人材が、看護基礎教育て培うべき能力を段階的、かっ効果的に獲得で｜ 看護の知見を教材研究し、基礎となる教育内容を精選する必要がある。学生の多様化の中で、

2 
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主主主主1三、担金の変化に対応主主主主ι教育実践を展開していく教員を育成する主生

の必要な講習会として、専任教員養成講習会を設ける。

2.位置づけ

専任教員養成講習会は、規定の年限及て埼護師業務に従事した者が、教員としての基

礎的能力を培う課程である。ただし、大学又は大学院において教育に関する科目を履修

した者についても、希望があれば受講を認めて差し支えない。

3.現念

専任教員養成重萱全の主眼は「看護基盤教育における教育実践を墨堕する能力Jを育

除することである。重宝亘ヒ看護ケアを提供する看襲職を養成するためには、教員自身

が、豊かな人間性と創造カを持ち、教育観に基づいた教育実践カを身につける必要があ

る。このような教員を育成するためには、理論から実践、実践から理論という理論と実

践を往還する童宣空必要である。

4.基本方針

＜教員に求められるもの＞

①教員として学生の人権を擁護するとともに、学生が人間の尊厳や倫理について考察

できるように指導を行うこと。

②学生のレディネスを踏まえて、学生が主榊句に学ぶことができる教育方法を推進で

主主主よL

＠習得した教育方法を個人々集団に合わせて使用すること。

④講義・演習・臨地実習指導において、意図的かつ計画的に授業引を設計・展開で

きること。

3 

個々の学生を理解し、学生が学習内容を理解できるように教育方法を駆使しながら系統的に授

業を創りだすことが求められる。

そこで、看護師等養成所において看護教育を行う上で、社会の変化に対応する整宣茎堕を創

造できる能力を育成する教善子課程として、専任教員養成講習会を設けるものである。

2.専任教員養成の位置づけ

専任教員養成比看護専門職の基盤である「看護基礎教育課程Jを履修後に看調設として

5年以上業務に従事した上で、専任教員としての基礎的能力を培う課程である。

3. 専任教員養成の車念

専任教員養成の主眼は、「看護教育における教育実践を創造できる能力」を育成すること

である。そのためには看護実践カを基盤にし、看護観と教育観に裏付けされた看護教育実践

亙、広し咋見野と豊かな人間性ι創造力を養う必要がある。このような重主教員を育成するた

めには、理論から実践、実践から理論というI理論と実践を街きする整宣Lが必要である。

4. 専任教員養成における基本方針

よよ豆司王教員に求められるもの

Q重量教員は看護実践力に裏付けされた教育活動を実践できることが重要である。そのために

は、まずは自らの看護実践を内省し、改めて看護実践の意味を深く探求することが求められ

る。

0専任教員は、学生の理解が成立する授業を展開できる能力が第一義に求められる。そのため

にも学生の知を理解できるカを身につけることが重要であるロ

0また学生が自ら課題に取り組み、より広く深く学習するように、学生の能力に応じた段階的

な指導方法や指導出貯の工夫を身につける必要がある。さらに身につけた教育方法を個人や

集団に合わせて使用することが求められる。

0ただ単に講義や臨地実習指導を行うのではなく、意図的かっ計画的に指導を行うことが重要

である。指導案作成においては、教育内容とその教育方法の考え方を自らが明確にするもの
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（削除）

⑤指導案作成において学生の目標達成に向けた教育内容や教育方法を明確にするこ

主L

＠実施した教育活動の指導過程及て湘導結果に対する評価を行い、次の教育活動に活

かしていく実践能力があること。

⑦新たな保健・医療・介護・福祉における課題をふまえ、その中で看護職が果たすべ

き役割を理解した上で、多職種と連携・協働しながら看護実践できる看護職を養成

する宅鬼夜をもつこと。

＠専門職としての自律性人創造性、協働性などの能力を育成するため、理論と実践の

往還キ程験から学び、統合をはかること。

注1 講義・演習・臨地実習を指す。

4 

であることを認識する必要があるロ

0一方、実施した教官舌動の指導過程における学生との関わり方や指鞘吉果に対する評価を行

い、次の教育活動に活かしていく実践カも求められる。

0専任教員には、専門職としての自徐性、創造性、協働性が求められるB その能力を育成する

ためには、省察的実践者としての専門家教育が必要であるn 省察的実践者としての専門教育

は、理論と実践の往還、いわゆる経験から学び、理論と実践の統合をはかる方法をとること

が必要である。

（新設j

（新設）

2）本ガイドラインの活用に関する考え方

0専任教員養成終了時の到達目標については、受講生の学習指針としても活用し、受講生自ら

が課題を見いだし、解決の方向性を明確にするものとして活用するn

0時代や牡会の動向に対応した看護実践力に裏付けられた専任教員の養成のためには、教育課

程を常に検討していく必要がある。

0本教芋品程は、弾力のある運用可能な教育課程であることから、これまで奇Eってきた受講者

の学習の蓄積を考慮するものとする。

0専任教員養成の運用に関しては、受講生が目的を達成するための企画・実施を行い、受講生

の達成度、満足度からプログラムを評価し、次のプログラム企画に反映する。
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E 講習会の内容

1. 童萱全空目的・目標の考え方

（削除〉

1）講習会の目的

看護基礎教育の教育実践に必要な知識・働府・態度を習得し、教員として創造的に

活動し得る能力を啓発する。

2）童宣全(j2_目標

(1）教員としての責務を自覚し、学生の個性を尊重し対応する能力を養う。

(2）学生のレディネスに応じた授業を展開する能力を養う。

(3）看護師等養成伊コ組織の一員として教育環境・体制を調整する能力を養う。

(4）自ら研鎖し看護基礎教育を追究する能力を養う。

3）講習会終了時の到達目標

聖ii教員養成講習会の目的及び目標を達肱するために講習会終了時に到達士三主目

標を表 lに示す＂ 3つの能力『看護基壁教育の基盤となる能力』『看護基盤教育室堕の

展開能力』『看護基盤教育実践の中で砂噛する能力』とι その能力形成に必要な要素を

示し、さらに要素を定義づけしたものから 43の到達目標を明確にしている。体系化さ

れた教育内容を学んだ結果「講習会終了時における教員としての基礎的能力を反映した

行動 (performance単）Jよ主主到達目標主よ主主る。（表1・互ページ）。

注2 教員としての感情・恩考・判断を伴った実際的な教育活動における統合的な行

5 

E 専任教員養成における教育課程

1.教育目的・目標の考え方

看護教員には、社会の変化、学生を取り巻く環境の変化を的確に捉え、教育実践を創造で

きる能力が求められる。そのためには、『看護教育の基盤となる能力』『看護教育の展開能力』

『看護教育実践の中で穆暗する能力』が必要であるn その能力を講習会終了時に到達しうる

目標として、「学生のレディネスに応じた授業を工夫して展開する能力を養うJ暗殺組織の

一員として連携して教育環境を調整する能力を養うJ「看護教員の責務を自覚し、学生の個

性を尊重して対応する能力を養うJ「自ら研鎖し看護教育を追究する能力を養うj を位置づ

ける。教育目的は看護教員として創造的に活動し得る能力を啓発することとする。

1）塾宣目的

重量整宣に必要な知識・樹陪習得し、重重教員として創造的に活動L特る能力を啓発

する。

2）教育目標

(1）学生のレディネスに応じた授業を工夫して展開する能力を養う。

(2）学櫛E織の一員として連携して教育環境を調整する能力を養う。

(3）看護教員の責務を自覚し、学生の個性を尊重して対応する能力を養う。

(4）自ら研鎖し看護教育を追究する能力を養う。

3）講習会終了時の到達目標

看護教員の「教育実践力Jとその教育内容による学習をとおして衝尋する能力を到達

目標に位置づけた。つまり『董董整宣の基盤となる能力』『歪童整宣の展開能力』『蓋重

量宣実践の中で研借する能力』とその教育内容を学んだ結果として発現する「講習会終

了時における看護教員としての基礎的能力を反映した行動 (performance注1))J主J盟

会終了時の到達目標に位置づける（表1:12ベー到。
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盈主量土L

（削除）

_, 

6 

例えば、表1に示す「看護及て庵護教育現象を分析し、看護学・看護教育学を探究する能

力」と、表2fこ示す教育内容［研究プロセスjの理解、「文献検索Jの意義と方法、仁研究論

文の読解と研知吉果の活用」による学習経験をとおして、実際的な教育活動における統合

的な行動（performance）として「専門領域の内容に関する教材研究において、テキスト・

資料の内容を批判的に検討できる。jが発現すると考える。つまり、受講生は研究の教育内

容「文献検討の方法や文献クリティークの方法」の理解のために文献検索の体験やクリテ

ィークの実際の体験をする。その学習体験をとおして、「テキスト・資料の内容を批判的に

検討できるJ という能力を轡尋する。そのために「講習会終了時における看護教員として

の基礎的能力を反映した行動（performance)Jを到達目標として位置づけた。

主主 巴虫型些

ここでいう performanceとは、看護教員としての感情・思考・判断を伴った実際的な教

育活動における統合的な行動である。
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表1 教員の教育実践カと講習会終了時の到達目標 （菊蔵）
, 

能力 重塞 定義 講習会終了時の到達目標

1車邸哉の一員としての

1教員として果た 自己の果たすべき責務、

すべき責務及v喋 やその範囲について認

務範囲を認識する 識し、教員会議等で発

能力 言する必要性がわか

豆L

lつ 2 自分の専門的判 2 自己の看護基礎教育

断と行為に関する に対する考えを明確に

説明責任を果たす し、それを学生に示す

能力 ことができる。

3学習の成果や学

A 基本的責務 生の反応から課題

を見出し、自己の

3文献や有諦渚の意見

から教員として果たす

役割を追求する能
べき役割を見出すこと

ができる。
カ ． 

4 自分の役割を果たす

能力る 上での限界を、同僚あ

るいは関係者に説明で

主豆L

5 自分の言動が学生に

及ぼす影響を自覚し

て、責任ある行動がと

れる。

1看護基礎教育に 6教員として知り得た

B 倫理的実践 おける倫理課題に 学生の個人情報を保護

ついて理解し、教 できる。

7 
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育を実践する能力

r、，

2学生の尊識や人

権を擁護するとと

もに、意志決定を

支え援助する能力

7学生が立てた学習計

画を尊重しながら、必

要な助言ができる。

8学生の人権を侵害す

るような行動を避け、

学生の支援を行うこと

ができる。

1相互理解を基本 9学生の個性を大切に
． 

とした援助関係を し、個々の成長に応じ

形成する能力 て対応できる。

10学生の相談に応じる
， 

2学生の生活背景

や価値・信条、文

際には丁寧に話を聞く

など、学生の考えを受

け止めながらコミュニ
化を理解する能力

ケーションをとること ， 

C 学生との ができる。

援助的人間 11授業では、学生の意見

盟盛 や要望を受け入れるよ
し

うな対等な関わりがで

きる。

12学生が臨地実習上で

体験する恵守、と現実の

~離に対する戸惑いを

8 
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一 受容することができ

る。

13ケア場面において、対

象の反応や学生のケア

提供による影響を見届

1学生の学習状況 め、援助の中止・変更

を即座に分析・解 を決定できる。

釈し、教育的支援 14学生がケアを対象の
D 教育的判断

の必要性、支援方 状態に合わせて安全に

法の妥当性を判断 実施できるように、対

1 する能力 象のベッドサイドで、

III 生且弓4与 ケアの改善点をタイミ

。コ ングよく助言・指導で
レ
フー 主盃L
イ
不 15学生の既習知識・経
ス 1学生の理解の成

応
験・考え方を捉え、授

立のために授業
の じ 業の到達目標が設定で

を計画する能力
主豆L

16自己の看護観と教育
2学生の反応に応

観を踏まえた教材研究
じて授業を展開す

をし、授業内容を抽出E計画的な
る能力

授業展開 できる。

17授業内容を中核目標

として、論理性のある

順序で直己列できる。

18実習目標を達防する

ために、対象に必要な

ケアや学生の実習体験

9 
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を考慮して、指導内容

を抽出できる。

19実習目標を達政する

ために、対象の状況と

学生の実習体験を考慮

して、実習指導方法を

選択できるn

20保健師助躍暗護師

学校養成所指定規則と

比較して、自校または、

教育実習を行った養成

所のカリキュラムの特

徴を述べることができ

る。

21自校または、教育実習

を行った養成所等の看

護基礎教育の現状を分

析し、カリキュラム上

の課題を見出すことが

主主豆2

22授業では、学生の反応

を捉えながら、教材・

教具を提示し説明でき

豆L

23授業では、発聞や指

示、 KR情報を用いて

学生の思考を促し、理

解内容の確認ができ

10 
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豆L

24学生が看護の現象に

ついて研究的態度で追

求できるように、文献

の検索方法や読み方を

指導できるロ

25学生が対象の状態に

合わせて安全にケアを

実施できるように、ロ

一／レモデノL行動を示す

ことができる。

26学生と対象の関係を

捉えて、患者一看護師関

係形成の視長から調整

の必要性が判断でき

豆L

27学生に体験の振り返

りを促し、看護として

、意味づけられるように

発問できる。

28学習内容が深化して

いくようにグループダ

イナミクスを活用し

て、カンフアレンスを

運営できる。

F教育実践の
1実施した教育を 29授業目標の達成につ

評価・修正する能 いての新面結果を指導
評価

カ に生かすことができ

11 
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2 

G 協働的教育

活動の推ま隼

H 教育活動に

主立豆重雄

管理

I教都目織に

おけるチー

主連準

主盃藍左

盃L

について、改善点を見

出すことができる。

32学習活動の中て起こ

りうるリスクを予測

し、事故を防止するた

めの情報発信キ環境調

整などの対処方法が考

えられる。

12 
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1教育組織の一員
36自分が担当している

として、質の高い
J教育組織の 業務内容を同僚に話

教育実践を運営で
運営

きるように協働す
し、意見を求める必要

性がわかる。
る能力

1看護及ひ看護基 37専門領域の内容に関

礎教育の現象を分 する教材研究におい

析し、看護学・看 て、テキスト・資料の

護教育学を探究す 内容を批判的に検討で

る能カ きる。
K 専門性の

向上
2社会における看

護基礎教育の役割 38看護基礎教育の意義

ml について、人々の や実態を理解し、論理

認識を得られるよ 的に他渚に説明するこ

うにあらゆる場で とができる。

表明する能力

1看護実践から得
39困難を感じた自己の

。コ た知識や研究の成
教育実践を振り返り、

中 L 質の評価と 果を活用して、看

研事長カ

新たな知見に基づいた
改善 護基礎教育を改善

改善点を見出すことが
し、教育の質を向

できる。
上させる能力

40教材の改善や開発に

関して能動的に行動で

きる。

1学ぶことへの動 41専門領域の研究の動

機（モチベーショ 向を把握し、追求した
M 継続学習

ン）とエネルギー いテーマを見出すこと

を維持させ、自分 ができる。

13 
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自身を振り返り、 42教員として自己のあ

専門職としての能 り方を洞察し、課題を

カを保持・向上さ 見出すことができる。

せる能力 43専門領域の看護実践
ーき

カ・教育実践カを向上

させるために、実践的

な内容に関する学習を

続けていくことができ

主L

＊受講生が体験をとおして轡与した能力を「到達目標Jに示したものである。「できる・できなし、Jの

行動のみを割面するものではない。

受講生が自己の課題を見い出し、今後の教育実践で解決していく方向性を明確にするものである。

2.講習会の内容 2.看護教員の「教育実践力j を育成するための教育内容

1）基礎分野・専門分野の考え方 1）「教育実践カ」と教育内容の関係

講習会の内容は、基礎分野と専門分野で構成する。 教育課程は「能力Jと「内容Jにより構成される。本教育課程においては『看護教育の基

(1）基礎分野の学習内容の要点 盤となる能力』『看護教育の展開能力』『看護教育実践の中で研鎖する能力』を養うために必

基礎分野は教育の基盤であり、教育に係る一般的知識・出荷として学ぶべき内容を主 要な教育内容が、開護教育に関する内容） ［肴護学に関する内容】［研究Iである（図1）。

とする。

①教員としてのものの見点、考え方を広めるための内容

②教育学に関する内容

③教育の対象である学生の瑚草を深める内容

④教育活動に情報通信関符や研究成果を活用できる内容

(2）専門分野の学習内容の要点

専門分野は看護学の教授に関する内容であり、教員に欠かせない専門的な教育の知識

と技術を修得するための内容を主とする。

①教育内容の核心となる看護学の瑚手と自己の看護実践と理論を統合できる内容

②授業を設計し、展開する能力を養うことができる内容

14 
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＠実践した教育を評価できる能力を養うことができる内容

④看護教育課程を編成する能力を養うことができる内容

⑤教員として学校の組織運営に主体的に関わる能力を養うことができる内容

＠教員としてのあり方を考え、追求し、高等教育における教員観・教育観を明確にでき

三自杢

に

（削除）

15 

m.教育実践の中で砂噂ける能力

1.専門性の向上

2.看護教育の質の評価と改善

3.継続学習

E 看護教育の展開能力

1.学生のレディネスに応じた教育実践カ

1）看護教育における教育的判断

2.教育環境と教育体制の調整能力

。教員機関における危雄管理

2）看護教育の計画的な展開

3）看護教育実践の評価

2）教蹴E織におけるチーム連携

3）教育組織の管理

4）倉雌説場鰐寄活動の推進

図1

I.看護教育の基盤となる能力

1.看護教員の基本的責務

2.看護教育l請ける倫輔句実践

3.看護学生との援助的人間関係

I看護教育に関する内容】

重重量宣主
霊童堕理主
看護絞霞が去

蓋壁撞盤
看護敏葺羽面

戸詐白色1

看護教員の「教育実践カJと教育内容の関係

---{j訂

具体的には、表1に示すように、『看護教育の基盤となる能力』とは、看護教員の責務を自

覚し、学生の個性を尊重して対応する能力である。その下儲包力に「看護教員の基本的責務J

「看護教育における倫理的実践」「看護学生との援助的人間関係」がある。「看護教員の基本的

責務Jとは、看護教員として果たすべき責務を朝草するとともに、果たすことのできる業務範

闘を認識できる能力、自分の専門的判断と行為に関する説明責任を果たすことのできる能力、

学習の成果とさらに深めたい課題ついて十づ長な情報を説明できる能力である。「看護教育にお
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2）科目ごとの教育目標及び教育内容

講習会の内容及び目標は専任教員養成講習会実施要領（別除骨ー）を参照する。

(1）基礎分野

①「教育原理A 教育心理、教育方法、教育評価J

－教育の某艇の4科目は、現行と同様に教育の本質や教授活動の基礎、学習者のレディ

ネスを理解する意義や学習過程での教員の役割など、専門分野に繋がる学習の土台で

亙豆L

②「↑静樋信技術I

・「情報量f言技術Jは新規科目であり、学校運営に係る情報通信出府・知識を学ぶ。具

体的には、受講者が情報リテラシーを思慮、しながら能動的に活用できる教育のツール

として、通d罰卦停の種類や特徴、基本的な情報処理の操作や文献・活用方法等を習得

する。また、専門分野の学習につながるように、講習会の早い時期にこれらを学習し、

その後にクリティークにおける文献舌用など演習形式の学習機会を設定することが

皇主LどL

(2）専門分野

16 

ける倫崩壊践Iとは、看護教育における倫理について瑚軍し、教育実践できる能力、看護学

生の尊厳や人権を擁護するとともに、意思決定を支える援助ができる能力であるn 「看護学生

との援助的関係Iとは、相互理解を基本とした援助関係を形成できる能力、学生の生活背景や

価値・信条、文化を朝干する能力であるn

これらの能力を養うために必要な教育内容は、表2 (13ページ）に示す＜看護教育におけ

る教師の役割と求められる資質＞＜看護教育における倫理＞＜学校管理における教員の役割

＞＜成長発達に伴う学習者の心理＞＜学習者の個と集団の瑚手＞などである。

『看護教育の展開能力』『看護教育実践の中で研積する能力』においても同様な考え方であ

る。さらにこの内容を能力が養われる方法で教育課程を構成していく必要がある。

2）教育内容の区分とその下位内容

教育内容の区分は専門分野とその専門分野を支持する基礎分野、教育分野、その他（関

連分野）に区分する。その区分の下位内容は以下に示す白また受講生のこれまでの看護

実践や教育の組験を考慮し、選択科目をおく。

( 1）蔓自分野旦主主主

［看護教育に関する内容】

江津受業を構成し、実践ナる能力を養うための内容

cg:実践した教育を評価できる能力を養うための内容

＠激育内容を編成する能力を養うための内容

住敷員として、学校の組織運営に主体的にかかわる能力を養うための内容

信清護教員としてのあり方を考え、追求し、高等教育における朝曜晃・教育観を明確にでき

るようにするための内容

I看護学に関する内容1

伍湾攻育内容の核心となる看護学の離手と自己の看護観を深めるための内容

I研究に関する内容1

任研究の考え方を教育活動に活用し また学生の看護研究を指導できるための内容

(2）基礎・教育分野の考え方
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①「看護論J

－「看護論j では、看護場面に起こり うる倫理的課題に看護職としてどう向き合うか、

学生の考察を深化させる関わりができるよう、看護基礎教育の実践の基礎として、受

講者が自己の看護経験を看護の臨床知として明確にする。

・「看護論演習Jでは、受講者が経験した看護場面を探求し、受講者間で共有すること

てマ多面的な省察を目指す。また、同様に倫郡守課題を洞察するなど、対象や家族のニ

ーズに応じた看護の提供について学生に助言できるよう、演習において自己の看護実

践を振り返り、看護の知の言語化を目指す。

＠「看護教育論j

－「看護教育・制度論」として、看護基礎教育の歴史的変遷を踏まえ、看護教育のあり

方について考える白歴史的変遷キ教育制度を背景として看護師等養成所における教育

理念の意味を理解し、教員としての教育観の形成を助ける。また、これからの看護基

礎教育を展望しながら、求められる看護職としての職業倫理と教育者としての責務に

ついて学習するb

③「看護教育課程論」

・「看護教育課程論Jは看護教育課程の編成の考え方を中心に学ぶ。また、保健師助産

師看護師学校養成所指定規則や看護師等養成所の運営に関する指導ガイドラインに

示されている卒業時の到達目標を参照し、新たに見直された教育内容の趣旨や専門領

域の特徴についても学ぶ。看護師等養成所の特徴を踏まえ、カリキュラム編成のプロ

セスを体系的に学んでし、く。

・「看護教育課程演習Jは令和2年度カリキュラム改正の趣旨や見直しの方向性を理解

した上で、領域横断など、学生が効果的に習得できるよう柔軟なカリキュラム編成を

工夫する過程を学習していく。

④「看護教育方法j

－「看護教育方法論Jは、学生が学習目標を到達できる授業設計、いわゆる指導案を立

案する内容である。文献や研究等て汚ミ唆を得た最新の知見を教授活動に反映させる手

法も習得する。講義、演習、実習等の授業設計について幅広く学習する。学生理解に

必要な学生観、看護の現象を教材イじする教材観、教育者の教育上の工夫や留意点を明

確にする指導観、それぞれの反映方法も学ぶ。

①教員としてのものの見点、考え方を広めるための内容

但激育学に関する内容

＠激育の対象である学生の理解を深めるための内容

17 
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－「看護教育方法演習」では、講義で学んだ知識・技術をもとに、受講者が指導案を作

成L移譲夜業を実施する。模擬授業により自身の特佳や強みを知り、課題を見出すこ

とでより質の高い教育方法を身につける。

⑤［看護教育演習J

－「専門領域別看護論演習」では、看護学の専門領域の概要とその関係性を瑚手し、そ

の領域における教育上の課題を明確にすることをねらいとしている。これからの看護

職の役割は、看護の対象としての個人・家族等それぞれの背景等を考慮し、各専門領

域に特徴づけられた専門性の高い看護の実践を理解する。これらの専門性を踏まえ、

各専門領媛における教育内容を創造する過程を学ぶことが望ましし、

＠「看護教育割面論j

・「看護教育評価論Jでは、評定と評価の違いや形成的評価の意味を理解し、目標と内

容及び評価方法の一貫性を学ぶことを富見する。

－「看護教育評価演習Jでは、授業評価の評価基準や試験問題等を作成し、それに基づく

評価活動の実際を体験することにより、授業と評価の一体化の瑚平を深める。また、

パフォーマンス評価等の複数の評価手法を体験し、教育実習に活用する。

⑦「看護学機E織運営論J

・「看護学榔且織運営論j は、学樹郎総軍営の基本的な考え方及て夫看護師等養成所の組

蹴軍営と教員の役割を理解するロまた、適正な学校運営のために保儲市助産師看護師

学校養成所指定規則及ひ看護師等養成所の運営に関する指導ガイドラインについて

の理解を深める。

@r看護教育実習J

. r看護教育実習j は、学習した理論と実践を往還する科目として、看護師等養成所に

おいて講義・演習・臨地実習指導を体験することで、教員の役割や実践的な教育方法

を学ぶ。また、実施した教育活動の評価を行い、教員としての自己の課題を明確にす

るとともに、看護基礎教育における教育実践カの向上を目指し、さらに砂噛に励む動

機づけを得る機会とする。

ラ

18 
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（削除）

く

（削除）

（削除）
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(3）その他（関連分野J

任激育内容全体に幅や深さを持たせるための内容

(4）選択科目の考え方

選択科目は、受講生のこれまでの看護実践や教育の経験を考慮し、学習内容の重複がな

いように、また学習内容に幅や深さを持たせる内容とする

3.教育内容の構造

（表3・： 15ベージ）．図2:14ページ〉

教育内容の構造は、月看護教育に関する内容Jおよび「看護学に関する内容Jを中核と

して構成する。

1）「看護教育に関する内容I

在授業を構成し、実践す回る能力を養うための内容

「看護教育方法論」「看護教育方法演習J「教育実習Jをおく。 特に車見する内容は、

学生の学習内容に対する理解を成立させる授業設計としての指導案を立案する内容で

ある。そのためには学習者の理解が第一義となる。さらに学習者との双方向的な授業

実践を展開する上で、授業技術の確かさが追究できるように「模擬授業Iを行う。教育

実習においては、講義、臨地実習指導を体験し、実践的な教育方法を学ぶ。そして実

施した教育活動をとおして教育方法の評価を行い、看護教員としての自己の課題を明

確にする。また講義、臨地実習指導を実践することにより、自己を振り返り、さらに

研錆を励む載機づ肘 2得られるとともに、朝市としての責任の重大さに気づく機会と

主盃L

ここでは例として授業を構成し、実践する能力を養うための「看護教育方法演習J

を示す（例1）。また教育実践の体験から自らの課題に気づき、解決方法を見いだす「教

育実習」の例も示す（例2）。

②実践した教育を評価できるための内容

「看護教育評価論JF看護教育評価演習注2Jをおく。「看護教育評価論jは、評定と評

価の違し咋ヲ形成的評価の意味を理解し、看護学生に対する指導と評価の一体化が図れ

るとともに、目標と内容および芳法の一貫性を学ぶことを劃見する。「看護教育評価演
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習」では、看護教育に重要な看護指信平価に着目する。看護技術の評価規準と評価基準

を作成し、その評価方法を実際に体験することにより、看護学生に対する指導と評価

の一体化の朝早を深めることをねらいとする。

注2 看護教育評価演習の方法

「看護教官判面演習Jはあくまでも評価規準、評価基準を作成し、評価内容の明確化を図る

とともに、評価方法を実際に体験することにより、評価と指導の一体化の理解を深めること

を学ぶ也その方法として、看護教育の中核である「看護技術Iを用いる。

例えば、基礎看護出荷の「技術演習Jにおける評価規準、評価基準を作成し、実際に学

生の出糠習場面を想定して評価の実際を行うロその評価を基に、次の指導の内容と方法を

考える。同様に統合分野の看護掛府の総合的な評価において評価規準、評価基準を作成し、

実際に学生の掛補習場面を想定して評価の実際を行い、次への指導につなげる方法をとる

ことも可能である。

③教育内容を編成する能力を養うための内容

「看護教育課程論」「看護教育謀程演習」をおく。「看護教育課程論Jでは、看護教

育課程編成の考え方の理解を中心に学ぶことねらいとしている。平成 21年以降の保

健師助産師看護師学校養成所指定規則の改正において新たに位置づけられた統合分野

における教育内容とその方法の理解も学ぶ。

「看護教育課程演習」では平成8年以降の保助看学校養成所指定規則の改正におい

て、科目の指定ではなく教育内容が示され、各学校養成所による主体的教育課程編成

が求られていることから、創造的に教育内容を考えて編肱する力を養うことをねらい

よ主盃L

笹激員として、学校の組織運営に主体的に関わる能力を養うための内容

「看護学校管理Iをおく。「看護学校管E は、学校管理の基本的な考え方およひ看

護師等養成所の組織運営と教員の役割を理解することをねらいとする。

信清護教員としてのあり方を追究し、高等教育における輔曜見・教育観を明確にするため

の内容

「看護教育論Jの歴史的変遷を踏まえ、看護教育のあり方を瑚手するためには「看

護教育制度Jをおく。「看護教育論」は、看護教育を行う上での核ともいうべき教育観内
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人間観に関わる教育内容で看護教員の養成の根底をなすものであり、看護教育への関

心を高め、教育理念の意味を理解し、教育観の土台となる教育内容として位置づける。

2）「看護学に関する内容I

教育内容の核心となる看護学の理解と自己の看護観を深めるために「看護論J「看護論

演習J「専門領域別看護論1「専門領域別看護論演習Jの4つの内容から構成する。

①「看護論j 「看護論演習j

看護師教育を行う基礎として、看護の概念と自己の看護観を明確にすることをね

らいとしている。

②「専門領域別看護論J

国際看護、災害看護、医療安全、看護管理、在宅看護の最新の知見およひ噺要と

その構築を知ることをねらいとしている。

③「専門領期暗護論演習Jは

各受講生の専門領域における教育内容とその方法を瑚草し、その領域における課

題を明確にすることをねらいとしている。

これらの内容は、いずれも看護学における教育内容を追究していくためのものとして

位置づけるの

3）「学生の看護研究の指導ができるための内容」

「看護研究の指導ができるための内容Jには、 I研究方法j をおく n r研究方法」は、

看護教育における研究の意義を理解し、研究の指導方法を学ぶことをねらいとして設定

土盃L

文献をクリテイカルに読解できるカを養うことを劃見し、講習会の早い時期に文献活

用とクリティークを入れ、全ての授業に波及できるようにすることが望ましい。

4）「教育学に関する内容j

［看護教育Jに関する内容を支えるための内容として位置づける。教育学に関する内容

には、「教育原理I「教育心理学J「教育評価J「教育方法Jをおく。
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3.教授方法の工夫

教員として、主体的に学習する姿勢を盟三持ち主主主ι確かな根拠に基づいた教育を実

践することが重要である。そのために、本講習会では単に新しい知識を教授することだけ

ではなく、霊童主主自ら教育の意味や看護の専門性を深く探求していけるように、演習形

態の授業を多く設定する。演習主よ立教育実践の体験をとおして学ぶ内容は、「授業の観察J

「講義、臨地実習の看護ケア場面の指導カンフアレンス」などがあげられる。

また、新たな知見や手法を看護基礎教育の手法に取り入れる積極性と出府、技能を持て

るよう、本講習会においても教授方法や評価方法にIT出樽を取り入れるなど、最新技術

を取り入れた最適な教育環境の設定の工夫にも前向きに取り組める内容とすることが望ま
ー、－~

しい。

4.教甫判面の考え方

受講者に対する本講習会の評価は、知識や技術の到達度を的確に評価することにとどめ

ることなく、受講者自身の学ぶ意欲や思考力、判断力、表現力などの能力も含めた学習の

到達度を評価していくことが重要である。そのために、本講習会では従来の目標分析によ

る到達度評価だけではなく、評価対象者の獲得した能力に着目した評価項目を提示してい

る。表 1にあるように教員に求められる「教育実践力Jの要素や定義を参考とし「講習会

終了時における教員としての基礎的能力を反映した行動匂erformane)Jを評価することが

望ましいロ
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5）「看護教育の某緯となる内容j

「看護教育Jr看護学Jに関する内容を支えるための内容として位置づける。主な内容に、

論理的思考に関する内容、学生の理解と学生と教員及び学生聞の関係形成に関する内容

主主三L

6）その他

教育内容全体に幅や深さを持たせるための内容として位置づける。その主な内容は、

祉会の理解を深める内容、リーダーシップ理論やその活用を学ぶ内容等をおく。

生二一整宣方法の工夫

教員企重重として、主柄。に学習する姿勢を基盤主持ち、自らの考えに確かな根拠主宣2こ

とが重要である。そのために、単に新しい知識を教授することだけではなく、自らが教育の意味

キ看護の専門性を深く探求していけるように、演習形態の授業を多く設定する。

演習で教育実践の体験活動をとおして学ぶ内容は、「授業の観森J「講義、臨地実習の看護ケ

ア場面の指導カンファレンス」などがあげられる。

5.教育評価の考え方

評価は、知識や技能の到達度を的確に到面することにとどまることなく、自 ら学ぶ意欲

や思考力、判断力、表現力などの能力も含めた学習の到達を評価していくことが重要である。

そこで従来の目標分析による到達度評価ではなく、 評価対象者の学ぶ意欲や恩考カ、判断力

などの学習をとおして樹尋した能力に着目した評価が必要であるn それに加えて自己学習力

の向上をも考慮した評価が必要である。

前述したように、学習をとおして獲得した能力を評価にするために、看護教員に求められ

る「教育実践カ」の構成要素である『看護教育の基盤となる能力』『看護教育の展開能力』
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また、この到達目標は、受講者の学習指針として活用し、受講者が自ら自己の課題を見

いだし、解決の方向性を明確にする指針でもある。受講者がこれからの教育実践の場で、

到達し主畳金主課題である車金主を明確にすることが望ましい。

5.単位・時間数の考え方

（削除）

本講習会の挙位・時間数の考え方は、原則として講義 1単位 15時間、演習 30時間、実

習45時間とし、大学設置基準（昭和 31年文書陪令第 2氾号）の考え方に準ずる。
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『看護教育実践の中て悌射る能力』とその教育内容を学んだ精果として発現する「講習会

終了時における看護教員としての基礎的能力を反映した行動（perfonnane)Jを評価E室主

主主L

この評価方法は、例えば、表1に示す到達目標「7 学生が立てた学習計画を尊重しな

がら、助言しているJ の場合は、教育実習における臨地実習指導場面で受講生の指導を観

察する、もしくは実習記録、指導後の振り返り内容などから評価できる。

またよ主主の到達目標は、受講生の学習指針として活用し、受講生自らが自己の課題を

見いだし、解決の方向性を明確にするものである。

各授業科目の評価においては、受講生がこれから教育実践を行う上で、何が到達し、何

が課題であるかを明確にすることが重要である。そのために特に専門分野における科目につ

いては、終了後に総括評価を行うことが望ましい。

今回は「教育実習Jにおける評価表を例示する（例2の表8:26ページ）。

6.単位・時間数の考え方

単位・時間数の考え方は、大学設置基準の考え方に準ずる。

7.保健師養成所における専任教員の養成に関する教育内容

（表4 17ページ）

1）看護教育課程における保健師教育課程の教育内容

保健師教宇品種概論では、保健師教育課程が編成できる基礎的理論を学ぶ。また保健師

教育課程演習は、看護師等養成所の運営に関する指導要領についての別表「教育の基本的

考え方、留意点等Jを反映した実践教育課程の編成を試みて、保儲市教育謀程のあり方及

t編成のプロセスを学」み

なお、保伺駒市教·w-~程概論比看護教育課程論 45 時間のうち 10 時間をあてるn 保

健話市教苦手課程演習におし、ては、看護教育課程演習の 60時間をあてる。

2）看護教育演習における専門領域に関する教育内容
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看護教育演習のうち「専門領期lj看護論演習」は、保健話市としての専門領域である地域看

護学の朝手を深め、自らの蝉婿護観を明確にする「地域看護論演習」「専門領域~I居護論

演習Jを設定する。

（削除） 8.助産師養成所における専任教員の養成に関する教育内容

（表5:17ページ）

1）看護教育課程における助産師教育課程の教育内容

助産師教育課程概論では、助産師教育課程が編成できる基礎的理論を学ぶ。 また助産師

教育課程演習は、看護師等養成所の運営に関する指導要領についての別表「教育の基本的

考え方、留意点等Jを反映した実践教育課程の編成を試みて、助産師教育課程のあり方及

。編成のプロセスを学ぶ。

なお、助産師教育課程概論は、看護教育課笛命 45時間のうち 10時間をあてる。助産

師教育課程演習においては、看護教育課程演習の 60時間をあてる。

2）看護教育演習における専門領域に関する教育内容

看護教育演習のうち「専門領棚リ看護論演習Jは、助産師としての専門領域である助産

学の瑚草を深め、自らの助産観を明確にする「助産論演習」「専門領概リ看護論演習」を設定

する。

（削除） 表 1 看護教員の教育実践カと講習会終了時の到達目標

能力 下儲包力 亙韮 講習会終了時の到達目標

1看護教員として果た

I すべき責務を理解する 1高島織の一員として、カリキュ

A 看護 とともに、果たすこと ラム運営について教員会議で

重量 のできる業務範囲を認 発言する必要性がわかる。

の基 識できる能力

本的 2 自分の専門的判断と

重重
2 自己の看護教育に対する考え

能力る

行為に関する説明責任
方を理論的に明確にし、学生に

を果たすことのできる
示すことができる。

能力

24 
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3学習の成果とさらに

深めたい課題について
3私はこれから耕市という仕事

寸づ長な情報を説明でき
にやりがいを見出し：取り組ん

る能力
でいける。

4 自分の役割を果たす上での限

界を、同僚あるいは関係者に説

明できる。

5 自分の言動が学生に及ぼす影

響を自覚して、責任ある行動が

とれる2

1看護教育における倫 6教師として知り得た学生の個

B 看護 理について理解し、教 人情報を他所で話題にしない

整宣l三 育実践できる能力 ように行動する。

おける 2看護学生の尊騒や人
ミ〉

倫覇句 権を擁護するととも 7学生が立てた学習計画を尊重

茎堕 に、意志決定を支える しながら、助言している。

援助ができる能力

1相互理解を基本とし 8授業では、学生の意見や要望

た援助臨if;を形成できる を認め、受け入れるような関わ

能力 りができる。
♀重重

2学生の生活背景や価
学生と 9学生の個性を大切にし、個々

値・信条、文化を理解す
E量盟 の成長に応じて対応できる

る能力
的人間

10学生の相談に応じる際には丁
盟盛

寧に話を聴き、学生が自分の気

持ちを本音で話せるように関

わろうとする。

25 
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11ケア場面において、患者の反

応キ学生のケア提供による影

旦重重 1看護学生の学習状況 響を見届め、援助の中止・変

整宣l三 を即座に分析・解釈 更を決定できる。

おける し、教育的介入の必要 12学生がケアを患者の状態に

整宣色 性、介入方法の妥当性 合わせて安全に実施できるよ

判断 を判断できる能力 うに、患者のベッドサイドで、

ケアの改善点、をタイミングよ

く助言 ・指導できる。

1 13対象となる学生の既習知

重
識・経験・考え方を捉え、授

業の到達目標が設定できる。

II 
14自己の看護観と教育観を踏の

レ
ア まえた教材研究をし、授業内

不イ 容を抽出できる。
の ス

，、

15授業内容を中核目標として、

応じ 論理性のある順序で配列でき

旦重重 る。

整宣(!2_ 16実習目標を達枕するために、

力 計画的 患者に必要なケアや学生の実

な展開 習体験を考慮して、指導内容

を抽出できる。

17実習目標を達枕するために、

患者の状況と学生の実習体験

を考慮して、実習指導方法を

選択できる。

18保健話市等養成所指定規則と

比較して、自校または、教育

実習を行った養成所のカリキ

26 
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ュラムの特徴を述べることが

できる。

1看護学生の瑚手の成

立のために授業を計

19自校または、教育実習を行つ

た養成所の看護教育の現状を

画できる能力
分析し、カリキュラム上の謀

題を見出すことができる。

2看護学生の反応に応 20授業では、学生の反応を捉え

じて授業を実践でき ながら、教材・教具を提示し

る能力 説明できる。

21授業では、発聞や指示、 KR

情報を用いて学生の思考を促

し、理解内容の確認ができる。

22学生が看護の現象について

研究的態度で追求できるよう

に、文献の検索方法や読み方

を指導できる。

23学生がケアを患者の状態に

合わせて安全に実施できるよ

うに、患者のベッドサイドで、

ロールモデ、ルを示すことがで

きる。

24学生と患者の関係を捉えて、

患者一看護師関係形成の視長

から調整の必要性が判断でき

豆L

27 
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25学生に体験の振り返りを促

し、看護として意味づけられ

るように発問できる。

26学習内容が閉じしていくよ

うにグノレープダイナミクスを

活用して、カンファレンスを、
’M 運営できる。

27授業目標の達成についての

評価結果を指導に生かすこと

王盈宣
1実施した教育を評 ができる。

茎監~
価・修正できる能力

評価 28指導過程を振り返り、用いた

教材や指導技術について、改

善点を見出すことができる。

G 創造
1人々と協働して、学 29人々の協力を得て、教育活動

邑整萱
習の場を作り出せる を新たに考えだすことができ

活動の
能力 豆L

盤進

2 
H 教育 1顕在的・潜在的なリ

30学習活動の中で起こりうる
盤国ι スク等を明らかにし、

リスクを予測し、事故を予防

主立豆 起こり得る事故の防
するための対処方法が考えら

重雄萱 止と発生に対応でき

理 豆L

在盃ι

~ 1教育システムを理解 31臨地実習において、学習が促

の 組織に し、看護学生が継続 進するように、実習に必要な

おける 的・効果的な教育を受 物品や実習指導者との関係を

チーム けることができるよ 整えることができる。

28 
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連盟 うに利用可能な人・

場・情報を活用し、支
32必要に応じて、臨地実習の指

援体制を調整できる
導責任者や指導者との連絡や

能力
調整の時期を判断できる。

1教育粗織として、質

1..盈宣 の高い教育実践がで 33自分が担当している業務内

＼ 組織の きるように業務分担 容を同僚に話し、意見を求め

管理 し、モニタリングして る必要性がわかるg

いく能力

ml 1看護及ひ看護教育現

象を分析し、看護学・

看護教育学を探究す 34専門領域の内容に関する教
K 専門

る能力 材研究において、テキスト・
性の向

2看護教育の役割を社 資料の内容を批判的に検討で
の 上
中 会的承認が得られる 主主L

研閣す亀力で
ように表明すること

ができる能力

1看護実践から得た知
L看護

識キ看護教育研究の 35困難を感じた自己の教育実
教育の

成果を活用して、看護 践を振り返り、その実践につ
重宝霊

教育を改善し、教育の いての新たな教育的理解を見
価と改

質を向上させていく 出すことができる。
董

能力

1学ぶことへの戴鵡 36専門領域の看護学研究の動

（モチベーション）と 向を把握し、追求したいテー

M ＊断完 エネノレギーを幸信寺さ マを見出すことができる。

学習 せ、自分自身を振り返 37看護教員として自己のあり

り、専門職としての能 方を洞察し、課題を見出すこ

カを保持・向上させて とができる。

29 
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J 

いく能力 38専門領域の看護実践カを高

めるために、実践的な内容に

関する研修を続けていくこと

ができる。

（削除） 表2 看護教員の教育実践力と講習会終了時における到達目標と主な教育内容

,._) 

能力 下位の能力
講習会終了時における

主な教育内容
到達目標

1組織の一員として、

カリキュラム運営に －看護教育における朝市の役

ついて教員会議で発 割と求められる資質

言する必要性がわか －看護教員として果たすべき

豆L 責務と業務の範囲

2自己の看護教育に対 －看護教育における倫理

する考え方を理論的 －者護教師のあり方

A 看護教員 に明確にし、学生に示 －学校管理における教員の役

の の基本的 すことができる。 害リ

童蓋 3私はこれから教師と －成長発達に伴う学習者の心

いう仕事にやりがい 理

能力る を見出し取り組んで －学習者の個と集団の理解

し、ける。 －学習者と耕市の相互瑚手

4 自分の役割を果たす －青年期である学生の価値観

上での限界を同僚、あ や信条 ・文化

るいは関係者に説明 ・ －学習者との相互理解を基本

できる。 とした援助関係を形成

30 
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5 自分の言動が学生に

及ぼす影響を自覚し

て、責任ある行動がと

れる。
． 

6朝市として知り得た

学生の個人t情報を他

B 看護教育 所で話題にしないよ

における うに行動する。

倫崩壊 7学生が立てた学習計

践 画を尊重しながら、助

言している。

8授業では、学生の意

見や要望を認め、受け

入れるような関わり

ができる。

9学生の個性を大切に

C看護学生 し、個々の成長に応じ

との援助 て対応できる

的人間関 10学生の相談に応じる

係 際には丁寧に話を聴

き、学生が自分の気持

ちを本音で話せるよ

うに関わろうとする。

31 
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11ケア場面において、 －看護観の明確化

患者の反応や学生の －各看護学の専門領域の概要

ケア提供による影響 よ重重

を見腫め、援助の中 －変イじする保健医療福祖師j度

止・ 変更を決定でき の動向

D看護教育 る。 －看護教育を取り巻く環境の

における 12学生がケアを患者の 変化

教育的判 状態に合わせて安全 －看護教育における教材研究

監 に実施できるように、

患者のベッ ドサイド

Ill で、ケアの改善点をタ ・看護教育における倒宗教育
の
レ イミングよく助言・指 ’・看護教育における「統合J
ア
イ 導できる。 の方法
不

の ス －看護教育における教授学習

応じ 13対象となる学生の既 計画

習知識・経験・考え方 －指導出府

を捉え、授業の到達目 ・単元の学習指導計画・講義

標が設定できる。 の指導案の作成と実施

14自己の看護観と教育 －臨地実習の学習指導計画お
E看護教育

観を踏まえた教材研 よび指導案の作成と実施
の計画的な

究をし、授業内容を抽 －教育課程の基礎理論

墨盟
－す護教育課程の編成方法出できる。

15授業内容を中核目標 －教育課程到面

として、論理性のある ・看護教育課程の編成の実施

順序で配例できる。 －看護教育における評価

－授業評価
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16実習目標を達臆する

ために、患者に必要な

ケアや学生の実習体

験を考慮して、指導内

容を抽出できる。

17実習目標を達成する

ために、患者の状況と

学生の実習体験を考

慮して、実習指導方法

を選択できる。

18保健師等養成所指定

規則と比較して、自校

または、教育実習を行

った養成所のカリキ

ュラムの特徴を述べ

ることができる。

19自校または、教育実

習を行った養成所の

看護教育の現状を分

析し、カリキュラム上

の課題を見出すこと

ができる。

20授業では、学生の反

応を捉えながら、教

材・教具を提示し説明

できる。
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21授業では、発問や指

示、 KR情報を用いて

学生の思考を促し、理

盤自査の確認ができ

亘L

22学生が看護の現象に

ついて研究的態度で

追求できるよ うに、文

献の検索方法や読み

方を指導できる。

23学生がケアを患者の

状態に合わせて安全

に実施できるように、

患者のベッドサイド

で、ロールモデ‘ルを示

すことができる。

24学生と患者の関係を

捉えて、患者一看護師

関係形成の視点から

調整の必要性が判断

できる。

25学生に体験の振り返

りを促し、看護として

意味づけられるよう

に発問できる。

26学習内容が深化して

いくようにグループ

ダイナミクスを活用

ムエ主カンファレンス
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を運営できる。

27授業目標の達成につ

いての評価結果を指

導に生かすことがで

きる。
F 教育実践

2宣盤
28指導過程を振り返

り、用いた教材や指導

出荷にっし、て、改善点

を見出すことができ

主L

G 創造的教
29人々の協力を得て、

育活動の
教育活動を新たに考

推進
えだすことができる。

30学習活動の中で起こ

． 
りうるリスクを予測 －看護学校における管理

21 H 教育機関 し、事故を予防するた －学校管理における教員の役

における めの対処方法が考え 割

危鵡管理 られる。 ・看護学校経営と車郎総軍営

－看護教員として果たすべき

重蓋

31臨地実習において、 －看護教員として求められる
の I教育繊哉

学習が促進するよう リーダーシップ理論
における

－危擁管理に、実習に必要な物品
チーム連

や実習指導者との関 －協働学習

重
係を整えることがで
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きる。

' 

32必要に応じて、 臨地

実習の指導責任者や

指導者との連絡や調

整の時期を判断でき

る。

33自分が担当している

’‘ J教育組織 業務内容を同僚に話

の管理 し、意見を求める必要

性がわかる。

34専門領域の内容に関

する教材研究におい －看護研究の意義と目的
K 専門性の

て、テキスト・資料の －文献検索
ml 向上

内容を批判的に検＼、討、 ・者護研究デザインと研究プ

できる。 ロセス

35困難を感じた自己の －研究論文の読解と研究結果

L 看護教育 教育実践を振り返り、 の活用
の
中 の質の評 その実践についての －各領域の専門的研究

価と改善 新たな教育的理解を －生涯学習

見出すことができる。 －論理的思考と表現力

36専門領域の看護学研 －ものの見方や認識

究の動向を把握し、追
M 継続学習

求したいテーマを見

出すことができる。
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37看護教員として自己

のあり方を洞察し、課

題を見出すことがで

主盃L

38専門領域の看護実践

カを高めるために、実

践的な内容に関する

研修を続けていくこ

とができる。

一一一
署堕教育巴関する肉容

著書学に関する内容

軍｜藍臨｜嘗
量盤lw_

草堂L

（削除） 図2 教育内容の情造
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（削除） 表3 教育内容一覧

＜基礎分野＞ 看護教員として必要な基礎知識を学ぶ。

教育内容 目標 授業科目 時 皇 主な内容

盟 位

整 室生

者委教育 ものの見方 ＜授業科目の例＞ 60 4 ＜教育内容＞

旦蓮華 や考え方を 益重主 －論理的思考と表現力を養うための内

広げ、教育の 萱主 化何；

対象である 情報科学 －ものの見方や認識について理解する

学習者の理 倫理学 ための内容

解を深める。 生命倫理 －情報化に対応L,q尋る能力を養うため

青年心理学 の内容

担金，心理学 ・青年期である学生の価値観や信条・

人間関係論 文化を理解するための内容

比較文化論 －学習者との相互理解を基本と した援

文化人類学 助関係を形成できる能力を養うため

笠 の内容

＜教育分野＞（教育に関する分野） 教育の原理を系統的に学ぶ。

教育内容 目標 授業科目 時 単 主な内容

盟 イ立

数 数

教育の基 教育の本質、教育 90 4 
ー一－・・ー一ーーー一一一一一一一一 一ーーー”ー －・・－・’4’ーーー司..一一一一一一一一一一一一一一一一一一一ー一寸一一一一一一ーーーーーーーーー

盤 方法、出荷学習過 教育原理 －教育の本質

程、教奇利面の基 －教育の目的

本的理論を学ぶ。 －教育の歴史

－教育の内容（教育内容と教育課程）

－教育制度

教育，心理学 －成長発達に伴う学習者の心理の郡平
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教官判面

教育方j去

－学習者の個別的理解

評価的朝草

共感的理解

－学級集団の理解

・学習理論と学習指導の方法

－学習過程とそれに関与する心理判。

霊蓋

－教需判面の意義と機能

－教育目標の分類体系とその活用

．評価の種類

・評価用具の信頼性と妥当性

－教育方法のとらえ方

・教授一学習理論の変遷と現状の理解

行動主義による学習観、認知心理学

による学習観、制兄論的学習観

・工学的アプローチと羅生門的アプロ

二t:!!2翠壁
－教授一学習方法の原則の理解とその

孟旦左珪

－教授一学習過程の理解

－教材研究の知識と活用方法

．指導樹符の知識と活用方法

．授業の評価の方法

＜専門分野＞ （看護に関する分野） 看護学の教授、学習活動に関する理論を学ぶ。

盤盤｜ 自 ｜盤~ I盟｜監｜ 韮盤

塾｜掌

重重益 ｜人間の健康、看護｜重差益 3 o I 1 I ・看護の定義とその変遷

の考え方を多角 ・「人間J「健康J「環境J「看護J
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的に学び、自己の の概念の明確化

看護観を明確に

する。 看護論演習 30 1 ・看護師の役割と専門性

－看護活動の場と対象のニーズ

－生命倫理や人権意識と看護

・自己の看護実践の振り返りから

の看護観の明確化

看護教育 看護教育の目的、 看護教育論 1 5 1 －看護教育を支える法制度と看護

a→A ー 内容、方法などの 教育の現状

基本理論を学び、 －看護教育を取り巻く環境の変化

看護教育のあり －看護教育における倫理の理解

方について考え ・看護教育における朝市の役割と

主L 求められる資質

－看護教員として果たすべき責務

と業務の範囲

・看護基礎教育と生涯教育

看護教育制度の 看護教育制度 1 5 1 ・看護教育制度の成り立ちと変遷

変遷と現在の教 －現在の看護教育制度

育制度について －現代の看護教育の問題点と将来

理解する。 の展望

看護教育 者護教育課程編 看護教育課程 45 2 －教育課程の基礎理論の瑚手

課程 成の基本的な考 ヨロ企岡. －看護教育課程の朝草

え方を学び、看護 看護教育制度からみた教育

学全体の構造を 課程の瑚平

理解する。 保健師助産師看護師学校養成

所指定規則の理解

・看護教育課程の編成方法の理解

統合分野の考え方

統釘揮における教育内容と
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その方法の理解

－教育課程評価の考え方と方法

- F ’ーーーーーーー・ーーーーーー－－ ’・・ー－－－・ー・ーー・・ー ’ー’ーーーー・ 唱・－－・，，，事ーーーーーーーーーーー－・・ーーー－ーーー』ーーーーーーーーー－ー－－---
看護教育課程編 看護教育課程 60 2 －看護教育課程の編成の実際

成のプロセスを 草萱 者護教育のニーズと制約の考

学び、看護師教育 え方と実際

のあり方を理解 教育理念の考え方と実際

主豆L 期待する卒業生像の考え方と

実際

教育目的、教育目標の考え方

よ茎墜

教育内容の抽出の考え方と実

際

教育内容の組制じの考え方と

実際

－看護教育課程の課題

看護教育 学習指導計画、教 看護教育方法 90 3 ・看護教育における教授ー学習活

方法 材作成について E呈必E‘ 動の成立

学び、これを活用 －看護教育における教材と教材研

して講義、演習、 究

実習等における 教材研究の過程

展開方法を学ぶ。 者護ぜ術教育における教材の

精選

臨地実習における学習者の経

験の教材化

・看護教育におけるぜ術教育およ

び問題解決能力、「統合」する力
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を育成する方法

看護働問を促す教育対安

思考過程を促す教育方法

「統合」 するカを育てる教育方

法

－看護教育における教授学習計画

作成の考え方

講義、演習、 臨地実習指導案

作成の考え方

' －教育指導師荷の種類と特徴

－授業評価の考え方 （講義、演習、

臨地実習）

学習指導計画、指 看護教育方法 90 3 －単元の学習指導計画の作成の実

導案を作成し、模 遺宣 墜

擬授業を行い（実 －講義の指導案作成

習指導を含む）、 ・演習（カンファレンス、ぜ併干演

その結果を考慮 習）指導案の作成

し看護教育方法 －臨地実習の学習指導計画および

を身につける。 指導案の作成

－授業のリフレクションによる自

己の課題の明確化

看護教育の理論 看護教育実習 90 2 －看護学生の朝 事の実際

と技術を実際に －講義または演習の指導の実際

適用し、教育方法 －臨地実習指導の実際

や朝市のあり方
r 

・者護教師のあり方の理解

を学ぶ。

看護教育 各領概IJ看護に 専門領棚リ看 1 5 1 －在宅看護、国際看護、災害看護、

童萱 おける内容とそ 輩益 医療安全、看護管理の概要と構造

の構造を理解す の理解
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主L

ーー
各専門領棚lj看 専門領棚リ看 60 2 ・各専門領域の概要と構造の瑚 手

護の教育内容、教 護論演習 ・各領域の専門的研究に対する文

育方法について 献等のクリティークからの教育

主壬L 内容の明確化

（選択制） ・各領域の看護実践の振り返りと

（統釘輝を含む 看護教育に必要な教育内容や教

専門領域から一 育方法の明確化

領域を選択）

看護教育 看護教育内容の 看護教育評価 30 1 ・看護教育における評価の目的と

評価 評価方法を理解 益 機能

し、その適用につ －看護教育における評価目標設定

いて学ぶ。 と評価基準

－看護教育における授業内容と評

盤旦皇

－看護教育における授業の評価計

画

－看護教需判函の現次と課題

看護技縮利面を 看護教育評価 30 1 －看護技術における評価規準と評

作成し、看護教育 演習 価基準の作成の実際

評価の理解を深 －看護揃貯の評価方法の実際

生豆L

研究 者委教育におけ 研究方法 60 2 －看護研究の意義と 目的

る研究の意義を －文献検索の意義と方法

理解し、 研究結果 ・看護研究デザインと研究プロセ

の教育活動への スの理解

活用キ看護研究 －研究論文の諸手と研究結果の活
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の指導方法を学 用

主L ・学生が事例研究を学ぶ意義と指

導方法

－看護学における研究の現状と課

墨

看護学校 看護学校の組織 看護学校管理 1 5 1 －学校管理の基本

経営 運営の特性と管 －看護学校運営に関する指導要領

理のあり方を学 及び手引きの理解

.£.___ －看護学校経営と組織運営の特性

－学校管理における教員の役割

－看護学校における管理の実際

（人事管理、学級管理、事務管

理、図書管理、 施設 ・物品管理、

危識管理、情報管理など）

－看護学校運営の評価と今後の課

題

＜その他＞

教育内容 ~ 授業科目 時間 皇盆 主な内容

重t 室主

看護教員に必 ＜授業科目の例 30 2 ＜教育内容＞

要と思われる ＞ －人間朝早や社会情勢の理解を深

教育内容を学 民俗学 める内容

ー長ーミ....2...,_ 童生益 －者委教員として求められるリー

生命倫理 ダーシッフ理論と活用方法が

医療経済論 学べる内容

健康政策論 ・学習者と朝市の相互理解を深め

リーダーシ、yプ るための内容

ー百聞ι －変化する保健医療福祉制度の動

44 
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コミュニケーシ 向が王室活字できる内容

三と益 －自己の肴護観や教育観を深める

カウンセリング 内容

益

キャリアアップ

論 等 ＊各都道府県の特徴を生かして

科目設定する。

（削除） 表4 保健詩形養成所専任教員養成にかかる教育内容

＜専門分野＞（看護に関する分野） 地域看護学の教授、学習活動に関する理論を学ぶ。

教育内容 旦主 授業科目 時間数 単位 主な内容

数

看護教育 看護教育課程を 保蝉市教育課 ( 1 0) 保鰯職果程

課程 基盤として、保健 皇盤益 －保健師教育の特徴と変遷

師教育課程の基 ＜看護教育課 －地域看護学の発展と教育課程

本的な考え方を 墨益 －保蝉市教育課程の編成方法の理

学ぶ。 45時間のうち 解（看護学に準じる）

10時間をあて

る＞
ー「

看護教育ぷ程の 保傭市教育課 60 2 －保健師教育課程の編成の実際

基本理念を基盤 程演習 （具体的内容は看護学に準じ

として、保健話市教 る）

育課程編成のプ

ロセスを学び、保 ＜看護教育課

健師教育のあり 程演習60時間

方を理解する。 をあてる＞
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看護教育 専門領概lj看 60 2 

草萱 護論演習
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーー・ーーーー－－－－－－－－ーーーーーーー －－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ーーー・・－－－－－－－
地域看護におけ 地域看護論演 30 1 －保健師の役割と専門性

る保健話市の専門 習 －保健政策と地域保衛舌動

性や活動を学び、 －保健活動の場と対象のニーズ

自己の地域看護 －保健活動と倫離宮課題

観を明確にする。

一一各専門領棚lj看 専門領棚IJ看 30 1 ・各専門領域の概要と構造の理解

護の教育内容、教 護論演習 ・各領域の専門的研究に対すでる文

育方法について 献等のクリティークからの教

学ぶ。（選択制） 育内容の明確化

（統合分野を含む ・各領域の看護実践の振り返りと

専門領域から一 看護教育に必要な教育内容や

領域を選択） 教育方法の明確化

（削除） 表5 助産師養成所専任教員養成にかかる教育内容

＜専門分野＞（看護に関する分野） 助産学の教授、学習活動に関する理論を学ぶ。

教育内容 目標 授業科目 時間数 単位 主な内容

数

看護教育 看護教育課程を 助産師教育課 ( 1 0) 助産師課程

課程 基盤として、助産 皇盤益 －助産師教育の特徴と変遷

師教育課程の基 －助産学の発展と教育課程

本的な考え方を ＜看護教育課 －助産師教育課程の編成方法の理

主基一 程論 解（看護学に準じる）

45時間のうち

10時間をあて

る＞

看護教育課程の 助産師教育課 60 2 －助産学教育課程の編成の実際

基本哩念を基盤 程演習 （具体的内容は看護学に準じ

46 

全日本病院協会　医療行政情報 
https://www.ajha.or.jp/topics/admininfo/



として、助産師教 る）

育課程編成のプ

ロセスを学び、助 ＜看護教育課

産師教育のあり 程演習60時

方を理解する。 聞をあてる＞

看護教育 専門領棚lj看 60 2 

演習 護論演習
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー畳・ーーーー骨骨ーーー・・ ・・・ーー・． －ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
助産の専門性や 助産論演習 30 1 －助産師の役割と専門性

助産の考え方を －助窟舌動の場と対象のニーズ

学び、自己の助産 －助産活動と助産倫理

観を明確にする。
冊目一四回目曲目白田町一－－－－－・ーーー

各専門領嚇lj看 専門領域日IJ看 30 1 ・各専門領域の概要と構造の瑚 草

護の教育内容、教 護論演習 ・各領域の専門的研究に対する文

育方法について 献等のクリティークからの教

学ぶ。（選択制） 育内容の明確化

（統計揮を含む －各領域の看護実臨の振り返りと

専門領域から一 看護教育に必要な教育内容や

領域を選択） 教育方法の明確化

（削除） 盟l 授業を権成し、実践する能力を養うための「看護教育方i去演習Jの展開

1. 「教育実習Jを中核にした「看護教育方法演習Jの展開の考え方

変動する社会で教育実践を創造できる看護教員を育成するために、教育実習での授業実践を中核

に理論と実践を融合しながら、「看護教員としての自己形成」「看護学校における教育実践力J「専

門性の発展Jを培う能力を養う必要がある。その能力を養うためには 「教育実践の基本となる内容J

「教育実践に関する内容」「教育実践の発展に関する内容Jが必要となる。

そこで「看護教育方法演習Jを『教育実践基本演習』『教育実践に関する演習』『教育実践の発展

に関する演習』の3つの演習から構成した。 『教育実践基本演習』では、看護教育の専門職として

の自己形成の礎になる知識と技術、教職への展望を定着することをねらいとした。まずは看護学生

を理解する必要があると考え、 看護師等養成所の看護教員による授業の観察をする演習を位置づけ
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た。それはこれから授業を創るにあたり、学生と都市の双対句な教授活動を思考しながら、授業を

作成できると考えたからであるロつまり、授業観察をした結果で得た、看護学生にとって

の授業内容を瑚草する意味を認識した上で、学生の理解が成立するための学習内容、学習方法を思

考し、講義・演習における指導計画の作成、臨地実習計画およt脂導案（日案）の｛械、カンファ

レンス指導案の作成をおこなうn

『教育実践に関する演習』では、教育実習での体験を経て、①学生に問い、学生の理解を確かめ

る力や深めるカをつける、＠自らの知識と教育技術の課題に気づき、専門’性へのニーズを引き出す

ことをねらいとする。まずは学内で修得した知識と技術を組み替え発展させ、授業実践できるまで

に統合することとする。その教育方法は～自らが教育実習で担当する授業の模擬授業を実施する。

そして、その際に自らの課題に気づき、解決してし、くために、実施後にリフレクションを劃見するn

また、これまでの教育実習の受講生の状況から、「グループダイナミックスを活用したカンフアレ

ンスの運営J、「学生に体験の振り返りを促し、看護としての意味づけJに困難さがあるため、カン

ファレンス指導のロールプレイングを実施し、受講生自らが課題を見いだし、解決するためのリフ

レクションを強化する。

そして教育実習終了後に、自己の教育実習での体験をよりよい教育実践の見いだ竹見長から、看

護学教育としての意味を考えるために、教育実習総括を行う。『教育実践の発展に関する演習』で

は、教育実習での体験をもとに、耕市としての自己形成と専門性を発展させることをねらし、とする。

その方法として、教育実習の体験を基に教育方法に関する論文を言白金する。このことから、今後の

朝市としてのあり方を追究する。
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（削除） 表6 授業を構成し、実践する能力を養うための「看護教育方法演習j の展開

49 

輩
主盤呈塾

カ

重｜ ｜看護専門学校での看護教員

護｜教｜の授業を観祭する

整｜宣｜講義・演習における指導計

員｜実｜画の作成

と｜践｜臨地実習計画および日案の

し｜基｜作成

主｜杢｜カンフアレンス指導案の作

の｜演｜成

皇｜萱

己

形

成

ねらい

ねらい

I看護教育の専門職としての自己形成の礎になる知識と技術、

教職への展望を定着させる1

ねらい

［教育実習での体験を経て、①学生に問い、理解を確かめ、深

める力をつける②自らの知識と教育技術の課題に気づき、専門

性へのニーズを引き出す1

模擬授業の目的

学内で修得した知識と働時組み替え発展させ授業実践

できるまでに統合する

1－：：；；；；ニニ：：樹じっ
「一総括の目的 － ｜ 

自己の教育実習での体験をよりよい教育実践の見いだ｜

主主主豆L ｜ 
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ねらい

聖堂 教育実習の体験を基に教育 隙育実習での体験をもとに、耕市としての自己形成と専門性

育 方法に関する論文 を発展させる】

重 茎
門 堕

｛ 

性 発 教育実習事後指導

の 展 個人のふり返り→教育実習総括→論文

歪
展 土

る

車

習

（削除） 例2 体験から自らの課題に気づき、解決方法を見いだす 「教育実習J

1.教育実習の意義

教育実習は、看護教員を目指す受講生にとって欠かすことのできない重要な学習活動である。

それは教員養成、特に看護教育方法論、看護教育方法演習において学んだ知識や闘すを活用し、

看護教育の実際を経験することにより教員としての自覚が育つ機会である。また、実践すること

により 自己を振り返り、さらに砂噛を励む載機rづけが得られるとともに、教員としての責任の重

大さに気づく機会となる。

2. 教育実習の目標の考え方

前述したように、教育実習で教育活動を体験することは、看護教員のあり方やその価値を学び、

生涯にわたって成長する看護教員の礎をつくるもので、あり、看護教員教育において重要な意義を

持つ。したがって、教育実習の目標は、到達度評価の意味合いより、その成果は、受講生の学習

体験をとおして方向性相面値観を見いだすことに主眼を置く、体験目標として位置づける。

また、受講生は体験を内省することにより、自己の課題や生涯にわたって学習すべき内容も見

えてくる。実践を伴う看護教員という専門家としての責任を果たすためにも、このような内省は、

生涯にわたって繰り返し行わなければならない。教育実習でこのような礎となる体験をすること

はきわめて重要である。
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＜上記の考え方に基づいた実習目標例＞

A. 実習目標

1）看護教員のあり方を経験を通して知り、教員としての自覚を持つ

2）看護学生を個人およひ喋団として理解する

3）看護学教育の方法論に基づいて、講義および臨地実習指導を体験し、実践的な

教育方法を学ぶ

4）実施した教育活動をとおして教育方法の評価を行い、看護教員としての自己の

課題を明確にする

3.実習内容の考え方

看護学生を個人および集団として理解するために、「講義」「臨地実習指導（カンファレンス指導

を含む）Jを実習内容として選択する。「講義」「臨地実習指導Iの体験をとおして、実践的な教育方

法を学ぶb

つまり「講義Jでは、 看護学生の反応を実感し、看護学生が朝草するための内容と方法を考える。

「臨地実習指導Iでは、個に応じた学習支援を体験し、看護学生の体験に基づいた指導の内容と方

法を考えることができる。またグループダFイナミックスを活用した方法を体験することにより、

自己の課題が明らかになると考える。その過程を通して教員としての自覚を持つ。

＜上記の考え方に基づいた実習内容例＞

B.実習内容

51 

1）講義看護学のうち1科目の単元の中から原則1単位時間をI回実施するロ

受講生は本時の考察およて対旨導案を立案し、授業を行う。

2）路地実習指導

q清護学生を原則として1名受け持つ

②臨地実習指導期間のうち2日以上は指導案を立案して指導を行う

③グループカンファレンスによる指導を原則として1回行う。

教育実習生がテーマを設定して運営する

4.実習方法の考え方

担当する講義や臨地実習指導の指導内容と指導方法を考えられるように、実習先の看護教員

の行う講義・演習の参観、看護教員の行う臨地実習指導の参観の機会を第 l週目におく。ま
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ずは受講生の講義の模擬授業を行い、そのリフレクションと指導を活かして本授業を行う。そ

の次に臨地実習指導を行う。

＜上記の考え方に基づいた実習方法例＞

52 

c.実習方法

1）第1週目：オリエンテーション期間

①実習校の把握

②実習病院および実習病棟の状況の托握

信清護教員の行う講義 ・演習の参観

笹漕護教員の行う臨地実習指導の参観

⑤講義の準備

信模擬授業

2）第2週：本授業と臨地実習に向けての準備

盤塑量謹

皇杢盤

③臨地実習指導の準備

3）第3週：臨地実習指導と総括

4）適宜、学樹T事の参加や臨地実習指導者会議の参加、教員業務の観奈等

5.実習評価の考え方 （表8:2 6～29ページ）

1）能力評価の必要性

教育実習における評価は、知識や技能の到達度を的確に評価することはもとより大事である

が、それにとと浸ることなく、自ら学ぶ意欲や思考力、判断力、表現力などの能力も含めた学

習の到達度を評価していくことが重要である。そこて常挟の目標分析による到達度割面ではな

く、評価対象者の掌ぶ意欲や思考力、判断力などの学習をとおして衝尋した能力に着目した評

価が必要である。それに加えて、自己学習力の向上という観存、からループリ ック評価註1）を行

う必要があると考える。

注1ノレーブリ ック評価

ノレーブリック評価とは、多種多様な評価資料や情報から、学習者の学習の実現斌況を評価

するために活用する得点化のための指針である。これは、ポートフォリオ評価を基盤とし、
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評価対象者の能力に着目して、これらを音羽面資料・情報を基に絶対評価をする考え方である。

ループリック評価は、教員と学習者にとって学習の到達肉兄を把握するための指標となるば

かりではなく、次の学習の方向性を示し、自己学習力を培う指針となる。

2）教育実習における評価の観報の考え方

看護教員としての成長を促すための観存、として、平成 12年の文割冴十学省における教育課程

審議会の答申で示された、自己教育力の育成における教育効果の指標である4つの観点「関

心・意欲・態度」「思考・判断」「知識・王朝早」「技能Jが妥当であると考え、それを用いる。それ

ぞれの観点の持つ意味と観点を評価する資料については、表7に示すとおりである。「関心・

意欲・態度Jとは、その教授活動における価値づけを意味し、学ぶカを支える情糊湖面であ

る。これをとおして積極性、持続性、協調性、責飽惑などが育つことを期待している。

「思考・判断Jとは、その教授活動を行うにあたっての、①問題解決の力、つまり考え方の

根拠キ批判する力、喧牒余する力、つまり想起から比較、関連づけ、角棟、類推といった思考

をたどり、論理を推し進めるカが育つことを期特している。

「知識・理解」とは、単に知っているとしづ知識ゃあてはめてみるといった知識ではなく、

教関舌動をとおして得られた知識・理解の深化である。メタ認知を働かせる状態にまで深まっ

た知識、つまり自分のものとして位置づけられ、さらに広がりや豊かさを求めるカが育つこと

を期待している。

「f競包」とは、その教授活動をとおして習得されることが期待される技能であり、円滑に洗

練された樹荷・技能となる。これらは学生の反応などに対してその場に応じて対応できるカで

主豆L

4つの観育、の関係は、「関心・意欲・態度Jに支えながら、「思考・判断」を働かせて学習した

結果として「技能j 「知識・理解」が身につくという関係である。
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（削除）

（削除）

表7 看護教員の養成における評価の観点
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観点 ｜ 観帆嚇 観点を到面する資料

盟主二重盆

観支

その教授活動における価値づけを意味し、学ぶ力を支える｜・考えを記述した文章

情楢棚固である。これ左とおして積園生持細企援調｜生責任｜ 信改影梓惇筆者よどう

感などカ帯つことを期待し布、る。 ト観察した休磨

・直接明和答

星主ニ虫歯｜その謝受活動を行うにあたっての、 －考えを記述した文章（

言E録や指導案など）①問顕微の力、つまり考え方の根拠や批判する力、

②探求する力、つまり哲包から比較閲垂づけ、備釈樹監とし、

った思考をたどり、論理討佐L進める力が脊コことを期待してし、

る。

－毎捺した内容

. ii按？での応答

盤盤｜判叩批吋繍ゃあて肋てみる山捕では｜考えを献した埠

なく、教授活動をとおし℃得られld識・理解淵じである。 〈記長影切替義者Jよど）

メタ諒日棚せる欄こま探まっ故報つまり自分のもの｜・面接での応答

として位置づけら払さらに広がりそ豊かさを求める力が脊つこと

を期寺し力ハる。

盤 ｜ そ崎閥閣をとおして鶴されること持備される揖肘あ｜・難について観察した内

り、円滑こ洗練された撹符・描包となる。これらは争当回の反応など｜ 容

に対してその場口芯じて姉古できるカである。

3）評価規準と評価資料の考え方

教育実習における受講生の学習活動を明らかにし、その母子動は、評価の観点の何に規定され

た行動かを考え、評価の観長を位置づける。その評価の観保ごとに評価規準を作成する。この

ことにより、「できた・できないJと行動そのものを評価するのではなく、その行動はどのよう

な思考や判断に基づいてなのかなど、能力における評価規業が明確となる。

また、観有、ごとに評価資料が異なることがわかる。つまり、面接をしてその応答によって評
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価するのか、結果の表れているレポートに基づいて評価するのか、観点によって評価する資料

が異なるロ観点が決まることでそれに合致した評価規準および評価資料を設定する必要があ

豆L

例えば、表8 に示すように、受講生の教授活動が「学生のレデ？ィネス f；：~じた授業の到達目

標を設定するJの場合、この活動は、単元における主題の位置づけを考え、前時・本時・次時

の関連性から本時の内容を絞り込み、到達目標を設定するという「思考・判断Jに基づく活動

であることがわかるn よって評価の観点は「思考・判断Jとなる。そして評価規準地主位置づく。

評価資料は受講生の思考を評価するので、面接内容そ棺導案となるn

4）評価基準の考え方

評価規準において、何がどの程度できているのかという習得状況を具体的に示すための指標

である評価基準を設定する必要がある。

評価基準は、学習課題に対する学習者の認識活動の質的な転換煮に基準を合わせ、段階を設

互主主L土と
例えば、教育実習の評価指標である表8に示すように、評価規準「カリキュラム上の主題の

位置づけを踏まえて授業の到達目標を設定できるJの場合は、質の転換制ま「本時の内容と目

標との一貫性Iである。そこを転換点とし、評価基準を作成すると以下のようになる。

A.単元における主題の位置づけを考え、前時・本時・次時出）の関連性から本時の内容

を絞り込んで到達目標（達成、向上、体動を設定できる。

B.単元における主題の位置づけを考え、前時・本時・次時の関連性から本時の内容を絞

り込んで到達目標（達成、向上、体験）を設定しているが、達成目標がーす日本時の内

容からずれている。

c. 単元における主題の位置づけを考え、前時・本時・次時の関連づけが暖昧で、設定し

た到達目標（達成、向上、体劇は本時の授業内容からずれている。

注2［評価基準を作肱する上での質の転換点の例】

達成度レベルを「A～C」の3段階とする

A ：十分な達成レベ／レ・・・基礎的知識の理解や認識・スキルを適用した課題追求ができて

おり、結果における一定の完成度をみる

全日本病院協会　医療行政情報 
https://www.ajha.or.jp/topics/admininfo/



56 

B：部分達成レベル・・・基礎的知識の理解キ認識・スキルはあるが、その適用が部分的に

止まっているため、更に全体としての追求が求められる

C：根本的な改善を要するレベル・・・課題を扱う上で適用する基礎的知識の理解や認識・

スキルが不十分であり、根本的な改善（修正）が求め

られる

注3前時：本時の前の授業

本時：今まさに行おうとしている授業

次時 ：本時の次の授業

5）評価方法とその評価表の活用

受講生の自己学習カを向上する観点から自己評価と指導者による他者評価を行う。評価表の

活用は、受講生の自己学習力を高めるために、以下に示す？舌用方法がある。

＜教育実習前での活用の方法＞

任瀬接授業における相互評価指標としての活用

②個別の講義・臨地実習指導案の作成段階での自己評価指標としての活用

＜教育実習における活用の方法＞

①教育実習における受講生の授業指標としての活用

②講義・臨地実習指導の実践に対する自己評価指標としての活用

信濃業実践に向けた計画段階での指導者との目標の共通朝草

佳激育実習における指導者の指導指針としての活用

＜教育実習後の授業評価・授業研究における活用の方法＞

任瀬育実習における授業指標から自己の課題を見いだす指標としての活用

但凝業に必要な能力を再度整理する資料としての活用
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教育実習評価表 I講義】表8-1（削除）

霊盤基準評価資

1.学生のレ
ヂ7末苅士一
志τ主要葉
あ司蓬盲漂
歪霊室主亙己

料

事一

評価基準

…
署
警

評価の

塑主

問「一

教授活動

時
間
「
一

冨衰要葉の

襲事
霊室主主亙

非暴霊長
蒜幕誓
霊童三

c ：抽出した教育内容は、概ねテキストどおりで

金盃L

時
間
「
一

ぇ
莞亡、
蓉吾商百子
吉董要在京
豆亙~

P望

C 教材研究し授業内容を設定した理由が、テキ
じてとしかし、えない。

時
間
「
一

教育内容は、
目 標 の 領 域

および字醤
主司宣置写
す害事国F亡

F 豆

3.当該授業
万事育丙蓉
互重重E
主L

c ：中核目標の設定が暖味である。
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4.授業内容 F当
授業内容は、 主墨 A 授業内容の菌己列は、 前時までの授業をふまえ

は学生ポ理 学生にEっ て、 甲核目標否甲心に請理商に配夢1店 れて

韓議
て論理問に と盃L ( 

自己列で著る。
B ：授業内容の配列は、 中核目標を中心に配列し

列である。 ているが、 丙蓉のつながりに語いて論理’匝
に欠ける。

c ：授業内容の配列は、 中核目標を中心にした配
列ではない。

5興味を引 技能 5-1) 
蕗授一業一実一 A：本時の導入によって、ほとんどの学生に学習

ミ導入で忘 本時の導入 の構えが見られる。
り、毅場委づけ に語いて甲
が忘る。 核 目標に関 B 本時の導入によって、 半数以上の学生に学習

連づ庁て罰 の構えが見られる。
機づ庁がで

4‘ 菩る。 C：本時の導入によって、 一部の学生にしか構え
が克Eれない。

璽知識一一・理 5-2) 

置
A ：授業導入時の学生の反応の理由を分析し、効

授業実践を 果商な導入について自芳の考えが運べ~I王
振り返り、李 盃L

互の反応か
E頚果商な B ：授業導入時の学生の反応は述べられるが、そ
罰機づ庁に の理面の分析が塵昧な状態で、導入につい
ついての理 ての考えを述べている。
解壱深める
こEがで著 C：授業導入時の学生の反応に基づいた分析がで
る。 きない。

6.まとめが 韮箆 本時のまと 芋茎A：学生の到達度と関連づけて、本時の要点をま
あり、李習を あに語いて、 とめることができる。
発展きせる 雪該授業の
自己l憲が忘る。 甲核 目標の B：本時の授業内容の要点をまとめることができ

到達に応じ る。
元歪 Eめが
で著る。 c ：実施した授業内容の要点を見失い、中核目標

E関蓮の在ぃ王Eめ否する。王？とは、歪E
めができない。

， 
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教授活動 評価の 割面基準 霊盤査 評価基準

箪皐 料

7.授業内容 許ニ主l7 1) 
鶴葬守 A ：説明内容は、学生の学習体験をふまえ、授業

壱説明す志。 説明内主宰は 内蓉の居、原壱E修にあらおじでい右。
授業丙蓉E
笠音性方1;fj B ：説明内容は、授業内容の意味を正確にあらわ
り、字生の李 c=rい右あ、李生の字省体験E関連つ』75
習体験E関 れていない。
運きせて判
防rで著右。 C：説明内容は、授業内容の意味をあらわすには

不足かある。

韮聾 7-2) 
重授一業一実一 A ：本時の展開過程において、学生に伝わるよう

本時の展開 な説明内蓉のEい換え、スピ－rゃ聞の調
U 目下

i邑桂lこ否い 整Eいった説明方涯の変更75＇全体的にで晋
で、字三tfこlz:;; てい令。
まラ右王フに
説明の夜荷 B：本時の展開過程において、学生に伝わるよう
を調整 Cで な説明内容の百い換え苓説明ヌデ居の変更か
いる。 部分的にできている。

C：本時の展開過程において、学生の理解を確認
~~阜調な説明になってい令。

、

量二童 7-3) 

I!! 
A ：授業中、常に学生全体に視線を向け、学生の

本蒔の展開 反応壱のあきすEEえまフ ECでい志。
1坦桂lこJJい
で、李•g:_のt叉 B：授業中、学生の反応をとらえようとしている
応をEEぇ あ、視線の同庁方lこむらみあ右。
まっECて
い右。 c ；授業中、学生の顔をほとんど見ていない。

8.教材・教 断思ァ考一・判一 8-1) 
鶴事司

A ：作成した資粋等は授業内容に合致しており、
具壱1歯切に 授業丙容に 1歯切な表現である。
提示す右。 合った賓軒

写壱作成 C B 作成した資料等は授業内容に合致している
てい志。 あ、表現Jこ一音f}不備15,;fj{i。

C 作成した資料等は授業内容に合致していな
どL

8-2) 
韮藍 本時の展開 子主 A：教材・教具をタイミングよく提示・終了でき、

過程におい 字生の理解につなあ右肩い方であ右。
で、教材・薮
具壱頚来間 B：教材 ・教具を提示するタイミングはよいが、
lこ提不でき 用い万にー音~不備かあ志。
る。

c ：教材・教具を提示するタイミングが悪く、用
い方にも不備かある。
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9.授業の展 F当I 9-1) 韓急 A ：発問は、中核目標に基づいており、学生の思
開過程にお 発問ほ中核 ヨ雪壱揺き~ol；ので＆）0。
ける発問、指 目標lこ基つ
刀てなどの技 いで李主の B ：発聞は、中核目標の範囲であるが、想起にと
術が的確で 思考壱揺さ どまっている。
主主L ヨ；;'5王っ lこ

言干画きれで C：発聞は、中核目標と関連のないものである。
ど盃L

技能 I 9 2) 蕗授一業一実ー A：発問、指示により学生の思考が促され、領き
本蒔の展開 や指示lこ応E元反応7/>'lj.られ右。
過程に克い
で、発問、宿 B発問、指示の内容は伝わっているが、反応す
不壱効果的 Z字萱ぽ一部lこEE主つでい志。
に用い、主党案
への参加を C：発問、指示の内容が伝わらず、どのように対
促すこ Eみ 応じたちまいみ、学生に戸惑し、み万百れ右。
で晋右。

内を尊量二童授業中の学 麗授一業一実一 A 学生に向き合い、対等で丁寧な言葉づかいを
亘した態度 生との関わ 主主L

である。 りの中で字
生否認、あ、党 B：学生に向き合えていないが、丁寧な言葉づか
庁入れ王つ いをする。
c Cでい右。

c ぞんざいな言葉づかし、をする。

F判自己評価が

事
量正吉で＆）0
みE あ判

の

C：他者からの評価を受け止めることが出来ず、
形ヌ到な丑反り返りlこEE主つでい右。

（削除） l表8-2 教育実習評価表 I実習】

教授活動 評価の 評価基準 評価資 評価基準

墨主 料

1.日々の実 町思考一一・判一 日々の指導
盲言化指軍f導一事一案一明一一目標壱亘日

の悪者の衰
況E学壬の
実習準備校 B ：本日の指導目標は、その日の患者の看護の方
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お工てF
習存覆I士否
石壱で吾定
三豆亙ご一

2指導目標
壱蓮斎n一
定否定志要
否丙蓉否宿
E王亙了

指導内容は、

聾需要
苛定：恵著正
志要吉ヂア

、子！の芙

と日々の実

康して抽出

ムエヒ盃L

指導案 IA ：設定した指導内容は、指導目標を達枕するた
面要丙 ｜ めに、学空の実習朝庸状況 ・日々の実習体
蓉ー一一 ｜ 験・患者に必要なケアに合っている。

C：設定した指導内容は、指導目標を達肱するた
めの内容になっていなし、。

ド
一

指導方法を、｜指導案
恵著苛衷百｜盲事丙
主宰主万票｜蓉一一

警警喜
葎事I士苔忘
壱で琴芝吉
瓦石了一一

c ：指導方法は、学生の学習体験を狭めたり、意
欲を削し、だりするものである。

一一審
一

恵著古古学生

罷轟
あ菰烹~
ττ言τ7τ
盃L

時
間
「
許
一

A ：患者の心理や立場、患者およひ学生の対人関
係能力、患者と学生の関係性を公キにとら
えている。

B ：患者の心理や立場、学生の立場のどちらか一
方から、患者と学生の関係性をとらえてい

盃L ー

C：患者と学生の関係についてとらえたその根拠
を説明できない。

61 

全日本病院協会　医療行政情報 
https://www.ajha.or.jp/topics/admininfo/



斉知F識一・一理 I 4-2 
患者E孝生
の関孫性に
応じて、関係 吾一一一 B患者と学生の関係性に応じて関係を調整する
E調整する 必要性は述べられるが、その方法を述べる
重要性がお ことができない。
かる。

C：患者と学生の関係を調整する必要性を述べる
ことができなし、。

5.援助場面

品商了一議 ） 予言において、悪 患者の扶況
者の状況に に応じて棄
否わせ元看 あEれる王子
譲歩ア吾李 アの丙谷E、
亙が提供で 李生百三宅の
吾る王うに 事で提供で
支援する。 吾るヂア丙

蓉否判断し、
c ：ケア場面において、患者自身の反応や学生が

で苦る。 きFァ吾提供するこEにまる影響菩朝断して
し、 ;t.し、。

韮輩 I 5ー21 I= A牲即時！明吋
学生が患者 安全に実施できるよう、工夫や改善点をタ
の状態にあ イミングよく助言・指導している。
っ？と王り夏
い手ア吾妻
施で著るま
うに支援す
る。

霊盤基準

一
「
監

重重璽主

要罷
害悪事

実習日 IA：患者の状況を即時的に判断し、学生の能力に
言了一一｜ 応じてケア実践を支援すゐために、自己の
苗接内｜ 看護芙践力をより扇めるための取り組みを
容 ｜ 具何沼勺に挙けゐことができるn

C：学生の能力に応じてケア実臨を支援するため
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&=IA問問嗣返ーしその
の停験壱振
りii&り、看護
の居、深壱遭 B ：学生が援助体験を振り返ることを促している
末で晋志 王 み、ぞの息味つffの方向性を刀です莞聞か慶

づけられる 味であったり、教帥が一方的に意味づけて
王フlこ指導 促すこ Eあ E亙ζ
主主L で晋右。

C：学生の援助体験の事実を確認するにとどま
り、振り返り壱促仁でいない。

1~ 1霊醐 ！！！あ促進す志
王つに整え
0iiZ、安住 壱
君間半す志。

えQ！必要＇I宝は~ベ~t'していφか、で（／）ヌ
についでほ具体的に運べちれない。

c ：学習環境の調整に目が向けられず、調整の必
要性をJ1Eべられない。

8.学生の体 胃思「考一・一判 学生の体験
百蓉指一導害一案F内一

A ：設定したカンファレンスは、実習目標に沿っ
験の共有E の共有1Ec たァ マ那智疋きれ、ぞの1宴冨許画ぽ字生に
居、味づ庁lこ ；宮原つ』すに とって体験の意味づけにつなかるものであ
つなあ右芳 つなあ右芳 亙二：
ンファレン ンファレン
ス壱説定T スの許画あ B ：設定したカンファレンスは、実習目標に沿っ

盃L 立案で晋志。 たァ マあ章受疋きれてい075＇＞、ぞの蓬宮 言干
幽は具体性に欠ける。

c ：設定したカンファレンスは、実習目標に沿っ
たァマEは百い難い。

9.カンファ 技能 テーマに沿a: A ：テーマに沿って、学生の体験を共有し意味づ
レンスにお つでグノレー 』すられ：oIフにグ／いーヲグ才ヂミ!lス壱活
いてグノいー ナグ才ナミ 用じ、指導要術壱操作間に用いてい志。
ヲヲT才ヂミ !lス7ii古用
!lス壱借用 仁、体験あち B ；テーマに沿って学生の意見を引き出すための
じで思考壱 の字びみ傑 指導夜術は1古用しているか、体験の共有、
tlEす指導否 :n~す右王フ ：意味づけが唆昧である。
展開す右。 に芳ンフア

レンス在主主
膏で著右。

10.学生を尊 要乙二重 学生の看護 蓉観一察一内一
重 C元閉まラ の従え方を
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嘉手玄

事聾鱈

喜覇
面接内
蓉一一一
実習自

主主
稲妻一一

64 

C：形式的な関わりにとどまり、学生の考えを引
き出そっとしないの

B ：指導過程を振り返っているが、改善点の挙げ
方Iておし子て具体性に乏しい。

c ：指導課程を振り返っているが、改善点が挙げ
主n!lとL

し
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m.専任教員養成講習会における運営の考え方

「I.基本的な考え方j のー斗ー意義id.._i主ー位置づけlJこ示した教員としてのキャリア開発

の目的を達枕するためには、企画・運営・評価システムを整え、関係者が連携してそれぞれの役

割を果たすことが重要である。

また、教育実践力の向上につながる演習などの能動的な学習ができる時間を十づ長に担保する必

要がある。

l. 組織体制

講習会の運営は、科目の内容と教授方法を中心とした全体の企画から始まる。講習会開始

後は受講主の霊童伏況を把握しながら、謝市や教育実習受け入れ技等との調整を行l 講習

会の全科目終了後は、受講者の目標到達度評価に基づき、講習会の企画・運営の評価を行い、

事業の成果と課題を明らかにする。したがって、講習会運営組織を設置し、これらが体系的

に実施できるよう組織体制を整えることとするn

1）講習会運営組織を構成する主な担当者とその役割

(1）講習会責任者（茎撞主生責任者、都樹守県直営の場合は看護行政担当者）

ill講習会責任者は、専任教員養成講習会の実施要領と杢ガイドラインに基づいて講習

会の企画 ・運営・評価を進めていく責任者である。

皇講習会責任者は、行政等関係者や講習会の企画・運営担当者と!!2連携丑庄支援を行い、

講習会の樹子全体の把握を行う。他施設との連携時には、調整責任者となるo

g講習会責任者は、関係者の意見を動守して、問題を解決する能力が求められる
,,.. 

(2）企Eニ皇室担当者箱習会の実節句な逮営全般の責任者）

ill企直ニ運主担当者は、講習会の基本方針に基づいて、講習会を円滑に運営するため

の中心となる者である。また、謝市に畳旦内容の周知を宜ヒ、受講萱には学習霊童環

境への適応を支援し、講習の目的達成を促進する者である。

盟企画・運営担当者は、最新の看護基礎教育の内容と方法及び課題等について認識し、

講師と連携を図りつつ、受講者の目標達成に向けて支援する能力が求められる。
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E 専任教員養成講習会における運営の考え方

看護教員養成の意義、位置づけに示した看護教育者としてのキャリア開発の目的を達成するため

には、企画・運営・評価システムを整え、関係瞳皇が連携してそれぞれの役割を果たすことが重要

である。

また、 ー吾障問にeラーニングを活用する場合には、種々の配慮が必要である。

l.運営するための組織体制

講習会の運営は、整宣内容と整宣方法を中心とした全体の企画からはじまる。講習会開始後は

受講生の学習状況を把握しながら、講師や教育実習受け入れ校等との調整を行い、受講生が学習

内容の統合を図り、学習を深めることができるように運営する必要がある。講習会の全プログラ

ム終了後は、受講生の目標到達評価に基づき、講習会の企画・運営の評価を行い、事業の成果と

課題を明らかにする。

1）講習会運営組織を構枕する主な盤塁とその役割

( 1）講習会責任者怪童生責任者、都道府県直営の場合は看樹子政担当者）

0講習会責任者は、専任教員養成講習会の実施要領とガイドラインに基づいて講習会の企

画・運営・評価を進めていく責任者である。

0行政等関係者や教育担当者と連携を図りつつ、教育担当者の支援を行い、講習会の進行

全体の把握を行う。他施設と連携が必要な場合ば調整責任者となる。

0講習会責任者は、関係者の意見を集約して、問題を解決する能力が求められ

る。

(2）教育担当者（講習会の実質的な運営全般の責任者）

0整宣担当者は、講習会の基本方針に基づいて、講習会を円滑に運営するための中心と

なる者である。また、講師に且整宣内容の周知を、受講生には学習環境への適応を支

援し、講習の目的達成を促進する者である。

0最新の看護基礎教育の内容と方法および課題等について認識し、看護基礎教育を発展さ

せるための自己の考えを持っていることが望ましい。
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皇講習会の企画・運営担当者は、専任で1名以上とすることが望ましい。なお、 eラー

ニングを活用する場合は、 eラーニング関連業務の増加分を見込んだ人員の確保が必

要である。

2）講習会プログラムの企画・運営組織（会議等）

講習会の企画・運営・評価を円滑に進めるために、以下に準じる会議を設けることが

望ましい。

( 1）運営会議

企画及び運営を行うための会議であり、講習会責任者が開催する。この会議では、

教育計画の策定や関係者の連携・調整を行い、最適な講習会の方法や内容について具

体的に検討を行う。修了にあたっては企画・運営の評価も行う。

(2）講師会

皇講師に講習会の目的を周知し、受講者のレディネスに応じた教育が行えるようにす

るために設けることが望ましい。具体的な目的と方法は、開催都道府県担当者、実施

主体責任者、企画・運営担当者が協議して決定することお望ましい。

宣全嗣旬な講師会の他に、演習科目や教育実習など複数講師が指導する科目は、科目

毎に講師会を行うことが望ましい。講師会が実施できない場合は調整に赴くことが望

ましい。

(3）受講主の選抜に関する会議

受講者の選抜については、選抜に係る会議を設け、選抜の目的、規準、方法を決めて

実施する。構成員は各都道府県もしくは実施主体が定める。

(4）修了認定に係る会議

修了認定に係る規涯を設けて行う。認定の構成員は各都道府県若しくは実施主体が定

めて実瓶する。
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0教育担当者は専任で 1名以上とすることが望ましい。なお、 eラーニング、を活用する

場合は、 eラーニング、関連業務の増加分を見込んだ人員の確保が必要で、ある。

2）講習会プログラムの企画・運営組織（会議等）

講習会の企画・運営・評価を円滑に進めるために、以下に準じる会議を設けることが望

ましい。

［運営会議1

0企画、および運営を行うための会議であり、講習会責任者が開催する。この会議では、教育

計画の策定や関係者の連携・調整を行い、最適な講習の方法や内容について具体的に検討を

行う。修了にあたっては企画・運営の評価も行う。

i諦市会L
O諦市lこ講習会の目的を周知し、受講生のレディネスに応じた教育が行えるようにするために

設けることが望ましい。具体的な目的と方法は、開催都道府県担当者、受託先責任者、教育

担当が協議して決定することが望ましい。

0全榊怜講師会の他に、演習科目や教育実習など複数講師が指導する科目は、科目毎に講師

会を行うことが望ましい。講師会が実施できない場合は調整に赴くことが望ましい。

」受講生の選抜に関する会議L
0受講生の選抜については、選抜に係る会議を設け、選抜の目的、規準、方法を決めて実施す

る。構成員は各都湖守県が定める。

I修了認定に係る会議I

0修了認定に係る規濯を設けて行う。構成員は各都道府県が定めて実施する。
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2. 企画・運営の実際

1）企画

(1）開催の工夫（担当 ．都道府県看護行政担当部署等）

看護師等養成所の教育の質を担保するためには、新人教員が専任教員養成講習会を受

講し、授業展開能力を始めとする教員としての能力を発揮していく必要がある。そのた

め、各都湖守県等の開催主体団体（実施主体）は専任教員養成講習会を計画的に実施し、

看護基礎教育における基礎的主整宣茎堕力を備えた教員を育成するための工夫が必要

である。

①看護師等養成所の数と規模などから都道府県が単独で開催することが困難な場合

に、隣接する都道府県が協ゐし実施している例がある。

例： 隣接するA県とB県はそれぞれ4年に1回開催している

A県開催→ 1年空き → B県 開 催 → 1年空き →繰り返す

②両県の専任教員養成講習会未受講者はいずれかの開催県て受講可能とする。

盆地理的な問題主重重圭空交通の利便性等を考慮し、＝謝市の確保が困難である場合や

都道府県における実情を勘案した上で、 eラーニングの活用を検討する。

皇主催者は受講生の利便性を高めるために、年度内開催や年度を超えた開催も考慮し

開催計画を立てる。

(2）開催計画

（削除）

①受講者選抜

受講者の質の確保のため選抜を行う。ただし未受講者の受講を｛思隼するため、定数

を確保するよう努める。

②企直二重童計画
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2.盟盤・運営の実際

1）講習会の企画

(1）開催方法の工夫（担当．都道府県看護行政担当部署）

看護師等養成所の教育の質を担保するためには、新人等教員が専任教員養成講習会

を受講し、授業展開能力を始めとする教員としての能力を発揮していく必要がある。

そのため、各都道府県は専任教員養成講習会を計画的に実施し、教員としての基礎的

豊カを備えた蓋ム教員を育成する必要がある。

0看護師等養成所の数と規模などから都道府県が単独で開催することが困難な場合に、

隣接する都溜守県が協力して実施している例がある。

例 ：隣接するA県とB県はそれぞれ4年に1回開催している

0 A県開催→ 1年空き→ B県開催→ 1年空き→繰り返す

0 両県の看護教員養前講習会来受講者はいずれかの開催県で受講が可能

0講師の確保が困難である場合や、地建的な問題及ひ唆通の利便性等都道

府県における実情を勘案し、 eラーニングの活用を検討する。

（新設）

(2）当該年度の企画

受講生からみた「質の高い講習会」とは、多樹主がある豊かな学習体験を通して、

専任教員としての自己の能力の高まり発達が実感できる講習会である。そのため、専任

教員として必要な教育の内容と方法を中心にして、幅の広い学習経験ができるように講

習会の教育計画と運営を企画する必要がある。

伍浸講生の選抜

受講生の質の確保のため、選抜を行う。ただし未受講者の受講を促進するため、定数を確保

するよう努める。

喧激育計画
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二主亘」主内容に精通した看護基壁教育関係者を、講習会の企直二重賞計画立案に加

えることが望ましい。

ーニ講習会の目的・目標、期間、科目とその内容及び詩師、教育実習計画、進度表、評

価計画等に関する事項を検討する。

・科目と内容は、実施要領の別紙ー及びガイドラインII-2、表1を参照主盃L

・受講萱が学習内容を関連づけて統合しながら学べるようにι関連する講義と演習は

実施時期を近接させて計画する。

. eラーニングを活用する場合は受講者に不利にならないように、活用する科目ごと

の受講期間を設定する。

・諦市は当該科目に関する教育経験キ研究業績を考慮して選定する。

・演習科目は受講章の思考を深めるために複数の講師をおくことが望ましい。

（削除〉

③講習会運童規涯

一二講習会運営規涯に次の内容を定める。

目的・定員・修業制艮・始期及び終期・休業日・重萱時間・重宣科目と時間数・

受講資格・受講志願の手続き・受講者の選考・受講の手続き・受講の許可・欠席の

届け出・再誤験・追試験・科目履修認定・講習会修了認定・修了証の授与・受講者

事項の変更・証明書発行・懲戒（受講の停止）

2）運営

企直二重童担当者は、重童規程およて丹各種の規涯に従って、受講主の学習主豆蝿リの
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0専任教員養成講習会の教育内容に精通した霊童整宣関係者を、講習会の整宣計画立案に加

えることが望ましい。

0講習会の目的・目標、期間、授業科目とその内容およひ粗当講師、教育実習計画、授業進

度表、評価計画等に関する事項を検討する。

－霊童科目と内容は、実施要領およびガイドラインII-2、互主主立表豆二豆を参照主主

たい。

－科目の配列は、ガイドライン「教育内容の構造Iを参考にして、受講生が学習内容を関

連づけて統合しながら学べるように計画する。関連する講義と演習は実施時期を近接さ

せて配列する。eラーニングを活用する場合は、集合研修で実施する演習科目との順序

の整合性等を考慮する。

（削除）

. eラーニングを活用する場合は、活用する授業科目と科目ごとの受講期間を設定する。

－謀市は、当該科目に関する教育業績や研究業績を参照して選定する。

－演習科目は、受講生の思考を深めるために、複数の謝市をおくことが望ましい。

・受講者のうち、実習指導者講習会及て牌定分野における実習指導者講習会において、専

任教員養成講習会の eラーニング科目を修了している者については、当該科目の履修

を免除するかどうかを検討する。

告運営指針、受講生の指導指針として講習会教育規程を定める。

0講習会教育規濃の内容

目的・定員・修業年限・始湖および終期・や懐日・授業時間・授業科目と時間数・受講

資格 ・受講志願の手続き ・受講生の選考・受講の手続き・受講の許可・欠席の届け出・

再試験・追試験・科目履修認定・講習会修了認定・修了証の授与・受講生事項の変更・

証明書発行・懲戒（受講の停止）

2）当該年度の講習会の運営

整宣担当者は、整宣規濯お江戸各種の規濯に従って受講生の学習権の保障と整宣内容の
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保障と笠~内容の充実を図りながら、講習を効果的に運営する責任を負う 。

(1）受講童のレディネスを把握し、学習の企霊宝墾置のためのガイダンスを行う。

ill講習会の意義、位置づけと教育計画、修了認定の規定

皇自立した成人学習者としての自覚

.＠提携及E用l用可能な関連施設（図書館等）

（削除）

（削除）

(2）適宜、学習環境の調整を行う。

(3）講習科目の内容、教授方法について講師と調整しながら学習を支援する。

(4）科目履修認定に関わる出席状況の把握を行う。

①各科目の時間数の2/3以上の出席の確認

② eラーニングを活用する場合は、各受講者のコンテンツの視聴よ伏況を確認

宣出席時間主主数が不足した場合の指導（ll-3-1科目履修認定の考え方参照）

注立出席時間について込1科目を複数の講師がオムニバス汗試で担当する場合で、も、

その科目の全時間数の2/3以上の出席で履修を認定する。

（削除）

(5）受講者の健康に対する配慮、

受講者の学習制兄を把握し、受講者が生活リズムを整えながら学習できるように相

談・支援を行う。

(6) eラーニング、を活用する場合
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充実をはかりながら、講習を効果的に運営する責任を負う。

(1）受講生のレディネスを把握し、学習の構えを作るためのガイダンスを行う。

0講習会の意義、位置づけと教育計画の説明

♀自立した成人学習者としての自覚主壁土

0提携およひ深IJ用可能な関連施設（図書館等）の説明

Oeラーニングを活用する場合、 eラーニングの受講方法及び日ソコンの動作環境の説

明

0実習指導者講習会見府定分野における実習指導者講習会を修了してし、る受講生に対

しては、実習指導者講習会及。幣定分野における実習指導者講習会において、専任教員

養成講習会の eラーニング科目を修了している場合、当該科目の履修が免除されA尋る

ことを説明

(2）適宜、学習環境の調整を行う。

(3）授業内容、方法について講師と調整しながら学習を支援する。

(4）科目履修認定に関わる出席状況の把握を行う。

0各科目の授業時間数の213以上の出席の確認

Oeラーニングを活用する場合は、各受講生のコンテンツの視聴状況及び履修した科目の

認定状況を確認

0出席時間数が不足した場合の指導（科目履修認定の考え方参照）

注出席時間について

. 1科目を複数の諦市がオムニパス形式て＊担当する場合でも、その科目の封受業時間数の

2/3以上の出席で履修を認定する。

・科目の時間と履修認定は、大学設置基準の単位、時間の考え方を採用するため、 l科目

の時間数は講義と演習は15～30時間、実習は45時間をひとつのまとまりとして単位換

算する。

(5）受講生の健康に対する配慮

受講生の学習状況を把握し、受講生が自分を見失うことなく生活リズムを整えながら学

習できるように相談・支援を行う。
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eラーニング運営団体と、受講者の登録等の調整を行う。

また、演習に必要な講義を聴講し、理解した上で演習を運営する際のマネジメント

を行う必要がある。このため、 eラーニングを活用する場合には、講習科目のつなが

りを確保するため、集合研屋Eを担当する諦市に関連する eラーニング適用科目の内容

を十分に理解し説明を行う等、調整を図る。さらに、eラーニングと集合研修を封予

して実施する場合には、呈童生旦eラーニングの進捗状況等を確認する。また、閉じ

科目の受講生どうしで意見交換できる掲示板を活用するよう説明する、などの支援を

宜主L

3）企画・運営担当者の能力

2）で示した講習会を運営するために企E二重童担当者には次の能力が求められる。

( 1）園量計画立案能力

講習会の畳]!Q内容と塾童左迭は目的の達成に大きく影響する。現状の看護基礎教

育の批判的分析に加え、保健医療福祉と看護等の動向と看護基礎教育への社会的なニ

ーズから講習会に必要な内容を設定するためには、厚生労働省等における医療分野等

の審議会・検討会等の報告書等から情報を得るなどにより最新の知見を持っているこ

とが皇主Lど。

企画・運営担当者が知っておくべき主な事項

．保伺路市助産師看護師学校養成所指定規則

－看護師等養成所の運営に関する指導ガイドライン

．看護教wolll程の教育内容の構造

－高等教育制度及。看護教育制度と間違法規
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( 6) eラーニングを活用する場合

eラーニング運営団体と、受講生の登録等の調整業務を行う。

また、教育担当者は演習に必要な講義を視聴し理解した主主で、演習を運営する際の

マネジメントを行う必要がある。このため、 eラーニングを活用する場合には、授業科

目のつながりを確保するため、集合研修を担当する講師に、関連する eラーニング科目

の授業内容を説明し、視聴してもらう等、調整を図る必要がある。

さらに、eラーニングと集合研修を釘守して実施する場合には、集会明言Eの際にeラー

ニングの進捗状況等を確認し、視聴が進んでいない場合は視聴を推奨する。

一方、 eラーニングが修了してから関i静旧の集合研彦が実施される場合、集合研修

に入る前の期間は、受講生は他の受講生との交流を持ちにくく、学習コミュニティが形

成されにくいことから、意図的に意見交換の場を設ける、 BSSシステムを活用する、他

の科目の集合研彦を時時lに組み入れる等、学習コミュニティの形成にも配慮する必要

がある。また、集合研修に入る際には、 eラーニング科目の授業内容に関する修得状況

を確認し、理解不足や質問の多い内容について、研修として復習を行い、対面て雪棋を

確認しながら演習につなげる等、理論と実践を連動させる工夫が必要である。

3）童童会教育担当者の能力

2）て示したように講習会を運営するために塾宣担当者には次の能力が求められる。

( 1）教育計画立難色カ

講習会の教育内容と配列は目的の達成に大きく影響する。現J伏の看護基礎教育の批

判的分析に加え、保健医療福祉と看護等の動向と看護基礎教育への社会的なニーズか

ら講習会に必要な内容を設定するためには、専門分野各科目に関連した最新の知見を

持っていることが必要である。

O担当者が知っておくべき主な事項

－保健師助産師看護師学校養成所指定規則

．看護師等養成所の運営に関する指導要領

．看護師等養成所の運営に関する手引き

－看護基礎教育課程の教育内容の構造
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－看護及工夫看護基礎教育に関わる検討会報告書

. eラーニング、を導入した看護師等養成所の専任教員養成講習会の実施方法に関する

検討会報告書

－講習会の畳Eを編成するための知識

(2）学習支援能力

受講主のレディネスは多様である。実務経験主は、実習指導者の壁土主経験生堂や

教員として1年～数年の勤務経験がある者等が混在すること、受講毅雄では、自分の

意志による受詩主上司等の監重宝職務上の命令によ亘受講笠が混在することである。

このような受講開始時のレデ、イネスが受講萱のモチベーションに影響することを意識

して、支援を行う必要がある。

また、受講者は、これまでの自己の仕事や考え方を客観化し批判的に分析する機会

が多くなるため、自己像が揺らぎ自尊感情が低下することがある。受講者のこうした

悩みを受け止め、受講者自身がセルフマネジメントできるように関わる必要がある。

さらに、講習会では演習に力点を置き、アサーティブに自己表現し、協働学習を通

して学ぶスキルを身につけ自他ともに成長することを目指す。受講者が自立した成人

学習者としての学習のマネジメントスキルを尉尋すると同時に、協働学習のグループ

ダイナミックスが個人の学習を促すことを理解できるよ うに支援する必要がある。

企Eニ主主担当者が知っておくべき主主事望

・アンドラゴジーの学習支援概念

(3）連携樹勤調整力

講師の教育目的・教育内容の朝手と適切な教育方法が受講者の学習を促進する。

71 

－看護教育制度および日本の高等教育制度と関違法規・看護及て培護基礎教育、医療に関

わる検討会報告書

• eラーニングを導入した看護師等養成所の専任教員養成講習会の期包方法に関する検討

会報告書

－講習会のカリキュラムを編成するための知識

(2）学習支援能力

受講生は看護師等の実務を 5年以上経験しているが、受講するにあたってのレディ

ネスは多様である。実務経験2軍主主主は、実習指導者の経験キ雪輩教員として1～数

年の勤務経験がある者が混在すること、受講毅臓の観報からは、自分の意思による受講、

上司等の示唆、職務上の命令などにより受講する者が混在することである。このような

受講開始時のレディネスが受講生のモチベーションに影響することを意識して、支援を

行う必要がある。

また、受講生は看護職員としての責任を果たしてきているが、講習会ではこれまでの

自己の仕事や考え方を客朝化し批判的に分析する機会が多くなるため、 自己像が揺らぎ

自尊感情が低下することがある。安講生のそうした悩みを受け止めつつ、受講生自身が

自己をマネージメントできるように関わる必要がある。

担当者は、受講生が自尊感情を保ちつつ、自己の受講目的の調整を計って学習計画を

立て、能力や個性を最大限に発揮しうるように支援するカウンセリングVインドと、ガ

イダンス機能を発揮することが必要となる。

さらに、講習会では演習に力点を置き、アサーテイブに自己表現し、協働学習を通し

て学ぶスキルを身につけ、自他ともに成長することを目指す。受講生が自立した成人学

習者としての学習のマネージメントスキルを取得すると同時に、協働学習のグループダ

イナミックスが個人の学習をも促進す盃ことを瑚手できるように支援する必要がある。

O担当者が知っておくべき事

アンドラゴジ－_J注牽堕Lの学習支援概念

( 3) ＝部市を選定し調整主ゑ盤カ

講師の教育内容（目的）の理解と適切な教育方法の選択が受講生の学習を促進する。
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そのため、謹~依頼堕には講習会の意義・位置付け・車念の理解を図ることが

重要であり、講義シラパスを求めるなどして調整を図る。開講後は講義資料とシラ

パスの内容の一貫性や、講師自身の童萱リフレクションから、講師と協働して内容・

方法の調整を行うことが望ましい。

企E二重重担当者が知っておくべき主主事望

・講習会の各童宣科目の内容に関わる知識、童萱笠Eの内容の構造化の方法

(4）制兄分析能力と開覇軍決能力（受講主に対してのロールモラール行動となる）

講習会空運営よ豆問題キ空軍環境の不具合等が発生した場合については、講習会

の目的から事態を分帆」、受講主の利益・杯リ益を考慮し担当、運営組織内で調

整して解決を図る。

企直ニ霊童担当者が知っておくべき主主事望

－教育、指導に関わる倫理

4）講師に期待するもの

企直二重主担当者は、受講生が講師に塑笠主主能力を担霊し、講師選定や教育内容・左

韮を調墜するなど、査童差主講習を企Eニ霊童する責任がある。次に挙げる講師ι塑笠主

主盃能力等を諦市に説明し、理解を求めるものとする。

( 1）看護基礎教育制度の中で、看護師等養成所が担う役割の理解

看護師等の免許は養成機関に関わらず一本化されている。したがって、看護学生の

卒業時の能力旦基本的な部分は同等であるとしづ見地に立って、看護師等養成所の教

員を目指す受講萱と看護基礎教育について協働的に学ぶという姿勢を持つ。

(2）アンドラゴジ一概念の理解に基づいた講義・演習の指導能力

演習では受講者の経験知を論理的に裏付けていくために、可能な限り 1グ、ノレープを
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そのため、依頼にあたっては講習会の意義・位置付け・理念の理解を図ることが重要

であり、講義シラパスを求めるなどLて調整を図る。また、 eラーニングを活用する

場合には、事前に eラーニングの授業内容を視聴してもらう等、講義及。慣習内容と

の調整を図る必要がある。開議後は講義資料とシラパスの内容の一貫性や、 eラーニ

ング科目と講義及び演習内容との整合性、講師自身の霊童リフレクショ ンなどから、

離市と協働して内容・方法の調整を行うことが望ましい。

0担当者が知っておくべき事

講習会の各霊童科目の壁宣内容に関わる量重宝知識、霊童内容の構造化の方法

(4）状況分析能力と問題解決能力（受講生に対してのロールモデル行動となる）

講習会を運営していく過程で問題が生じた場合や、学習促進のための環境調整にっ

とエ且ι講習会の目的から事態を分析するとともに、受講生の利益・不利益を考慮し、

運営組織内で調整して解決を図る。

O担当者が知っておくべき事

教育、指導に関わる倫理

4）講習会において講師に期待するもの （担当者が講師に説明する）

教育担当者は、講習会の講師に求められる能力を朝草し、詩館市の選定キ教育内容・方法の調

整に活かし、講習を意味あるものにする責任がある。次に挙げる諦市の能力等を、講習会の意

義、位置付けなどに含めて諦市に説明し、理解を求めるものとする。

(1）看護基礎教育制度の中で、看護師等養成所が担う役割の朝平

看護師等の免許は養成雄関に関わらず一本化されている。従って看護学生の卒業時の能

力は、どの養成機関で教育を受けたとしても基本的な部分は同等であるとしづ見地に立っ

て、看護師等養成所の蔓正教員を目指す受講生と看護基礎教育について協働的に学ぶとい

う姿勢を持つことが必要である。

(2）アンドラゴジ一概念の理解に基づいた講義・演習の指導能力

演習では受講生の経験知を論理的に裏付けていくように指導するために、可能な限り 1
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1人の講師が担当し、協働して学習の成果をあげていくように指導する。さらに、受

講者の能力を個別に評価し、学習を支援する力量が必要である。

(3）受講者の目標達成を評価する能力

担当する科目の目的・目標、教育内容、指導計画、評価計画を一貫性をもって受講

者に提示し、目標達成を支援する必要がある。また、講義、演習を通して教員として

の能力を街尋できたか、受講者の自己評価と照合し割面することが望ましい。

(4）科目評価と講習会の課島漸

受講主への指導過程およひ漫講萱の目標達成と課題認識を踏まえた自己の韮Eの実

践の分析から、当該科目の内容・教授方法を検討し、講習会の科目の改善等に貢献す

ることを期待したい。

3.修了認定の考え方

講習会の修了認定は、出席時間だけで修了を認めるのではなく、受講者自らが、各科目の学

習をとおして教員としての基礎的能力を獲得できたという認識をもって講習会を修了するこ

とが重要である。

1）既修得単位の認定の考え方

目標に向かって計画的に学習しながら学習姿勢を形成していくために、科目ごとに

評価を行う。科目の評価は次の通りとする。

(1）出席時間数が当該科目時間数の2/3以上であることを要件とする。

ただし、考慮、すべき欠席事由が発生した場合、課題等で学習内容を補充し、出席時

間数の一部よ上エ量生ることができるものとする。

考慮すべき欠席事由の範囲は社会通念から都道府県等の開催主体団体（実施主体）

が決め、個々の事由ごとに適用を検討する。

(2）科目目標に準拠して到達度について受講萱個人の学習結果を評価し、筆宣皇生~認定
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グループを1人の講師が担当し、協働して学習の成果をあげていくように指導する。さら

に、受講生個々人の学習マネージメント能力を評価し、個別に学習支援をする力量が必要

である。

(3）受講生の目標達成を評価する能力

担当科目の目的・目標、教育内容、指導計画、評価計画を、一貫性をもって受講生に提

示し、目標達成を支援する必要がある。

また、講義、演習を通して重正教員としての能力を獲得できたか、受講生の自己評価と

照合しながら双方向的に評価することが望ましい。

(4）授業評価と講習会の課題分析

受講生への指報量程および受講生の目標達成と課題認識を踏まえた自己の授業実践の

分析から、当該科目の教育内溶・方法を検討し、講習会のカリキュラムの改善に貢献する

ことを期待したい。

3.修了認定の考え方

講習会受講者は教員として能力を発揮することを求められるn そのため、出席時間だけで受講

の修了を認めるのではなく、受講生自らが、各科目の学修をとおして望主主教員としての基礎的能

力を獲得できたという認識をもって講習会を修了することが重要である。

1）科目履修認定の考え方

目標に向かつて計画的に学習し、結果の自己評価を通して新たな学習課題へ

の取り組みをマネージメントするという学習姿勢を形成主盃主並区L科目毎に評価を行う。

科目の評価は次の通りとする。

( 1）出席時間数が当該科目授業時間数の 2/3以上であることを要件とする。

ただし、欠席の事由を考慮の上、課題等て学習内容を補充し、出席時間数の二盟三主主

ることができるものとする。

考慮する欠席事由の範囲志社会通念から都道府県が決め、個々の事由毎に適用を検討す

る。

(2）科目目標に準拠して受講生個人の学修結果を評価し、科目履修認定を行う。科目履修認、
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を行う。科目履修認定の評価基準は原則として次の通りとし、 C以上をもって当該科目

を盤聾したものとする。

A 目標は村長達成している

B 目標は遥i成している

c 目標は一応達成しているが努力を要する

D 目標は達成していない

(3) eラーニングを活用する科目問主鐘霊盤までeラーニングよエオ子う。

原則として1コンテンツの視聴を終了するごとに、コンテンツの内容を理解したこ

とを確認するための「確認テストIが設定されているとともに、 1講習科目の全コン

テンツの視聴を終了すると、単位認定のための「科目履修認定テストJが設定されて

いるため、結果を確認するロ

(4）専任教員蓋盛講習会で一部単位を取得し、何らかの都合で別の実施主体て呼也の単位

を取得する状況になった場合は、申請にもとづき単位認定を行うことができるが、次

の点に留意する。

宣教育内容が深く連関する講義科目と演習科目については、学習効果の観烹から同一

講習会で樹立を耳鳴することが望まし川

②講習会責任者（実施主体責任者、都道府県直営の場合は看護府政担当者）は、受講

者からの申請に基づき、個々の既修の学習内容を評価し、別紙1の専任教員養成講習

会の教育内容に相当するものと認められる場合には、総必要単位数の1/2を超えない

範囲で、当該講習会における履修に替えることができること。

③講習会責任者（実施主体責任者、都道府県直営の場合は看護行政担当者）は、受講

開始後から受講後3年以内に必要単位を取得することにより、本講習会を修了したと

認めるものであること。

盛講習会責任者（実施主体責任者、都道府県直営の場合は看哲子政担当者）は、→E

科目の単位を取得した後、相当の期間が過ぎている場合は～当該挙位科目の教育内容

の朝草を評価し、認定の可否を判断することが望ましい。

(5）本講習会は、他の講習会や大学等との互換を想定して単位制とするとともに、他の

講習会や大学等で取得した単位の互換を認めるものとする。

阜大学等で制等した単位の認定については、講習室の基礎分野「教育の基盤jの内容

74 

定の評価基準は次の通りとし、 C以上をもって当該科目を履修したものとする。

A 目標は判示達成している

B 目標は達成している

c 目標は一応達成しているが努力を要する , 

D 目標は達成していない

( 3) eラーニングを活用する科目については、単位認定までを eラーニング運営団体が行

うので、その結果を確認する。

(4）専任教員講習会で→日単位を取得し、何らかの都合で別の実施主体で他の単位を尉尋す

る状況になった場合は、申請にもとづき単位認定を行うことができるが、次の点に留意す

る。

0教育内容が深く連関する講義科目と演習科目については、学習効果の観長から同一講

習会で単位を尉尋することが望ましい

（新設）

（新設）

0一審！軒目の単位を耐尋した後、相当の期聞が過ぎている場合は、当該単位科目の教育

内容の理解を評価し、認定の可否を判断する。

(5）本講習会は単位制とし、大学等で買主主写した単位の互換を認めるものとする。主主笠i三進

学する場合に単位の認定・履修免除の申請を行うことができるように配慮する。

♀大学等で取得した樹立の認定については、講習会の基勝輝彊童教育の基盤よ歪2血

全日本病院協会　医療行政情報 
https://www.ajha.or.jp/topics/admininfo/



と同等の内容であると見なすことができる科目を大学・大学院等で履修し単位を取得し

ている場合は、「教育の基盤Iに設定した科目の履修を免除できるものとする。

（削除）

2）修了認定

( 1）全ての科目の皇盤認定を受けていること。

(2）専任教員養成講習会は厚生労働省が認定する都道府県の事業や実施主体の事業であ

ることから、修了認定は開催都道府県の知事や実施主体の長とする。

(3）なお、eラーニングを活用する科目は、運営団体からの単位認定の情報を確認するこ

と。

（削除）
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の内容と同等の内容であると見なすことができる科目を大学・大学院等で履修し単位を

臨写している場合は、［霊童教育の基盤l」主2盤Lに設定した科目の履修を免除できる

ものとする。

(6）受講者のうち、実習指導者講習会及び特定分野における実習指導者講習会において、専

任教員養成講習会のeラーニング科目を修了している者については、当該科目の履修を免

除することができる。

2）修了認定

( 1）全ての授業科目の履修認定を受けていること。

(2）専任教員養所講習会は厚生労働省が認定する都溜守県の事業であることから、修了認定

は開催都道府県の知事とする。

(3）なお、 eラーニングを活用する科目については、運営団体からの単位認定の情報を確認す

ること。

注アンドラゴジ としての教育

マルカム・ノーノレズが提唱した概念であり、中核概念は「おとなは自己決踊句であるJと

いうことである。ノールズはこの前提に含まれる意味を5点あげている。

0学習の雰囲気は，自分は受容され噂重され支持されているのだとおとなに感じ

させるべきであり、「雑市と学生のあいだに共同探求者としての相互性の精神Jが柄生す

るべきであるn

O学習ニーズの自己診断プロセスに学習者がかかわることを重視すべきである。

0学習者は、朝市から学習の進め方や学習内容に関する情報を受けながら、自分自身の学習

を計画するプロセスにかかわるべきである。

C教育・学習のプロセスは、学習と樹市の共同責任であり、「教師Jは教授者というよりは

むしろ情報提供者や学習のつなぎ役になる。

0学習者は、自分たちの進行の証拠を自分たちで得る手助けを耕市にしてもらいながら、自

己評価を行うべきである。
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N.講習計画、運営の評価

講習会終了時に講習計画・運営について評価を行い、次回の開催時に活かすことが必要であ

る。受講者が、修了とともに自立した教員として能力を発展させる能力の獲得のみならず、学

習体験内容や学習環境の質も評価する。また、実務に就いてからの能力を追跡評価し、講習会

の企画・運営の評価の資料とすることも必要である。

1.講習計画の評価

講習終了ι生ビι講習の妥当性や’適切性を確認し、目的の達成度を判断するものである。

基本的には講習に関わる全ての人が評価対象になる。

1）目的、目標、内容、方法、講師、教材の適切さ、講習の開催期間、時間、場所、経

費の適切さなどの講習の企画・運営の評価

2）講習会の到達目標の達成度の評価

3）受講者の達成感や満足度の評価

4) eラーニング、を活用した場合、活用科目や受講期間の設定等の評価

（削除）
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出典より『おとなにとっては、ほかのおとなに判断されることほど自分が子どもであると感

じることはないn それは、ほかの人に判断される場合に経験するように、尊重して

いないことと依存していることという究極のサインになるからであるJ

出典：『成人教育の現代的実践ぺダゴジーからアンドラゴジへ』

マルカム・ノールズ著、堀薫夫、三輪健二監訳鳳書房、 2002

W講習計画、運営の評価

講習終了時に講習計画・運営について評価を行い、次回の開催時に活かすことが必要である。講

習会の目的は、まず修了盟三重正教員として旦基杢担主能力を欝与することであるが、受講した経

監主重主h自立した教員として実務において能力を発展させていくことができることも目指して

いる。そのような講習が期包できているかどうかを評価し、講習会の内容・方法を充実させていく

ために、受講生の講習修了時の能力の轡専のみならず、学習体験の童、学習環境の質も評価する。

また、実務に就いてからの能力の発展を追跡評価し、講習会の企画・運営の評価の資料とすること

も必要であろう。

1.講習終了時の評価

講習終了堕笠置盤l主L講習の評価として研修プログラムの妥当性キ遁切性を確認し、重童全

の目的の達成度を判断するものである。基本的には講習に関わる全ての人が評価対象になる。

1）目的、目標、内容、方法、講師、教材の適切さ、講習の開催期間、時間、場所、経費の適

切さなどの講習の企画・運営の評価

2）養成講習会の到達目標の達成度の評価

3）講習会受講者の達成感や満足度の評価

4) eラーニングFを活用した場合、活用科目や受講期間の設定等の評価

脂用可能な資料の例

－諦市の講義、演習の指導計画とその評価

．受講生による授業評価

－受講生による能力評価（講習会修了時）

－受講生による学習環境評価と学習環境調整に係る資料・講習会担当者による講習

会計画と運営方法の評価
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2.実践の場における受講結果の事後評価

必要に応じて講習会修了者の教育実践状況を把握し、その結果を企画・運営に反映させ

ることが望ましし、。

第2部教務主任養成講習会

I.基本的な考え方

1.意義

看護職養成の基盤である看護基礎教育において、看護師等養成所は自らの教育理念にも

とづいて教育機能を発揮し、地域社会の要請や国民の期待に対応している。その看護師等

養成所において、カリキュラム運営の先進者であることが教務主任の役害l牒能でもある。

したがって、教務主任には、リーダーとして教育事象に潜む課題を分析し、課題解決を図

るために教員等を組織化し、協働連携して創造的に学校を管理・運童する能力が求められ

る。看護師等養成所において、統括的役割を果たすために必要な能力を開発するため、教

務圭任養成講習会を設ける。

77 

－講習会計画の変更・調整に係る資料、受講生の指導に係る資料

．行政担当者または講習会事務担当者による予算新子に係る資料

2. 実践の場における受講結果の事後評価

必要に応じて講習会修了者の教育実践伏況を把握し、その結果を企画・運営に反映させるこ

とが望ましい。

第2部教務主任養成講習会

I.教務主任養成における基本的な考え方

1. 教務主任養成の意義

戸、，

グローノ勺レ化する担金における生活ニーズの多様化、保健医療福祉システムの複雑化の中

で、人々の健康への要請が高まっている。社封句要請に応える上で、看謹職の役割拡大が求

められ、質の高い看護ケアが提供できる看護職の育成に対する国民の期待且主主どL

看護軍装育成の基盤である看護基礎教育において、看護教員は、基礎となる教育内容を精選

し、教育方法を駆使しながら系統的に教授し、カリキュラムを運営している。それぞれの教

育機関が自らの教育理念にもとづいて教育機能を発揮する上では、カリキュラム運営を担う

教務主任の役害l機能が要である。運営においては、学生の多様化、保健医療環境の変化に伴

う臨地実習を行う学習環境の確保・整備の困難などから派生する様々な課題の解決が求めら

れる。

したがって、教務主任には、リーダーとして教育事象に潜む課題を分析し、課閉献を図

るために重重教員を組織化し、協働連携して創造的に学校を管理・韮童する能力が求められ

る。

そこで、看護師等養成所において看護教育を推進する上で、指導的役割を果たすために必

要な能力を開発する教育謀程として、教務主任養成講習会を設ける主?.!!.2主主ゑ。重宝亘ど塾

授活動を組織化できる看護教員リーダーを養賦することは、看護教育の質の向上につなが

り、ひいては質の高し、看護ケアに対する社会的要請に応えることになる。
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2. 位置づけ

教務主任養成童童全は、盟主虫垂墨業務に従事した者やそれと同等以上の学識経験を査

すると認められる者が教務主任としての専門的能力を培うための講習会である。

3.重金

教務圭任養成講習会の主眼は、「看護基礎教育における統樹惟割を果たす能力Jを育成

することである。高度な教育実践力、広い視野と批判的思考能力、創造力を養う必要があ

る。このような教務主任を育成するためには、看護基盤整宣旦経験知を活用して、主埜運

営が目指すものを概念化できる能力を養う必要がある。

4.基本方針

＜教務主任に求められるもの＞

皇看護基礎教育の本質を常に演鐸するとともに、学生に対する効果的な教育方法丞豆重

重教育課程の編成等の教育に関する知識・齢制こっし、て習熟していることが求められ

豆L

＠地域や臨床で求められる老含護実践力にも精通し、これからの看護基礎教育の動向を予

測しながら、新たな看護教育活動を倉lj造する能力が求められる。

＠学生の個人あるいは集団のレディネス把握、及び教員のレディネス把握に熟知し、円

滑なカリキュラム運営に向けた調整や連携に必要な資源を活用する能力が求められる。

盆学抗軍営に起こりうる課題や問題事例に倫醐句に向き合い、真塾な態度で管理者責任

が果たせること、リスクマネジメントにおいて関係者がチームとなって対応・解決しう

るための統制カを身につけていることが求められる。

2.教務主任養成の位置づけ

教務主任養成は、看護職の某緯である「看誇某礎教育J修了後に免許を得て臨床て看護職

としての一定期開業務に従事した上で、「看護教員養成Jて号護教員としての基礎的能力を

培い、それにもとづく看護教育の組験を持つ看護職が履修するものである。教務主任養成の

教育課程は、自らの看護教育の実践内容を理論で検証する学問的追究を教育内容としてお

り、大学院に相当する課程であるといえる。

3.教務主任養成の至急念

教務主任養成の主眼は、「看護教育における量霊的役割を果たす能力jを育成することで

ある。そのためには高度な看護教育実践力、広い視野と批判的恩耕助、倉l瞳力を養う必要

がある。このような教務主任を育成するためには、理論から実臨へとし、う従来の考え方から

脱して、看護組験に基づいた耳輪腕組程を踏む教育を行う。

4.教務主任養成における基本方針

1）教務圭任に求められるもの

0教務主任は、教育の本質、看護実践と、その効果的な教育方法およびそれを碁曜とした教

育課程の編成等の教育に関する基礎的能力を身につけていることが必要である。それに指

導者として必要な看護教育に関する専門的知識の学習を加え、これからの看護教育の動向

を予測しながら、新たな看護教育活動を倉瞳する能力を養う。かつ学生、看護教員の教育、

関係者の調整・管理に必要な学習をし、円滑に学校運営ができる能力を養う。

0看護教育の実節句な向上のためには、学機目織における高度な意志決定を教務圭任が担え

るようになることが重要である。そのためには、単に学校経営に関する知識を持つことだ

けではなく、実践的に運営できるカ、特に意思決定カを身につける必要がある。

（新設7

（新設）

⑤学校経営に関する知識を持ち、実践的に運営するカや意思決定カを身につけることが｜ （菊融）
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求められる。

（削除）

E 講習会内容

1. 童宣金空目的・目標の考え方

（削除）

1）講習会の目的

看護学教育における教育課程の管理能力および敬員に対する指導力を養い、霊童学校

を健全に運営する能力とカリキュラム運営を推進する能力を啓発する。

2）霊童全2目標

( 1）看護基礎教育における課題を改善するための専門的知識を学び、新たな教育方法等

を創遣する能力を養う。

(2）教育機関における管理運営に関する概念を理解し、看護基礎教育に係るマネジメン

ト能力を養う。
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2）本ガイドラインの活用に関する考え方

0教務主任の教育方法においては、看護教育実践の経験、看護苧教育の事象を分析し、その問

題を的確に捉え、新たな看護教育活動を創り出す方法をとる。

0時代や祉会の動向に対応した看護実践カに裏付けられた教務主任の養成のためには、教育課

程を常に検討していく必要がある。

0教務主任養成の運用に関しては、受講生が目的を達枕するための企画・実施を行い、受講生

の達成度、満足度からプログラムを評価し、次のプログラム企画に反映するn

E教務圭任養成における教育課程

1. 教育目的・目標の考え方

教務主任には、教育事象に潜む課題を分析し、その解決を図るために看護教員を組織化し、

協働連携して創造的に学校を管理・経営する能力が求められる。そのために1）看護学教育

について専門的知識を学び、看護学教育にこれを適用する能力、 2）教育機関における管理

運営に関する概念を理解し、教育効果を高める能力、 3）看護学教育上の問題の分析を行い、

それに必要な解決方法を見いだし実践する能力が必要であるのこれらの能力は、実践をとお

して教育の場で統合されるものである。

したがって、以下の目的・目標を位置づける。

1）教育目的

看護学教育における教育課程の管理能力およひ教員に対する指導力を養い、学校運営を

推進する能力を啓発する。

2）整宣目標

( 1）看護学教育について専門的知識を学び、肴護学教育にこれを適用する能力を啓発する。

(2）教育機関における管理運営に関する概念を理解し、教育効果を高める能力を啓発する。
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(3）カリキュラム運営の問題分析、互立解決方法を見いだし実践する能力を差L

2.講習会の内容

1）専門分野の考え方 、j
講習会の内容の構造は、看護基礎教育の管理者として必要な内容を中核に科目を構成

する。

( 1）専門分野の学習内容の要点

①教員に対する指導カを養うことができる内容

②カリキュラム運営の管理能力を養うことができる内容

③学校運営の推進力を養うことができる内容

④教育上の問題を分析し、総針句な判断力を養うことができる内容

(2）専門分野の教育内容

①「看護教育方法・評価J

・「看護教育方法・評価開発」は看護基礎教育において教育方法の質を高めるため、具

体的な方法を教員に指導できることをねらいとする。また、学生の｛朗宇闘兄を踏まえ、

現状からの改善や提案について協同しながら評価のしくみ等を分析し、妥当性と信頼

性のある評価ができるようにする。

・「看護教育方法・評価開発演習」は講義で得た知識をもとに、現在の教育方法が学生

の教育目標の達成度に照らした教育方法であるか、自校の特性や課題を実際に明らか

にし、その課題を解決するための方法についても演習していく。

②［看護学校経営」

・「看護学校経営益Jは、学校経営よ墨童の理論を基礎に看護学校運童のあり方を考

察し、教育実践への適用能力を高めるために設定する。教育機関として望ましい経

営・運営の手法を学ぶためには、成果が上がっている機関や有首緒、あるいは研究成
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( 3）看護学教育上の問題の分析を行い、それに必要な解決方法を見いだし実践する能力を啓

室主盃L

2. 教育課程の栴畳 （図3: 45ページ）

1）専門分野の考え方

看護教育の管理者として必要な内容で構成する。

任激員に対する指導力を養うための内容

e盤宣翠翠の管理能力を養う主生虫内容

③学杭軍営の推進力を養うための内容

笹滑護教育上の問題を分析し、総合的な判断力を養うための内容

五L専門分野の教育内容の考え方

整宣内容の構造はー看護教育の管理者として必要な内容を中核に科目を構成するo

q激員に対する指導力を養うための内容

「看護学教育方法論1「看護学教育方法演習J「看護学教育評価論J「看護学教育評価演習I

主主~r看護主教育方法蓮童むは、看護学教育において教育方法の質を高めるため、具体

的な方法を教員に指導できることをねらいとして設定するn 「看護主教育評価演習」は、看

護学割面の問包有、を改善する考え方や評価方法を追究し、妥当性と信頼性のある評価が実践

できるようにするために設定する。

（新設）

②教育課程の管理能力を養うための内容

「看護学教育課程開発j 「看護学教育課程開発演習Iをおく。「看護学教育課程開発Iは、

看護学校教芋課程の動向を理解し、看護学教育課程のあり方及び開発の方法を学ぶために設

ける。「看護学教育課程開発演習Jは、理論を踏まえ、看護学教育のあり方を追究しながら、
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（削除）

果の知見等からリーダーとして組織内外の資源、を活用し積極的に学ぶことが重要で

盈豆L

－「看護学校経釦寅習」をおき、講義で得た知識をもとに経営管理が図られ、地宛院主会

にとって必要とされる学校を率いる能力を演習で高めていく。

③「看護教育課程開魔j

・「看護教育謀程開発」は、最新の動向を読み解きながら、看護教育課程を多角的に分

析し、領域横断等の手法等を先進的に柔軟に開発していく手法を学ぶために設ける。

・「看護教育課程開発演習Jをおき、講義て習得した内容を踏まえ、看護基礎教育のあ

り方を追究しながら、祉会の変化、学習者の変化に対応した看護教育課程の開発の考

え方についての理解を深めるために演習を行う。

（削除〉
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社会の変化、学習者の変化に対応した看護学教育課程の開発の考え方を深めるために設定す

豆L

③学校運営の推進力を養うための内容

「看護学校経営1「看護学校経営演習jをおくn 「看護学校経営I「看護学校経営演習jは、

学校経営の理論を基礎に看護学校経営のあり方を考察し、教育実践への適用能力を高めるた

めに設定する。

笹漕護教育上の問題を分析し、総合的な判断力を養うための内容

「看護学教育開発演習Jをおく。「看護学教育開発演習jは、看護教育上の問題を分析し、

解決するカを養うために、自らの教育事象を分析し、課題解決を図ることをねらいとして設

室主主L

そして、これらの内容の某縁となる看護学の内容に「領域別看護論Jがある。自らの専門

領域だけでなく、各看護領域の現状と課題及び展望を把握し、看護学全体が捉えられるよう

に設定する。

3）授業内容の配列に関する考え方

受講生の教育課程の管理能力を養うためには、看護学教育課程開発演習がある程度終了

した後、看護学教育方法演習、看護学教育評価演習を行うことが、教育課程の全体の瑚草

につながり、効果的である白また「教育課程の管理能力を養うための内容J「教員に対する

指導力を養うための内容Jを瑚草した上で、看護学校経営演習で、教育現状の分析を行い、

実践可能ftPJ手決方法を考えることによって、学校運営の推進カが養われる。

看護学教育開発演習は、上記の内容と平行しながら、最附句に自己の課題解決が図れる

能力が身につくよう配列することが望ましい。
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立ー呈壁方法の工夫

（削除）

教員の資質として、主体的に学習する姿勢を基盤に持ち、自身の考えに確かな根拠を持

つことが重要である。そのために、単に新しい知見で開発することだけではなく、自らが

教育の意味や看護の専門性を深く探求していけるように、演習形態の授業を多く設定す

る。

4.単位 ・時間数の考え方

本講習会の単位・時間激の考え方は、原則として講義1単位 15時間、演習 30時間、

実習45時間とし、大学設置基準（昭和31年文割渚令第28号）の考え方に準ずる。
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三上皇室方法の工夫

教員の資質として、主併旬こ学習する姿勢を基盤に持ち、自らの考えに確かな根拠を持

つことが重要である。そのために、単に新しい知識を教授することだけではなく、 自らが

教育の意味キ看護の専門性を深く探求していけるように、演習形態の授業を多く設定する。

互L単位・時間数の考え方

単位・時間数の考え方は、大学設置基準の考え方に準ずる。

学校経営の推進力を重量うための内容

」重霊堂笠笠笠ι
『看護学校経宮市習j

聖堂固に封する指導力を韓うための内容

「看護学教育方法酪j

f看護学量育方睦撞習j

f若聾掌量省群価瞳l

『着車掌輯官評価活習1

世官課程の管理能力彩著うための内書

「着富掌量脊謀程開書1
1著書牢教育毘再開措置習1

看書教育上回間闘を骨折し‘総合的な判断力を養うための内容

『看護学教育開帯植習 l

図3 教育課程の構造
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m.教務主任養成講習会における運営の考え方

看護師等養成所の教育の質を担保するためには、教務主任及びその予定者が、最新の看

護基礎教育の動向を踏まえて養成所等の運営・管理及t夫教員に対する指導を行うために必

霊主能力を蓋立ことが重要である。

教務主任の任に有る者またその予定者が、看護師等養成所の運営・管理についての系統

的な研修として、 eラーニングの活用や長期ル何段を活用した講習会の実施などの工夫をしな

主主計画的に教務主任養成講習会を受講できるような講習会の運営が期待される。

1. 組織体制

第 1部専任教員養成講習会直「運営の考え方」 1-1）、 2）に準じる。

2.企直・運営の実際

1）企画

(1）開催の工夫

教務圭任養成講習会を都道府県単位でF剤雀するには該当者が少ないことが考えられ

るため、複数の都道府県て協力して開催するなど工夫が必要である。開催方法の工夫

については、第1部専任教員養成講習会m-2-1)cuを参照のこと。

講習会の期間は、以下に留意して設定する。

①杢童宣全11-2-_u_に述べたように、内容の菌研lと進度を考慮して董宣科目を漸次

開講し、前提となる童萱内容にもとづいた演習ができるようにすること。

②前提となる講習内容を含む科目と演習の期聞が空いてしまうことや、複数年に渡る

履修は、学習した内容を統合して教務主任としての能力を形成する観長から配慮を

要する。

③ 受講重が演習後にも思考を深める時聞が必要であるため、 十分な自己学習ができる

ように配慮する。

(2）開催計画

第1部専任教員養成講習会に準じるものとし、一部について留意点を挙げる。
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、、

皿教務主任養成講習会における運営の考え方

看護師等養成所の教育の質を担保するためには、教軍事主任およびその予定者が、最新の看護学

教育の動向を踏まえて教育内容を届嶋干する能力を備えることが重要である。

現在は、看護教員養成講習会修了後に看護師等養成所の管理・運営について系統的な研修を受

けることなく重責を担っている教務圭任もいるn そのため、教務主任の任に有る者lお夏やかに、

予定者は計画的に教務主任養成講習会を受帯することが望ましい。

1.運営するための車部設体制

第 1部専任教員養成講習会皿「運営の考え方Jに準じる。

2.園量・運営の実際

1）霊童全豆企画

( 1）開催の工夫（担当 ：都湖守県看護行政担当部署）

0教務主任養成講習会を都道府県単位で開催するには該当者は少ないことが考えられる

ため、複数の都湖守県で協力して開催するなど工夫が必要である。開催方法の工夫に

ついては、第1部専任教員養成講習会田の「開催の工夫」を参照のこと。

C講習会の期間は、次の①～＠に留意して設定する。

①11-2-3）に述べたように、内容の配列と進度を考慮して童茎科目を漸次開講し、前

提となる教育内容に基づいた演習ができるようすること。

②前提となる整宣内容を含む科目と演習の期聞が空いてしまうことや、複数年に渡る

履修は、学修しだ内容を統合して教務主任としての能力を形枕する観有、から配慮、

を要する。

③本講習会ではー演習科目を多く設定しているの演習は、各受講生が事前学習をして

臨む必要がある。また、演習後にも思考を深める時聞が必要である。そのため、

十づまな自己学習活動ができるように配慮する。

（＊演習の意義はII-2-4）ー（1）を参風）

(2）当該年度の講習会の企画

第1部専任教員養成講習会に準じるものとし、一部事項について留意点を挙げる。
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講習会の目的・目標、期間、科目とその内容及t胆当調市、重萱計画、授業進度表、

授業評価に関する事項を検討する。

－詩館市雲択時の留意事項

この講習会では、既に看護師等の養成を経験している者が、 自らの教育実践及び

看護基礎教育に関わる事象、研究成果を批判的に検討して学習を進めていく。その

ため、受講者のレディネスを把握し、受講者が主榊句に演習に参加できる、アクテ

ィブラーニング等の理論に基づいた指導をできる諦市を選択する。

2）運営（主として企画・運営担当者が行う）

第1部専任教員養成講習会 m-2-2）に準じる。

3）企直二重賞担当者の能力

第1部専任教員養成講習会 m-2-3）に準じるものとし、一部追加事項を挙げる。

(1）盟量計画立難色力

企E二重童担当者が担ヱエおくべき主主主望

．看護学校管理の考え方

－経営に関する最新の考え方

4）都市に期待するもの

星よj韮専任教員養成講習会 m-2-4）に準じるものとし、教務主任養成講習会に

おいて強調したい内容を挙げる。

(1）看護師養成所等の管理・運営を担う教務圭任に必要な能力の理解

教務圭任が看護師等養成所の教育の改善向上を図るためにはJ広し苛見野と批判的L思

考能力J「創造力」「実話散防も理論への転換能力Jが必要であることを講師は理解し、

講義内容、方法を構想する必要がある。

ぐ削除）
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0講習会の目的・目標、期間、授業科目とその内容および担当講師、教育実習計画、授業

進度表、評価計画に関する事項を検討する。

・講師の選択（留意事明

この講習会では、既に看護師等の養成を経験している者が、自らの教育実践お

よて犬看護基礎教育に関わる整宣事象、研究成果を批判的に検討して学習を進めて

いく。そのため大朝期目当の演習を指導できる講師を選択する必要がある。

2）当該年度の講習会の運営 （主として整宣担当者が行う）

第1部専任教員養成講習会 m-2ー2）に準じる。

3）輩童全整宣担当者の能力

第 1部専任教員養成講習会 m2-3）に準じるものとし、一部追加事項を挙げる。

(1）整宣計画立案能力

0担当者が把握しておくべきこと （教務主任養成のための追加事項

－教務主任の業務の実態

・看護学校管理・経営に関する最新の考え方

4）講習会における講師に期待するもの （講習会担当者が諦市に説明する）

専任教員養成講習会 ll-2-4）に準じるものとし、教務主任養成講習会において強調した

い内容を挙げる。

( 1）看護師養成所等の管理・運営を担う教務主任に必要な能力の瑚平

教務圭任が看護師等養成所の教育の改善向上を図るためには、「広い視野と批判的思考

能力J「創造力」「実践知から理論への転換能力」が必要であることを謝市は理解し、講義

内容、方法を構想する必要がある。

(2）アンドラゴジ一概念の理解に基づいた講義・演習の指導能力

演習は受講生の経験知を論理的に裏付けていくように指導するために、可能な限り 1グル

ープを1人の諦市が担当し、受講生と協働して学習の成果をあげていくように指導する。ま

た、個々人の学習マネージメント能力を評価しながら、主E験知を学問的な理解に深めていけ

るように学習を支援する能力必要である。
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3.修了認定の考え方

第 1部専任教員養成講習会田一3-1) (1）～（3）に準じるものとし、一部追加事項

を挙げる。

( 1）教務主任養成講習会で一部単位を取得し、何らかの都合で別の実施主体で他の単位

を取得する状況になった場合は、申請にもとづき単位認定を行うことができるが、

次の点に留意する。

①教育内容が深く関連する講義科目と演習科目については、学習効療の観育、から同

一講習会で単位を酎専することが望ましい。

皇講習会責任者（実施主体責任者、都副守県直営の場合は看護符攻担当者）は、重

講者からの申請にもとづき、個々の既修の学習内容を評価し、別紙1の教務主任

養成講習会の教育内容に相当するものと認められる場合には、総必要単位数の 1/

2を超えない範囲で、当該講習会における履修に替えることができること。

3.修了認定の考え方

第1部専任教員養成講習会 fil-3に準じるものとし、一部追加事項を挙げる。

0教務主任養成講習会で一部単位を府与し、何らかの都合で別の実施主体で他の単位を関尋

する状況になった場合は、申請にもとづき単位認定を行うことができるが、次の点に留意

する。

①教育内容が深く連関する講義科目と演習科目については、学習効果の観長から同一講習会

で単位を取得することが望ましい。

（菊設）

③調会責任者（難主体難者、縦府県直営の場合活護行脚当者）は、霊｜ 慨）

講開始後から受講後5年以内に必要単位を取得することにより、本講習会を修了

したと認めるものであること。

盛講習会責任者（実施主体責任者、都副守県直営の場合は看智子政担当者）は、一

部劇目の単位を尉尋した後、相当の期間が過ぎてし、る場合は、当該単位科目の教

育内容の理解を評価し、認定の可否を判断することが望ましい。

4.大学等との単位の互換

本講習会は、他の講習会や大学等とのE換を想定して単位制とするとともに、他の講習会

や大学等で取得した単位の五換を認めるものとする。大学院等に進学する場合に単位の認

定・履修免除の申請を行うことができるように配慮する。

N.講習計画、運営の評価

第1部専任教員養成講習会NIこ準じる。
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②一昔障問の単位を取得した後、相当の期聞が過ぎている場合l丈当該単位科目の教育内容

の理解を評価し、認定の可否を判断することが望ましい。

4.大学院等との単位のE換

本講習会は単位制とし、大朝涜等に進学する場合に単位の認定・履修免除の申請を行うこ

とができるように画自意する。

看護学教育専攻等をおく大学院が増えてきていることから、受講者から単位認定申請が合

った場合は、慎重に審査する。

N 講習計画、運営の評価

第1部専任教員養成講習会Wに準じる。
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専任教員賛成講習会及び

教務主任養成講習会ガイドライン

令不日2年9月24日
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はじめに

看護基礎教育の充実に向けて、教員の質の向上は最も重要な課題の一つである。専任教員養

成講習会及び教務主任養成講習会ガイドライン（以下「ガイドライン」という。〉は、都道府

県等が実施する専任教員養成講習会及び教務主任養成講習会の質の向上と平準化を目的に、平

成22年4月に作成された。その後、 eラー二ングの導入により平成25年4月にガイドライ

ンの一部が改正され、今回の改正は3回目となる。今般、平成30年4月に設置された看護基

礎教育検討会における、将来、社会や地域から必要とされる看護職を養成するための教員養成

講習会のあり方の男直しに関する議論を踏まえ、ガイドラインを改正するに至った。

看護基礎教育検討会では、教員の負担が増大する要因として、実習施設の確保、カリキュラ

ム外での補講や演習等の学生の学習指導の増加、成績管理等の事務作業等が指摘されたところ

である。看護基礎教育の現場においては常に、教員には教育実践力や看護実践力の向上が求め

られているが、こうレた実情により、研修への参加が難レいなどといった状況が生まれてい

る。これらの課題や実状を勘案し、講習会の内容を精査し重複部分を削減するなどの教育内容

を整理しだ。主要な改正点は以下のとおりである。

・基本方針や到達目標では、将来を見据え、専任教員や教務主任が獲得レ強化すべき能力につ

いて記載内容を充実させた。

・令和2年度改正力リキユラAの趣旨を踏まえて科目ごとの教育目標と内容を詳細に記載レ

た。

・現行ガイドラインの「教員の教育実践力と講習会終了時の到達目標」の表を残レ、 「教育実

践力と教育内容の関係」 「教育内容一覧」の表など、重複箇所を削除した。

・現行のガイドラインの指導案例や教育実習評価表は講習会の運用において、すでに浸透して

いると考えられることから、ガイドラインの記載から削除した。

看護教員に関する講習会の教育内容や教育方法の精選を図ることで、これまでよりも運営企

画の柔軟性は高まるものと期待している。特に、 「図1 看護教員等に関する講習会の体系」

や「表1 教員の教育実践力と講習会終了時の到達目標」を、各実施主体で行う講習会の位置

づけの整理や目標設定の参考にしていただきたい。
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I 図1 看護教員等に関する講習会の体系 I 

［ 教務主任養成講習会 一一－－－－－－－－－ー一一一一一一－－－－－－－－－－－－－－1

！｜管理期｜ 看護教育課程開発 看護教育方法・評価開発 看護学校経営論 i !I = I 看護教育課程開発演習 看護教育方法評価開発論演習 看護学校経営演習 : 

i 【看護教育課程管理能力】 【看護教育実践能力及び評価能力】 【学校組織経営能力】 I
L－－－－－－－ーーーーーーーーーーー・圃園田園園田園園園圃園園園園園田－－－－ー園田園圃圃・ E ・E ・－ーーーーー＿＿.. 

．専任教員養成講習会 S・M ・....・ H ・.：•.・ H ・....・H ・.. . ...... . ..…...・H ・.....・H ・....・H・－…H ・H ・.....・H ・－－－－、

｜新任期｜

看護教育課程論
看護教育課程演習
専門領域別看護論演習
看護教育・制度論

【看護教育課程編成能力】

看護教育実習

看護教育方法論
看護教育方法演習

【看護教育実践能力】

看護教育評価論
看護教育評価演習

【看護教育評価能力】

看護学校組織運営論

【学校組織運営能力】

r実 習指導者講習会一一－－－－－－－－
【看護や自己の看護観の理解の深化】看護論・看護論演習※・看護教育課程論． 

【教育の基盤】教育原理・教育方法・教育心理・教育評価・情報通信技術※（※は専任教員のみの科目） ． 
．－－－－－－－ 

一一.- . ~~f::..O)盟主方ご主主習 ··~ 
日：；：〈〈看護師等：と じでの臨床経験 ：三：；：；：；：；~ j~ j~j~ j~ j~ j~ j~ j~ j~ ~~ j~ j~ j~ j~ j~ ~~ ~~ ~~ ~~ j~ j~ j~ j~ j~：※：；：；：； 
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第1部専任教員賛成講習会

I.基本的な考え方

1 .意義

グ口一jVレ化し続ける社会において、生活ニーズの多様化、疾病構造及び人口構造の変

化、保健医療福祉システムの複雑化が進行し、ますます人々の健康への関山は高まってい

る。このような背景を踏まえ、将来を担う看護臓の養成に対する国民の期待は大きし1。

看護臓を目指す人材が、看護基礎教育で培うべき能力を段階的、かつ効果的に獲得でき

るように、社会の変化に対応レながら、教育実践を展開レていく教員を育成するための必

要な講習会とレて、専任教員賛成講習会を設ける。

2.位置づけ

専任教員養成講習会は、規定の年限及び看護師業務に従事レた蓄が、教員としての基礎

的能力を培う課程である。ただし、大学又は大学院において教育に関する科目を履修した

者についてち、希望があれば受講を認めて差し支えない。

3.理愈

専任教員養成講習会の主眼は「看護基礎教育における教育実践を展開する能力」を育成

することである。質の高い看護ケ？を提供する看護臓を養成するためには、教員自身が、

豊かな人間性と創造力を持ち、教育観に基ついた教育実践力を身につける必要がある。こ

のような教員を育成するためには、理論から実践、実践から理論という理論と実践を往還

する講習が必要である。

4.基本方針

く教員に求められるもの〉

①教員とレて学生の人権を擁護するとともに、学生が人間の尊厳や倫理について考察で

きるように指導を行うこと。

②学生のレディネスを踏まえて、学生が主体的に学ぶことができる教育方法を推進でき

ること。

③習得した教育方法を個人や集団に合わせて使用すること。

④講義・演習・臨地実習指導において、意図的かつ計画的にJ受業引を設計・展開できる

こと。

⑤指導案作成において学生の目標達成に向けた教育内容や教育方法を明確にすること。

⑥実施した教育活動の指導過程及び指導結果に対する評価を行い、次の教育活動に活か

3 
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していく実践能力があること。

⑦新たな保健・医療・介護・福祉における課題を踏まえ、その中で看護臓が果たすべき

役割を理解レ疋上で、多職種と連携・協働しながら看護実践できる看護臓を養成する視

点をもつこと。

⑧専門職とレての自律性、創造性、協働性などの能力を育成するため、理論と実践の往

還や経験から学び、統合をはかること。

j主1 講義・演習・臨地実習を指す。

IL講習会の内容

1 .講習会の目的・目標の考え方

1 ）講習会の目的

看護基礎教育の教育実践に必要な知識・技術・態度を習得し、教員とレて創造的に活

動レ得る能力を啓発する。

2）講習会の目標

( 1 ）教員としての責務を自覚レ、学生の個性を尊重し対応する能力を養う。

(2）学生のレディネスに応じた掻業を展開する能力を養う。

(3）看護師等養成所の組織の一員として教育環境・体制を調整する能力を養う。

(4）自ら研鑓し看護基礎教育を追究する能力を養う。

3）講習会終了時の到達目標

専任教員養成講習会の目的及び目標を達成するために講習会終了時に到達すべき目標

を表 1に示す。 3つの能力『看護基礎教育の基盤となる能力』 『看護基礎教育実践の展

開能力』 『看護基礎教育実践の中で研鎖する能力』と、その能力形成に必要な要素を示

レ、さらに要素を定義づけレたものから 43の到達目標を明確にしている。体系化され

た教育内容を学んだ結果「講習会終了時における教員としての基礎的能力を反映した行

動（performance注2）」とレて到達目標をとらえる。 （表1:5ページ〉。

注2 教員としての感情・思考・判断を伴った実際的な教育活動における統合的な行動を指

す。
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表1 教員の教育実践力と講習会終了時の到達目標

能力 要素 定義 講習会終了時の到達目標

1 教員として果たすべき責務及び業務範囲を認
識する能力

1 組織の一員としての自己の果たすべき責務やその範囲について認識
レ、教員会議等で発言する必要性がわかる。

2 自分の専門的判断と行為に関する説明責任を
果たす能力

2 自己の看護基礎教育に刻する考えを明確にレ、それを学生に示すこと
ができる。

A 基本的責務 3 学習の成果や学生の反応から課題を見出し、 3 文献や有識者の意見から教員として果たすべき役割を見出すことがで

看
自己の役割を追求する能力 きる。

i重 4 自分の役割を果たす上での限界を、同僚あるいは関係者に説明でき

基
る図 。

礎 5 自分の言動が学生に及ぼす影響を自覚して、責任ある行動がとれる。

教 1 看護基礎教育l」おける倫理課題l」ついて理解 6 教員として知り得た学生の個人情報を保護できる。
育 レ、教育を実践する能力

の B 倫理的実践
2 学生の尊厳や人権をj斑議するとともに、意志 7 学生が立てた学習計画を尊重しながら、必要な助言ができる．

基 決定を支え擦問する能力

盤 8 学生の人権を侵害するような行動を避け、学生の支援を行うことがで

と きる。

な 1 相力互理酢 』レた媛悶関係を形成9る能 9 学生の個性を大切にし、個々の成長に応じて対応できる固
る
首E 2 学生の生活宵景や価値・信条、文化を理解す 10 学生の相談に応じる際には丁寧に話を聞くなど、学生の考えを受け比

力 c学生との援助的 る能力 めながらコミュニケーションをとることができる．

人間関係 11 I聖業では、学生の意見や要望を受け入れるような対等な関わりができ
る包

12 学生が臨t也実習よで体験する理想と現実の事離に対する戸惑いを受容
することができる。

学生の学習状況を即座に分析・解釈し、教育
13 ケア湯面において、対象の反応や学生のケア提供による影響を見極

め、媛肪の中i上・変更を決定できる。
D 教育的判断 1 的支獲のl必要性、支援方法の妥当性を判断す

14 学生がケアを対象の状態に合わぜて安全に実施できるように、対象のる能力
ベッドサイドで、ケアの改善点をタイミンクよく助言・指導できる。

1 学生の理解の成立のためにi畳業を計画する能
カ

15 学生の既習知識・経験・考え方を捉ス、 1豊業の到達目標が設定でき
る。

2 学生の反応に応じて浸業を展開する能力
16 自己の看護観と主主育観を踏まえた教材研究をし、 l受業内容を泊出でき

る。

1 
17 I受業内容を中核目標として、論理性のある順序で配列できる。

~ 
18 実習目標を達成するために、対象にi必要なケアや学生の実習体験を筈

~して、指導内容を他出できる。

生
の

19 実習目標を達成するために、対象の状況と学生の実習体験を壱膚し
て、実習指導方法を選択できる。

レ 20 保健師助産師看護師学校質成所指定規則と比較して、白絞または、毅
フー 育実習を行った獲成所のカリキユラムの特徴を述べることができる。

II イ
21 自絞または、教育実習を行つだ質成所等の看護基礎教育の現状を分析

ネ E 計画的な綬業展 し、力リキユラム上の課題を見出すことができるa

看 ス 開 22 j畳業では、学生の反応を捉えながら、教材・教具を提示し説明でき
i重 るa

基 応 23 j呈業では、発聞や指示、 KR情報を用いて学生の思考を促し、理解内
礎 じ 容の確認ができる。
教 た 24 学生が看護の現象について研究的態度で追求できるように、文献の倹
育 教 索方j去や読み方を指導できる．
実 育 25 学生が対象の状般に合わぜて安全にケアを実施できるように、ロール
践 実 モデル行動を示すことができる。
の 践 26 学生と対象の関係を捉えて、患者ー看護師関係形成の視点から調整の
展 力 必要性が判断できる。
関 27 学生に体験の娠り返りを促し、看護として意味づけられるように発問
首E できる．
力 28 学習内容が深化レていくようにグループダイナミクスを活用して、力

ンファレンスを運営できる。

29 I聖業目標の達成についての評価結果を指導に生かすことができる。
F 教育実践の評価 1 実施した教育を評価・修正する能力

30 指導過程を振り返り、用いた教材や指導妓術について、改善点を男出
すことができる．

G 協の働推進的教育活動 1 人々と協働して、学習の鑓を作り出す能力 31人々の協力を得て、毅育活動を新たに者えだすことができる．

2 H 教育活動l」おけ 1 鎮在的・潜在的なリスク等を明らかにし、起 32 学習活動の中で起」りうるリスクを予測し、事故を防止するための情

（本
る危機管理 こり得る事故を予測し防比する能力 報発信や環質調整などの対処方法が考えられる．

制教 教育システムを理解し学生が継続的・効果
33臨眠雪印いて、学習が促進するように、実習に必要な物昆や実習

の育 1 的な教育を受けることができるように人・
指導者の関係を整えることができる。

調環 ｜ 教育組織におけ 湯・情報を活用し、支鑓体制を調整する能力 34 必要に応じて、臨1也実習の指導責任者や指導者との連絡や調整の時期

整箆
るチーム連携 を判断できる。

能と
35 多職種との協同の必要性と、その中で看護臓が果たす役割について説

力教
明できる．

育 J 毅育組織の運営
1 毅育組織の一員として、質の局い教育実践を 36 自分が担当レている業務内容を同僚に話レ、意見を求める必要性がわ

運営できるように協働する能力 かる．

III 1 看護及び看護基礎教育の現象を分析し、看護 37 専門領I豆の内容に関する毅材研究において、テキスト・資料の内容を
学・看護教育学を深究する能力 批判的に検討できる。

看 K 専門性の向上 社会における看護基礎教育の役割について、
E重 2 人々の認識を得られるようにあらゆる揚で表 38 看護基隆教育の意義や実績を理解し、論理的に他者に説明することが

基 明する能力
できる固

礎 看護実践から得た知識や研究の成果を活用レ
る教 L 質の評価と改善 1 て、看護基礎教育を改善レ、教育の質を向上 39困難を感じた自己の教育実践を娠り返り、新たな知見に基づいた改善

能育 さぜる能力
点を見出すことができる。

力実
40教材の改善や開発に閉して能動的に行動できる。践

の 41専門領I或の研究の動向を把j屋レ、追求したいァーマを見出す」とがで
中 きる．
で 学ぶことへの動機（モチペーション〕とエネ

研 M継続学習 1 ルギーを維符させ、自分自身を娠り返り、専 42毅員として自己のあり方を洞察し、課題を見出すことができる。

鎖
門職とレての能力を保持・向上さぜる能力

43 専門領I或の看護実践力・教育実協力を向上させるために、実践的な内
す 容に関する学習を続けていくことができる。

＊受講生が体験をとおして獲得した能力を「到達目標」に示レだものである。fできる・できないJの行動のみを評価するものではない。

受講生が自己の課題を見い出し、今後の教育実践で解決レていく方向性を明確にするものである．
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2.講習会の内容

1 ）基礎分野 ・専門分野の考え方

講習会の内容は、基礎分野と専門分野で構成する。

( 1 ）基礎分野の学習内容の要点

基礎分野は教育の基盤であり、教育に係る一般的知識・技術として学ぶべき内容を主

とする。

①教員としてのものの見方、者え方を広めるための内容

②教育学に関する内容

③教育の対象である学生の理解を深める内容

④教育活動に情報通信技術や研究成果を活用できる内容

(2）専門分野の学習内容の要点

専門分野は看護学の教慢に関する内容であり、教員に欠かせない専門的な教育の知識

と技術を修得するだめの内容を主とする。

①教育内容の核I~＼となる看護学の理解と自己の看護実践と理論を統合できる内容

②侵業を設計し、展開する能力を養うことができる内容

③実践した教育を評価できる能力を養うことができる内容

④看護教育課程を編成する能力を養うことができる内容

⑤教員とレて学校の組織運営に主体的に関わる能力を聾うことができる内容

⑥教員とレてのあり方を考え、追求レ、高等教育における教員観・教育観を明確にでき

る内容

2）科目ごとの教育目標及び教育内容

講習会の内容及び目標は専任教員養成講習会実施要領（別紙一〉を参照する。

( 1 ）基礎分野

①「教育原理、教青山理、教育方法、教育評価」

・教育の基盤の4科目は、現行と同様に教育の本質や教授活動の基礎、学習者のレデ

ィネスを理解する意義や学習過程での教員の役割など、専門分野に繋がる学習の土

台である。

②「情報通信技術」

「情報通信技術」は新規科目であり、学校運曽に係る情報通信技術・知識を学15＼。

具体的には、受講者が情報リテラシーを思慮レながら能動的に活用できる教育のツ

ールとレて、通信妓術の種類や特徴、基本的な情報処理の操作や文献・活用方法等

6 
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を習得する。また、専門分野の学習につながるように、講習会の早い時期にこれら

を学習し、その後にクリティークにおける文献活用など演習形式の学習機会を設定

することが望ましい。

(2）専門分野

①「看護論」

「看護論」では、看護揚面に起こりうる倫理的課題に看護職とレてどう向き合う

か、学生の考察を深化させる関わりができるよう、看護基礎教育の実践の基礎とレ

て、受講者が自己の看護経験を看護の臨床知とレて明確にする。

「看護論演習」では、受講者が経験した看護揚面を探求し、受講者間で共有するこ

とで多面的な省察を目指す。また、同様に倫理的課題を洞察するなど、対象や家族

の二一ズに応じた看護の提供について学生に朗言できるよう、演習において自己の

看護実践を振り返り、看護の知の言語化を目指す。

②「看護教育論」

「看護教育・制度論Jとして、看護基礎教育の歴史的変遷を踏まえ、看護教育のあ

り方について考える。歴史的変遷や教育制度を背景として看護師等養成所における

教育理怠の意昧を理解レ、教員としての教育観の形成を聞ける。また、これからの

看護基礎教育を展望レながら、求められる看護職としての職業倫理と教育者として

の責務について学習する。

③「看護教育課程論」

「看護教育課程論」は看護教育課程の編成の考え方を中山に学ぶ。また、保健師助

産師看護師学校養成所指定規則や看護師等養成所の運営に関する指導ガイドライン

に示されている卒業時の到達目標を参照レ、新たに男宣された教育内容の趣旨や専

門領域の特徴についても学1510看護師等養成所の特徴を踏まえ、力リキュラム編成

のプロセスを体系的に学んでいく。

「看護教育課程演習」は令和2年度力リキユラム改正の趣旨や男直レの方向性を理

解レた上で、領域横断など、学生が効果的に習得できるよう柔軟な力リキュラム編

成を工夫する過程を学習していく。

④「看護教育方法」

「看護教育方法論」は、学生が学習目標を到達できる擾業設計、いわゆる指導案を

立案する内容である。文献や研究等で示唆を得た最新の知男を教援活動に反映させ

る手法ち習得する。講義、演習、実習等の短業設計について幅広く学習する。学生

理解に必要な学生観、看護の現象を教材化する教材観、教育者の教育上の工夫や留
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意点を明確にする指導観、それぞれの反映方法ち学1.5¥0

・「看護教育方法演習」では、講義で学んだ知識・技術をもとに、畳講蓄が指導案を

作成し模擬慢業を実施する。模擬捜業により白昼の特性や強みを知り、課題を男出

すことでより質の高い教育方法を身につける。

⑤「看護教育演習」

「専門領域別看護論演習」では、看護学の専門領域の概要とその関係性を理解し、

その領域における教育上の課題を明確にすることをねらいとしている。これからの

看護臓の役割は、看護の対象としての個人・家族等それぞれの背景等を考慮し、各

専門領域に特徴づけられた専門性の高い看護の実践を理解する。これらの専門性を

踏まえ、各専門領I或における教育内容を創造する過程を学ぶことが望まレい。

⑥「看護教育評価論」

「看護教育評価論」では、評定と評価の違いや形成的評価の意昧を理解レ、目標と

内容及ひ、評価方法の一貫性を学ぶことを重視する。

「看護教育評価演習Jでは、擾業評価の評価基準や試験問題等を作成レ、それに基づ

く評価活動の実際を体験することにより、 j受業と評価の一体化の理解を深める。ま

た、パフォーマンス評価等の複叡の評価手法を体験し、教育実習に活用する。

⑦「看護学校組織運営論」

「看護学校組織運営論」は、学校組織運営の基本的な害え方及び看護師等養成所の

組織運営と教員の役割を理解する。また、適正な学校運営のために保健師悶産師看

護師学校賛成所指定規則及び看護師等養成所の運営に関する指導ガイドラインにつ

いての理解を深める。

⑧「看護教育実習」

．「看護教育実習」は、学習し疋理論と実践を往還する科目とレて、看護師等養成所

において講義・演習・臨地実習指導を体験することで、教員の役割や実践的な教育

方法を学1.5＼＇。また、実施した教育活動の評価を行い、教員としての自己の課題を明

確にするとともに、看護基礎教育における教育実践力の向上を目指レ、さらに研鑓

に励む動機づけを得る機会とする。
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3.教擾方法の工夫

教員として、主体的に学習する姿勢を常に持ちながら、確かな根拠に基づいた教育を実

践することが重要である。そのために、本講習会では単に新レい知識を教慢することだけ

ではなく、受講者が自ら教育の意味や看護の専門性を深く探求していけるように、演習形

態の授業を多く設定する。演習により教育実践の体験をとおレて学15＼＇内容は、 「授業の観

察」 「講義、臨地実習の看護ケア揚面の指導、カンファレンス」などがあげられる。

また、新疋な知見や手法を看護基礎教育の手法に取り入れる積極性と技術、技能を持て

るよう、本講習会においてち教授方法や評価方法に IT技術等を取り入れるなど、最新技術

を取り入れ疋最適な教育環境の設定の工夫にち前向きに取り組める内容とすることが望ま

しい。

4.教育評価の考え方

受講者に苅する本講習会の評価は、知識や技術の到達度を的確に評価することにとどめ

ることなく、受講者自身の学15＼意欲や思考力、判断力、表現力などの能力ち含めた学習の

到達度を評価していくことが重要である。そのために、本講習会では従来の目標分析によ

る到達度評価だけではなく、評価対象者の獲得レた能力に着目レた評価項目を提示レてい

る。表 1にあるように教員に求められる「教育実践力」の要素や定義を参考とし「講習会

終了時における教員としての基礎的能力を反映した行動（performane）」を評価するこ

とが望ましい。

また、この到達目標は、受講者の学習指針とレて活用し、受講者が自ら自己の課題を男

いだレ、解決の方向性を明確にする指針でもある。受講者がこれからの教育実践の揚で、

到達した部分と課題である部分とを明確にすることが望ましい。

5.単位－・時間数の考え方

本講習会の単位・時間叡の考え方は、原則として講義 1単位 15時間、演習30時間、実

習45時間とし、大学設置基準（昭和 31年文部省令第 28号〉の考え方に準する。

m.専任教員賛成講習会における運営の考え方

「I.基本的な考え方」の「1.意義」 「2.位置づけ」に示した教員とレてのキャリア

開発の目的を達成するためには、企画・運営・評価システムを整え、関係者が連携してそれ

ぞれの役割を果たすことが重要である。

また、教育実践力の向上につながる演習などの能動的な学習ができる時聞を十分に担保す

る必要がある。
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1 .組織体制

講習会の運営は、科目の内容と教毘方法を中山とし疋全体の企画から始まる。講習会開

始後は受講者の受講状況を把握しながら、講師や教育実習受け入れ校等との調整を行う。

講習会の全科目修了後は、受講者の目標到達度評価に基づき、講習会の企画・運営の評価

を行い、事業の成果と課題を明らかにする。したがって、講習会運営組織を設置し、これ

らが体系的に実施できるよう組織体制を整えることとする。

1 ）講習会運営組織を構成する主な担当者とその役割

( 1 ）講習会責任者（実施主体責任者、都道府県直営の揚合は看護行政担当者〉

①講習会責任者は、専任教員養成講習会の実施要領と本ガイドラインに基づいて講

習会の企画・運曽・評価を進めていく責任者である。

②講習会責任者は、行政等関係者や講習会の企画・運営担当者との連携及び支援を行

い、講習会の進行全体の把握を行う。他施設との連携時には、調整責任者となる。

③講習会責任者は、関係者の意男を集約レて、問題を解決する能力が求められる。

(2）企画・運営担当者（講習会の実質的な運営全般の責任者〉

①企画・運営担当者は、講習会の基本方針に基づいて、講習会を円滑に運営するため

の中山となる者である。また、講師に科目内容の周知を行い、受講者には学習受講

環境への適応を支援し、講習の目的達成を促進する者である。

②企画・運営担当者は、最新の看護基礎教育の内容と方法及び課題等について認識レ

講師と連携を図りつつ、受講者の目標達成に向けて支援する能力が求められる。

③講習会の企画・運営担当者は、専任で1名以上とすることが望ましい。なお、 eラ

一二ングを活用する揚合は、 eラ一二ング関連業務の増加分を見込んだ人員の確保が

必要である。

2）講習会プログラムの企画・運曽組織（会議等〉

講習会の企画・運営・評価を円滑に進めるために、以下に準じる会議を設けること

が望まレい。

( 1 ）運営会議

企画及び運営を行うための会議であり、講習会責任者が開催する。この会議では

教育計画の策定や関係者の連携・調整を行い、最適な講習会の方法や内容について

具体的に検討を行う。修了にあたっては企画・運営の評価ち行う。

(2）講師会

①講師に講習会の目的を周知レ、受講者のレディネスに応じた教育が行えるようにす

るために設けることが望まレい。具体的な目的と方法は、開催都道府県担当者、実
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施主体責任者、企画・運営担当者が協議して決定することが望ましい。

②全体的な講師会の他に、演習科目や教育実習など複数講師が指導する科目は、科目

毎に講師会を行うことが望まレい。講師会が実施できない揚合は調整に赴くことが望

ましい。

(3）受講者の選阪に関する会議

受講者の選阪については、選掠に係る会議を設け、選販の目的、規準、方法を決め

て実施する。構成員は各都道府県もしくは実施主体が定める。

(4）修了認定に係る会議

修了認定に係る規程を設けて行う。認定の構成員は各都道府県若レくは実施主体が

定めて実施する。

2.企画・運営の実際

1 ）企画

( 1 ）開催の工夫（担当：都道府県看護行政担当部署等〉

看護師等養成所の教育の質を担保するためには、新人教員が専任教員養成講習会を

受講レ、擾業展開能力を始めとする教員としての能力を発揮レていく必要がある。そ

のため、各都道府県等の開催主体団体（実施主体〉は専任教員養成講習会を計画的に

実施し、看護基礎教育における基礎的な教育実践力を備えた教員を育成するための工

夫が必要である。

① 看護師等養成所の数と規模などから都道府県が単独で開催することが困難な揚合に

隣接する都道府県が協力し実施している例がある。

例 ： 隣接するA県とB県はそれぞれ4年に1回開催レている

A県開催 → 1年空き → B県開催 → 1年空き → 繰り返す

② 両県の専任教員養成講習会未受講者はいすれかの開催県で受講司能とする。

③ 地理的な問題や受講者の交通の利便性等を考慮レ、講師の確保が困難である揚合や

都道府県における実情を勘案レた上で、 eラ一二ングの活用を横討する。

④ 主催者は受講生の利便性を高めるために、年度内開催や年度を超えた開催ち考慮し

開催計画を立てる。

(2）開催計画

① 受講者選掠

・受講者の質の確保のため選阪を行う。ただレ未受講者の受講を促進するため、定叡

を確保するよう努める。

② 企画・運営計画
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・企画した内容に精通レた看護基礎教育関係者を、講習会の企画・運営計画立案に加

えることが望ましい。

・講習会の目的・目標、期間、科目とその内容及び講師、教育実習計画、進度表、

評価計画等に関する事項を検討する。

・科目と内容は、実施要領の別紙1及びガイドラインIl-2、表1を参照する。

・受講者が学習内容を関連づけて統合しながら学べるように、関連する講義と演習は

実施時期を近接させて計画する。

• eラー二ングを活用する揚合は受講者に不利にならないように、活用する科目ごと

の受講期間を設定する。

・講師は当該科目に関する教育経験や研究業績を考慮レて選定する。

－演習科目は受講者の思考を深めるために複数の講師をおくことが望まレい。

③ 講習会運営規程

・講習会運曽規程に次の内容を定める。

目的・定員・修業年限・始期及び終期 ・休業日・講習時間・講習科目と時間数・受

講資格・受講志願の手続き・受講者の選考・受講の手続き・受講の許司・欠席の届

け出・再試験・追試験・科目履修認定・講習会修了認定・修了証の侵与 ・受講者事

項の変更・証明書発行・懲戒（受講の停止〉

2）運曽

企画・運営担当者は、運営規程および各種の規程に従って、受講者の学習する権利の

保障と科目の四容の充実を図りながら、講習を効果的に運営する責任を負う。

( 1 ）受講者のレディネスを把握レ、学習のI~＼得や準備のためのガイダンスを行う。

① 講習会の意義、位置づけと教育計画、修了認定の規定

② 自立した成人学習者としての自覚

③ 提携及び利用司能な関連施設（図書館等）

(2）適宜、学習環境の調整を行う。

(3）講習科目の内容、教j受方法について講師と調整しながら学習を支援する。

(4）科目履修認定に関わる出席状況の把握を行う。

① 各科目の時間叡の2/3以上の出席の確認

② eラ一二ングを活用する揚合は、各受講者のコンテンツの視聴状況を確認

③ 出席時間部叡が不足レた揚合の指導（ill-3-1科目履修認定の考え方参照〉
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注3 出席時間については、 1科目を複数の講師がオムニバス形式で担当する揚合で

ち、その科目の全時間叡の2/3以上の出席で履修を認定する。

(5）受講者の健康に対する配慮

受講者の学習状況を把握し、受講蓄が生活リズムを整えながら学習できるように相

談・支援を行う。

(6) eラ一二ングを活用する揚合

eラー二ング運営団体と、受講者の登録等の調整を行う。

また、演習に必要な講義を聴講し、理解した上で演習を運営する際のマネジメント

を行う必要がある。このため、 eラ一二ングを活用する揚合には、講習科目のつながり

を確保するため、集合研修を担当する講師lこ関連するeラ一二ンク、適用科目の内容を十

分に理解し説明を行う等、調整を図る。さらに、 eラ一二ングと集合研修を並行レて実

施する揚合には、受講生のeラ一二ングの進捗状況等を確認する。また、同じ科目の受

講生どうしで意見交換できる掲示板を活用するよう説明する、などの支援を行う。

3）企画・運嘗担当者の能力

2）で示レ疋講習会を運営するために企画・運営担当者には次の能力が求められる。

( 1 ）開催計画立案能力

講習会の科目の内容と教短方法は目的の達成に大きく影響する。現状の看護基礎教

育の批判的分析に加え、保健医療福祉と看護等の動向と看護基礎教育への社会的なニ

ーズから講習会に必要な内容を設定するためには、厚生労働省等における医療分野等

の審議会・検討会等の報告書等から情報を得るなどにより最新の知男を持っているこ

とが望ましい。

企画・運営担当者が知っておくべき主な事項

－保健師助産師看護師学校養成所指定規則

・看護師等養成所の運曽に関する指導ガイドライン

．看護教育課程の教育内容の構造

・高等教育制度及び看護教育制度と関連法規

・看護及び看護基礎教育に関わる検討会報告書

• eラ一二ングを導入した看護師等養成所の専任教員養成講習会の実施方法に関す

る検討会報告書

－講習会の科目を編成するための知識

(2）学習支援能力

受講者のレテ、イネスは多様である。実務経験では、実習指導者の様々な経験年数や
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教員として1年～叡年の勤務経験がある者等が混在すること、受講動機では、自分の

意志による受講、 、上司等の助言や職務上の命令による受講等が混在することである。

このような受講開始時のレテ、イネスが受講者のモチベーションに影響することを意識

して、支援を行う必要がある。

また、受講者は、これまでの自己の仕事や考え方を客観化し批判的に分析する機会

が多くなるため、自己像が揺らぎ自尊感情が低下することがある。畳講者のこうした

悩みを受け止め、受講者自身がセルフマネジメントできるように関わる必要がある。

さらに、講習会では演習に力点を置き、アサーティブに自己表現レ、協働学習を通

レて学i5＼＇スキルを身につけ自他とちに成長することを目指す。受講者が自立した成人

学習者とレての学習のマネジメントスキルを取得すると同時に、協働学習のグループ

ダイナミックスが個人の学習を促すことを理解できるように支援する必要がある。

企画・運営担当者が知っておくべき主な事項

・アンドラゴジーの学習支援概怠

(3）連携協働調整力

講師の教育目的・教育内容の理解と適切な教育方法が受講者の学習を促進する。そ

のため、講師への依頼時には講習会の意義・位置附け・理怠の理解を図ることが重要

であり、講義シラパスを求めるなどして調整を図る。開講後は講義資料とシラパスの

内容の一貫性や、講師自身の講習リフレクションから、講師と協働して内容・方法の

調整を行うことが望ましい。

企画・運営担当者が知っておくべき主な事項

・講習会の各講習科目の内容に関わる知識、講習科目の内容の構造化の方法

(4）状況分析能力と問題解決能力（受講者に苅してのロールモデル行動となる〉

講習会の運営上の問題や学習環境の不具合等が発生し疋揚合については、講習会の

目的から事態を分析し、受講者の利益・不利益を考慮しながら、運営組織内で調整し

て解決を図る。

企画・運曽担当者が知っておくべき主な事項

・教育、指導に関わる倫理

4）講師に期待するもの

企画・運営担当者は、受講生が講師に期待する能力を把握レ、講師選定や教育内容・

方法を調整するなど、有意義な講習を企画・運営する責任がある。次に挙げる講師に期

侍される能力等を講師に説明し、理解を求めるものとする。

( 1）看護基礎教育制度の中で、看護師等賛成所が担う役割の理解
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看護師等の免許は養成機関に関わらず一本化されている。したがって、看護学生の卒

業時の能力の基本的な部分は同等であるという男地に立って、看護師等養成所の教員を

目指す受講者と看護基礎教育について協1動的に学ぶという姿勢を持つ。

(2）アンドラゴジ一概志の理解に基づいた講義・演習の指導能力

演習では受講者の経験知を論理的に裏付けていくために、可能な限り 1グループを1

人の講師が担当レ、協働レて学習の成果をあげていくように指導する。さらに、受講者

の能力を個別に評価し、学習を支援する力量が必要である。

(3）受講者の目標達成を評価する能力

担当する科目の目的・目標、教育内容、指導計画、評価計画を一貫i｜空をもって受講

者に提示レ、目標達成を支援する必要がある。また、講義、演習を通レて教員とレて

の能力を獲得できたか、受講者の自己評価と照合レ評価することが望ましい。

(4）科目評価と講習会の課題分析

受講者への指導過程および受講者の目標達成と課題認識を踏まえた自己の科目の実

践の分析から、当該科目の内容・教担方法を横討し、講習会の科目の改善等に貢献す

ることを期待レたい。

3.修了認定の考え方

講習会の修了認定は、出席時間だけで修了を認めるのではなく、受講者自らが、各科目の

学習をとおして教員とレての基礎的能力を獲得できだという認識をもって講習会を修了する

ことが重要である。

1 ）既修得単位の認定の考え方

目標に向かって計画的に学習レながら学習姿勢を形成していくために、科目ごとに評

価を行う。科目の評価は次の通りとする。

( 1 ）出席時間数が当該科目時間叡の2/3以上であることを要件とする。

ただし、考慮すべき欠席事由が発生した揚合、課題等で学習内容を補充レ、出席時

間数の一部として認めることができるものとする。

考慮すべき欠席事由の範囲は社会通怠から都道府県等の開催主体団体（実施主体〉が

決め、個々の事由ごとに適用を検討する。

(2）科目目標に準拠して到達度について受講者個人の学習結果を評価し、修得単位の認

定を行う。

科目履修認定の評価基準は原則として次の通りとレ、 C以上をもって当該科目を修
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得したものとする。

A 目標は十分達成している

B 目標は達成している

c 目標は一応達成しているが努力を要する

D 目標は達成していない

(3) eラー二ングを活用する科目は成績評価までeラ一二ング上で行う。

原則として1コンテンツの視臆を終了するごとに、コンテンツの内容を理解レた

ことを確認するための「確認テスト」が設定されているとともに、 1講習科目の全

コンテンツの視聴を終了すると、単位認定のための「科目履修認定テスト」が設定

されているため、結果を確認する。

(4）専任教員養成講習会で一部単位を取得レ、何らかの都合で別の実施主体で他の単位

を取得する状況になった揚合は、申請にちとづき単位認定を行うことができるが、

次の点に留意する。

①教育内容が深く連関する講義科目と演習科目については、学習効果の観点から同

一講習会で単位を取得することが望ましい。

②講習会責任者（実施主体責任者、都道府県直営の揚合は看護行政担当者〉は、受

講者からの申請に基づき、個々の既修の学習内容を評価しL別紙1の専任教員養

成講習会の教育内容に相当するものと認められる揚合には、総必要単位叡の1/2

を超えない範囲で、当該講習会における履修に替えることがでさること。

③講習会責任者（実施主体責任者、都道府県直営の揚合は看護行政担当者〉は、費

講開始後から受講後3年以内に必要単位を取得することにより、本講習会を修了

レたと認めるものであること。

④講習会責任者（実施主体責任者、都道府県直営の揚合は看護行政担当者〉は、一

部科目の単位を取得した後、相当の期間が過ぎている揚合は、当該単位科目の教

育内容の理解を評価し、認定の可否を判断することが望まレい。

(5）本講習会は、他の講習会や大学等とのE換を想定して単位制とするとともに、他の

講習会や大学等で取得した単位のE換を認めるものとする。

① 大学等で取得レた単位の認定については、講習会の基礎分野「教育の基盤」の内

容と同等の内密であると男なすことができる科目を大学・大学院等で履修レ単位

を取得している揚合は、 「教育の基盤」に設定レた科目の履修を免除できるもの

とする。

2）修了認定
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( 1 ）全ての科目の単位認定を受けていること。

(2）専任教員養成講習会は厚生労働省が認定する都道府県の事業や実施主体の事業であ

ることから、修了認定は開催都道府県の知事や実施主体の長とする。

(3）なお、 eラ一二ングを活用する科目は、運曽団体からの単位認定の情報を確認するこ

と。

N.講習計画、運営の評価

講習会終了時に講習計画・運営について評価を行い、次回の開催時に活かすことが必要で

ある。受講者が、修了とともに自立レた教員として能力を発展させる能力の獲得のみならず、

学習体験内容や学習環境の質ち評価する。また、実務に就いてからの能力を追跡評価し、講習

会の企画・運営の評価の資料とすることも必要である。

1 .講習計画の評価

講習終了に伴い、講習の妥当性や適切性を確認し、目的の達成度を判断するものである

基本的には講習に関わる全ての人が評価対象になる。

1 ）目的、目標、内容、方法、講師、教材の適切さ、講習の開催期間、時間、場所、経費

の適切さなどの講習の企画・運営の評価

2）講習会の到達目標の達成度の評価

3）受講者の達成感や満足度の評価

4) eラ一二ングを活用した揚合、活用科目や受講期間の設定等の評価

2.実践の甥における受講結果の事後評価

必要に応じて講習会修了者の教育実践状況を把握し、その結果を企画・運営に反映させ

ることが望まレい。
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第2部教務主任賛成講習会

I.基本的な考え方

1 .意義

看護職養成の基盤である看護基礎教育において、看護師等養成所は自らの教育理怠にち

とづいて教育機能を発揮レ、地域社会の要請や国民の期待に苅応レている。その看護師等

養成所において、力リキユラA運営の先進者であることが教務主任の役割機能でもある。

したがって、教務主任には、リーダーとして教育事象に潜む課題を分析レ、課題解決を図

るために教員等を組織化レ、協働連携して創造的に学校を管理・運営する能力が求められ

る。看護師等養成所において、統括的役割を果たすためにR要な能力を開発するため、教

務主任養成講習会を設ける。

2.位置づけ

教務主任養成講習会は、規定の教員業務に従事レた者やそれと同等以上の学識経験を有

すると認められる者が教務主任としての専門的能力を培うための講習会である。

3.理愈
教務主任養成講習会の主眼は、 「吾護基礎教育における統括的役割を果たす能力」を育

成することである。高度な教育実践力、広い視野と批判的思考能力、創造力を養う必要が

ある。このような教務主任を育成するためには、看護基礎教育の経験知を活用レて、学校

運営が目指すものを概怠化できる能力を養う必要がある。

4.基本方針

く教務主任に求められるちの＞

① 看護基礎教育の本質を常に演縛するとともに、学生に対する効果的な教育方法及び看

護教育課程の編成等の教育に関する知識・技術について習熟レていることが求められ

る。

② 地域や臨床で求められる看護実践力にも精通し、これからの看護基礎教育の動向を予

測しながら、新たな看護教育活動を創造する能力が求められる。

③ 学生の個人あるいは集団のレディネス把握、及ひ、教員のレディネス把握に熟知し、円

滑な力リキュラム運営に向けた調整や連携に必要な資源を活用する能力が求められ

る。

④ 学校運営に起こりうる課題や問題事例に倫理的に向き合い、真筆な態度で管理者責

任が果たせること、リスクマネジメントにおいて関係者がチームとなって対応・解決

レうるための統制力を身につけていることが求められる。
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⑤学校経営に関する知識を持ち、実践的に運営する力や意思決定力を身につけることが

求められる。

II.講習会内容

1 .講習会の目的・目標の考え方

1 ）講習会の目的

看護学教育における教育課程の管理能力および教員に対する指導力を震い、看護学校

を健全に運営する能力と力リキユラム運営を推進する能力を啓発する。

2）講習会の目標

( 1 ）看護基礎教育における課題を改善するための専門的知識を学び、新たな教育方法等

を創造する能力を養う。

(2）教育機関における管理運営に関する概怠を理解し、看護基礎教育に係るマネジメン

ト能力を養う。

(3）力リキュラム運営の問題分析、及び解決方法を男いだレ実践する能力を養う。

2.講習会の内容

1 ）専門分野の考え方

講習会の内容の構造は、看護基礎教育の管理者として必要な内容を中核に科目を構成

する。

( 1 ）専門分野の学習内容の要点

①教員に対する指導力を養うことができる内容

②カリキュラム運営の管理能力を養うことができる内容

③学校運曽の推進力を養うことができる内容

④教育上の問題を分析レ、総合的な判断力を養うことができる内容

(2）専門分野の教育内容

①「看護教育方法・評価」

「看護教育方法・評価開発」は看護基礎教育において教育方法の質を高めるだめ、

具体的な方法を教員に指導でさることをねらいとする。また、学生の修得状況を踏

まえ、現状からの改善や提案について協同レながら評価のしくみ等を分析し、妥当

性と信頼性のある評価ができるようにする。

・「吾護教育方法・評価開発演習」は講義で得た知識をもとに、現在の教育方法が学
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生の教育目標の達成度に照らしだ教育方法であるか、自校の特性や課題を実際に明

らかにし、その課題を解決するための方法についても演習していく。

② 「看護学校経営」

「看護学校経営論」は、学校経営・運営の理論を基礎に看護学校運蛍のあり方を考

察し、教育実践への適用能力を高めるために設定する。教育機関とレて望ましい経

営・運営の手法を学ぶためには、成果が上がっている機関や有識者、あるいは研究

成果の知男等からリーダーとレて組織内外の資源を活用レ積極的に学ぶことが重要

である。

「看護学校経営演習」をおき、講義で得た知識をもとに経営管理が図られ、地域社

会にとって必要とされる学校を率いる能力を演習で高めていく。

③ 「書護教育課程開発」

「看護教育課程開発」は、最新の動向を読み解きながら、看護教育課程を多角的に

分析し、領域横断等の手法等を先進的に柔軟に開発レていく手法を学ぶために設け

る。

・「看護教育課程開発演習」をおき、講義で習得した内容を踏まえ、看護基礎教育の

あり方を追究しながら、社会の変化、学習者の蛮化に対応レ疋看護教育課程の開発

の考え方についての理解を深めるために演習を行う。

3.教慢方法の工夫

教員の資質として、主体的に学習する姿勢を基盤に持ち、自身の考えに確かな根拠を

持つことが重要である。そのだめに、単に新しい知男で開発することだけではなく、自

らが教育の意昧や看護の専門性を深く探求レていけるように、演習形態の短業を多く設

定する。

4.単位・時間数の考え方

本講習会の単位・時間数の考え方は、原則とレて講義 1単位 15時間、演習30時

間、実習 45時間とレ、大学設置基準 （昭和31年文部省令第28号〉の考え方に準す、

る。

m.教務主任質成講習会における運営の考え方

看護師等養成所の教育の質を担保するためには、教務主任及びその予定者が、最新の看護

基礎教育の動向を踏まえて賛成所等の運営・管理及び教員に苅する指導を行うために必要な

能力を養うことが重要である。
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教務主任の任に有る者またその予定者が、看護師等養成所の運営・管理についての系統的

な研修として、 eラ一二ンク、の活用や長期休暇を活用レた講習会の実施などの工夫をしながら

計画的に教務主任養成講習会を受講できるような講習会の運営が期待される。

1 .組織体制

第1部専任教員養成講習会E 「運嘗の考え方」 1-1）、 2）に準じる。

2.企画・運営の実際

1 ）企画

( 1 ）開催の工夫

教務主任賛成講習会を都道府県単位で開催するには該当者が少ないことが考

えられるため、複数の都道府県で協力レて開催するなど工夫が必要である。開

催方法の工夫については、第1部専任教員養成講習会III-2-1) (1）を参照

のこと。

講習会の期間は、以下に留意して設定する。

①本講習会II-2-1 ）に述べたように、内容の配列と進度を考慮レて講習科目を

漸次開講レ、前提となる講習内容にもとづいた演習ができるようにすること。

②前提となる講習内容をさむ科目と演習の期聞が空いてしまうことや、複叡年に

渡る履修は、学習した内容を統合して教務主任としての能力を形成する観点か

ら配慮を要する。

③受講者が演習後にち思考を深める時聞が必要であるため、十分な自己学習がで

きるように配慮する。

(2）開催計画

第1部専任教員養成講習会に準じるものとし、一部について留意点を挙げる。

講習会の目的・目標、期間、科目とその内容及び担当講師、講習計画、慢業進

度表、授業評価に関する事項を検討する。

・講師選択時の留意事項

この講習会では、既に看護師等の養成を経験している者が、自らの教育実践及

び看護基礎教育に関わる事象、研究成果を批判的に検討レて学習を進めていく。

そのため、受講者のレテ、ィネスを把握し、受講蓄が主体的に演習に参加できる、

アクティブラ一二ング等の理論に基づいた指導をできる講師を選択する。

2）運嘗〈主として企画・運嘗担当者が行う）

第1部専任教員賛成講習会 III-2-2）に準じる。
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3）企画・運営担当者の能力

第1部専任教員養成講習会III-2-3）に準じるものとし、一部追加事項を挙げる。

( 1 ）開催計画立案能力

企画・運営担当者が知っておくべき主な事項

．看護学校管理の考え方

・経営に関する最新の考え方

4）講師に期待するもの

第1部専任教員養成講習会 III-2-4）に準じるものとレ、教務主任養成講習会におい

て強調したい内容を挙げる。

( 1 ）看護師養成所等の管理・運営を担う教務主任に必要な能力の理解

教務主任が看護師等養成所の教育の改善向上を図るためには、 「広い視野と批判

的思考能力」 「創造力」 「実践知から理論への転換能力」が必要であることを講師

は理解し、講義内容、方法を構想する必要がある。

3.修了認定の考え方

第1部専任教員養成講習会 III-3-1) (1)～（3）に準じるものとし、一部追加事項

を挙げる。

( 1 ）教務主任養成講習会で一部単位を取得し、何らかの都合で別の実施主体で他の単

位を取得する状況になっ疋i嘉合は、申請にもとづき単位認定を行うことができるが、

次の点に留意する。

①教育内容が深く関連する講義科目と演習科目については、学習効果の観点から同一

講習会で単位を取得することが望ましい。

②講習会責任者（実施主体責任者、都道府県直営の揚合は看護行政担当者〉は、畳講

者からの申請にちとづき、個々の既修の学習内容を評価し、別紙1の教務主任養成

講習会の教育内容に相当するものと認められる揚合には、総必要単位数の1/2を超

えない範囲で、当該講習会における履修に替えることがでさること。

③講習会責任者（実施主体責任者、都道府県直営の揚合は看護行政担当者〉は、

受講開始後から受講後5年以内に必要単位を取得することにより、本講習会を

修了したと認めるものであること。

④講習会責任者（実施主体責任者、都道府県直営の揚合は看護行政担当者〉は、一部

科目の単位を取得レた後、相当の期聞が過ぎている揚合は、当該単位科目の教育内

容の理解を評価レ、認定の可否を判断することが望まレい。
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4.大学等との単位のE換

本講習会は、他の講習会や大学等とのE換を想定して単位制とするととちに、他の講習

会や大学等で取得した単位のE換を認めるものとする。大学院等に進学する揚合に単位の

認定・履修免除の申請を行うことができるように配慮する。

W.講習計画、運営の評価

第1部専任教員賛成講習会Nに準じる。

’f 
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